
『、

一

、

♂

F

'

d:τ己-三;三三lζζ仁三三之ι:二ι己;二与正三;二i三二_;.-

第 22 号

創立20周年記念特別号

、一、 、一ー も 一ー、

一 、

一一、
。F

一♂ー，

，〆〆七

， 
. -
j --

， 一 ー

ノ二-

一- 一一一十一一 一一一一一，
一、 ~一一一一 ~ー一一~ 一

、 、
、

-

4

4

 

一

'

-

、
一
-

d

d

』

一

♂

一
一

1

r

3

一4'
F

〆

Y

、

、

〆

，

一

今

一一

3

，

、
一
一
司

F

、

-

F

 

、

P

‘

J
 

，
 

一1
-

-

r

A

J

F

-

宇

一

マ

J

F

白
、
一
一
‘
一
戸

、
‘
、
、
一
一
一
'
'
'

‘

~

p

p

〆

、

一

一

，'， 

'/  内戸 -

r 
〆一

一一丹一、一一三一一

唱
E
K

べ一づ一
-

F

h

年一六/一三一

一

qf】
、
、

--4JJ:

‘

po---二一，
J

4

4

シ
¥

、
、

H
U
J
-
-
J
J
'
y
，
p

r

二一
zh1¥
二一

刀
口
一
一

H
H
"
、~

F 

-
，"  

--一一_--_-
『一一一 一一 一 、 一一

---

北海道家畜管理研究会

Th'e .Research Association'， of Livestock Managernent， Hokkaido 

ーニー
一一 J 

，一 一ー，

一 一一ァ ーー一
一一一一一 一九ー』

一号 、 、 ー

ー‘一、、一、一ー
一、、ー

、

‘号、

r 

，今 E

_.-，.r" 

"ー~ ，'--: 
一一 -，〆 司 J 一一 F一，一一J一一 - 一 「 一宇， '一一 'ーノ)三 一 J 一一

二 ーー二
Jて~，

一一一一一 一守一一一..ーイー， ~ . 
一 ー ーー{一、一一一' 一一一守ト一 、一 ‘ ー - ー

、 、

ー、、匂←』、

. / 
♂ 

' 一'ー， ~. _.，. ， τ 
ーノ'〆

〆
ノ

宇 一 3 一F戸一
一一，戸--

~.'一一
-一二ー 二一 一一戸戸一♂-一-一一一-一…

、 一、-一も、 F ‘一、、 一一

、『

、'_'一

， 
， 
'/  
一-，' --
F 



賛助会員 (ABCII頂)

中国工業株式会社札幌営業所 060 札幌市中央区北2条西4丁目 北海道ビル内

北海道家畜改良事業団 060 札幌市中央区北4条西1丁目 北農会館

北海道共立エコー株式会社 004 札幌市白石区大谷地434

北海道農業電化協議会 060 札幌市中央区大通東1丁目 北電サービス課内

北海道農業開発公社 060 札幌市中央区北5条西6丁目 道通ビ〉レ

北海道農協中央会農畜政部酪農畜産課060 札幌市中央区北4条西 1丁目 共済ビノレ

北海道食糧産業株式会社飼料課 060 札幌市中央区北2条西7丁目 j偏重中/凶議創的

北海ヰセキ販売株式会社 0'60 札幌市中央区北1条西17丁目 北都ビノレ内

ホクレン農業協同組合連合会 060 札幌市中央区北4条西 1丁目

井関農機株式会社北海道支居 068 岩見沢市5条東12丁目

磯角農機株式会社 086-11 標津郡中標津町27線 6番地

金子農機株式会社 348 埼玉県羽生市西2-21-10

北原電牧株式会社 065 札幌市東区北19条東4丁目 365

明治乳業株式会社北海道支社 060 札幌市中央区大通西7丁目 酒造会館ヒツレ内

森永乳業株式会社酪農事務所 004 札幌市白石区大谷地227-267

長瀬産業株式会社札幌出張所 002 札幌市北区篠路太平165-1

日熊工機株式会社 004 札幌市豊平区里塚278

日本ニューホランド株式会社

北海道事業所 059-13 苫小牧市あけぼの町 1-1 -10 

日本農産工業株式会社北海道支盾 047 小樽市港町5番2号

ニップン飼料株式会社 047 小樽市色内町3丁目 5番 1号

日清飼料株式会社小樽営業所 047 小樽市子宮1丁目 l番

北海道オリオン株式会社 004 札幌市豊平区平岡306-20

株式会社札幌オーバーシーズ・

コンサノレタン卜 060 札幌市中央区北2条西3丁目指峨りげシグ内

サツラク農業協同組合 065 札幌市東区苗穂町3-40 

株式会社土谷製作所 065 札幌市東区本町2条10丁目 2-35 

株式会社土谷特殊農機具製作所 080-24 帯広市西21条北1丁目

ヤンマー農機株式会社札幌支庖

販売部技術開発課 060 札幌市中央区北4条西2丁目

雪印種苗株式会社 062 札幌市豊平区美園2条 1丁目 2-1

全酪連札幌支所 060 札幌市中央区北3条西7丁目 酪農センター
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創立20周年記念特別号会報の

発行に際して

会長池内義則

北海道家畜管理研究会が、創立20周年を迎えるに当たり、その言己念行事のひとつとして、特別号会

報の発行を計画、検討し、評議員会並びに総会の議を経た後、乙の度、その実現をみることができまし

たことは、会員の皆様と共に慶賀に耐えず、執筆者の皆様には心より敬意を表すると共に衷心より厚く

御礼申し上げる次第であります。

本記念号のためにお願いした執筆者は、いずれも北海道畜産の瑚犬を踏まえ、今後の展望に御造詣の

深い方々ばかりで、家畜管理の種々の面から甚だ貴重な内容であると思います。会員の皆様の恰好の御

参考として御利用戴ければ幸いであります。

附録の 120年の歩み」は、昭和40年~昭和印年の当研究会の年譜と、第l号~第2(}号(1965年--1985

年)の会報総目録であり、創立20周年言己念祝賀会において配布したものの再録であります。当研究会の

歩みが、ひと目で解る資料として興味あるものと思います。なお、この言正念祝賀会は、三田村健太郎、

広瀬可恒、吉田富穂、鈴木省三の本研究会創設と育成に御尽力下さいました諸先輩をお迎えし、会員多

数の御出席を得、和気藷藷の中に行なわれました。

当研究会は、発足以来、現地研究会とシンポジュームを2本の柱として、事業を運営し、年1回の会

報を刊行して参りましたが、昭和42年に「酪農経営施設設計指針」が作成され、その販売収益金は、長

い間、特別会計として温存してありました。今回、特別記念号の発刊に当たり、乙れを特別事業費とし

て活用させてもらう乙とは、真に意義ある乙とと考えます。同時に、当時、この設計指針の作成に当た

られた諸先輩に対し、深い敬意と満腔の感謝を捧げるものであります。

私は偶々、創立20周年自に会長の任に当たり、皆様のお蔭で栄えある記念行事を主催することができ

ましたことを終生の光栄として感激しております。

只、年譜を御覧になれば分る通り、 10周年のときの会員数約360名に対し、 20周年目でもほぼ同数の

会員数しかないのカ:渡念であります。本記念、号の発行を契機として、新たな出発と考え、今後の発展に

向って努力したいと思っております。何卒、会員の皆様におかれましても、当研究会発展のために、今

後共宜しく御支援、御鞭縫のほどお願い申し上げます。
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北海道における家畜管理技術の発展

第 1章 乳牛の管理技術

曽根章夫
(新得畜試)

はじめに 装備がどのように推移し，管理技術がどう対応し

北海道の酪農は，昭和30年 (1655)以後の高 てきたのか。それi乙対し道内諸機関で実施した試

度経済成長を背景，<:，寒地の適作目として我が国 験・研究がどのように関わってきたのか。筆者の

農業の選択的拡大部門の lつに位置づけられ， 浅薄な経験と知識をもってしては十分な検索は到

専業化と規模拡大化の方向で振興が計られてきた。 底不可能であるが，本研究会発足の10年前に遡つ

したがって，管理方式も省力体制が強く指向され て本道酪農の動向を概観すると共に，乳牛管理技

るようになり，乙れに対応する施設・装備の機械 術の変選を探り，その目的に接近してみたい。

化，近代化が関心事となった。こうした中で，

道内各専門分野の技術者，指導者による研究討議 1 北海道酪農の位置づけ

の場として，昭和4昨 (1965)5月に北海道家 本道の農業粗生産額に占める酪農部門の割合の

畜管理研究会が発足し，以来20年を経過した。乙 推移を図11<:示した。昭和40年(1965)の13.4%

の間，本道酪農は如何に進展してきたか。施設ゃ から昭和田年(1984)年の29.35ぢまで着実に増

50 

44.1 
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n

u

n
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孟
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農
業
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図1 粗生産額構成比の推移句ヒ海道)

注:1. 畜産関係統計資料1)より作図
2. 図中()は畜産部門全体に対する酪農部門の割合(%)
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加し，畜産部門全体に占める割合も5696から6696

にまで拡大し，酪農が本道の中核的l次産業部門

として位置づけられてきたことを明確に示してい

る。また，全国に占める本道酪農の比率も強まり，

昭和59年 C1984 )の、ンェアーは飼養頭数で38.3

96.牛乳生産量で34.7必i乙達する。

昭和29年(1954)に制定された酪農振興法は

昭和34年(1959 )に一部改正され，それに基く

酪農近代化基本計画(酪近計画)が策定された。

昭和39年(1964)の第 1次計画から，昭和53年

(1978)の第4次計画までの推移と実績を表l

k示した。 1次計画から2次計画までの年平均目

標伸び率は増頭・増産を基調i乙2桁以上を示した

ものの，目標達成率は各々23%に留まった。しか

し. 3次計画では計画年次当初から都府県で

実績が目標を大幅に上回り，過剰生産調整のため

の補正として4次計画が昭和53年 (1978)に策

定された。本道は3次計画の目標達成率は2.1労

の過剰に留まったが. 4次計画では都府県の大幅

過剰に巻き乙まれ，年平均目標伸び率は7.3%か

ら4必iζ抑えこまれた口

なお，昭和5咋 (1984) 3月に策定された北

海道酪農肉用牛近代化計画で示されている生乳生

産量の年平均目標伸び率は4%であるが，全国iと

対するシェアーは37.3%で，本道酪農の位置づけ

は更に強まっているとみてよい。

表1 酪農近代化計画の推移と実績
(単位:%)

計画・次 第 1次酪近 第 2次酪近 第 3次酪近 第 4次酪近

計画期間 昭 39~ 4 6年 昭45 ~ 5 2年 昭49~ 6 0年 昭 53~ 6 5年

実行期間 昭39 ~ 4 5年 昭45 ~ 4 9年 昭49 ~5 3年 昭53~ (56)年

地 域 北海道 都府県 北海道 都府県 北海道 都府県 北海道 都府県

目標 1 7.2 11.8 11.3 6.7 7.3 2.7 4.0 1.7 
年平均伸率

実績 12.1 6.7 4.2 企 0.8 8.0 5.0 3.1 1.4 

目標達成率 企 23.5 .&24.5 .A 2 3.3 企25.5 2.1 8.7 A2.8 .A 1.3 

注:萩間昇 (1983) :生乳生産調整の展開と酪農生産構造の動向2)より引用

2 北海道酪農の動向。飼養戸数，頭数及び牛乳生産量の推移
本道の酪農は.比較的広大な土地面積を背景に，

我国の酪農主産地としての位置づけのもとで経

営規模の拡大と近代化が進展してきた。図2，乙示

した戸数，頭数，牛乳生産量の昭和40年 (1965)

を基準にした指数推移でみると，戸数は10年後i乙

約 1/2 ~ 20年後の現在では約 1/31乙減少して

いるが，頭数は逆iと10年後i乙約2倍， 20年後の現

在では約2.5倍に増加し，牛乳生産量もそれ以上

の倍率で順調に増加しつづけた。しかしその箇邑

の中には，いわゆる「原料乳不足払い制度」が始

った昭和41年(1966)以後の急激な上昇と，昭

和47年(1972 )の飼料価格の国際的暴騰に続く

翌年(1973 )の，いわゆる「第 1次オイルショ

ック」等による停滞があった。以後，国の経済は

急速に安定成長i乙移行したが，本道酪農は飼料穀

物需給の不安定，生産資材の高騰から，経営規模

の外延的拡大iこ対する制約が強まり"内包的拡大

への転換の必要性が強調されるという極めて厳し

い情勢になった。

このような内包的拡大への転換は，搾乳牛1頭

当り乳量の向上に顕著に現れ，牛乳生産量を急速

に再上昇させた。昭和51年(1976)以降は全国

的に牛乳生産量の伸びが消費の増加を上回って過

剰生産傾向を強め，乳製品の輸入外圧とも相倹っ

て，昭和54年(1979)から生乳の計画生産を全

国規模で実施せざるを得なくなりP その現象が昭

-6一
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図2 戸数、頭数、牛乳生産量指数の推移(北海道)

注:北海道農畜産物生産費調査3)及び畜産関係統計資料1)より作図

和56年(1981 )の牛乳生産量の停滞，その後の

頭数増加率の停滞に現れている。

2) 飼養規模の推移

恒常的な戸数減少と頭数増加に伴って，本道の

酪農は規模拡大の方向へ急速に展開した。表2，乙

上の規模i乙達した年代順もほぼ同様の傾向を示し，

それに達するまでの年数は根室，留萌の8年が最

も短く，次いで十勝，宗谷の 9年である。現在に

おいても道南の桧山，渡島は30頭規模に達してい

ないが，根郵11，道北では50頭を突破し，特に根室

示した 1戸当り飼養頭数の推移をみると，昭和36 では70頭に達しようとしているロ乙れら 4支庁と

年(1961 )の 3.7頭は5年後に約 2倍の 7.7頭， 40頭台規模の十勝，網走，胆振の各地域は，根釧

更に10年後はその 3倍以上の24.7頭，そして現在 を代表とする草地型酪農，十勝を代表とする畑地

はその約 2倍の46.4頭に達している。乙のような

規模拡大化の速度は経年的に地域差が明確になり，

主産地形成の傾向が強まって行った。すなわち，

10頭以上の規模に達した年代は，根甜|し道北が昭

和40年代当初であり，道南，日高，空知，上川が

同年代後半，他はその中間であった。更に30頭以

型酪農i乙分けられるが，本道の乳牛頭数の80%以

上を占める酪農主産地帯を形成している。

ヨル4)3) パイロットファームと新酪農村建成

本道酪農の中枢地帯となった根釧地域が本格的

な大型酪農の緒についたのは，昭和31年 Q956)

から昭和51年(1976)に根釧機械墾事業として，

-7一



表2 支庁別1戸当り乳牛飼養頭数の推移

年 度 石狩空知上川後志桧山渡島日高胆振十勝網走宗谷留萌釧路根室 頭数全随窒道:~調平博昨均率
1961 (昭36) 4.1 2.0 2.6 2.8 2.6 3.5 32 3.7 3.8 3.7 42 3.3 4.7 7B 3.7 54婦 43'弼

1 962 (" 3 7) 4.9 2.9 32 3.5 3.1 4.0 3.6 43 4.6 4β 5.5 4.7 5.5 6B 4.5 55 44 

1963 (/l 3 8) 6.0 32 3.9 3.9 3.4 45 4.0 5.1 5.3 5.7 6.7 7.3 65 82 5.3 55 45 

1964 (" 3 9) 7.1 3B 4.7 4.7 3.7 5.0 4.4 5B 6.1 6.4 8.0 82 8.2 10.7 6.3 56 44 

1965 (11 4 0) 7.6 42 53 5.0 3B 5.1 4.8 6.0 6B 7.3 9.0 8.9 8.6 11.5 6.9 55 44 

1966 (1141) 7B 45 55 5.3 4.4 5.3 5.6 7.0 7.3 8.1 9.9 9.6 10.3 133 7.7 56 47 

1967 (" 4 2) 8.8 5.6 6.3 6.4 5.3 6.2 6.5 8.1 8.4 8.8 10.9 10.8 12.2 15.5 8.9 59 46 

1968 (11 4 3) 9.7 65 7.2 7.5 62 . 7.6 6.6 9.9 9.4 1 0.5 13.2 11.8 14.2 19.5 10.4 56 46 

1969 (" 4 4) 

1970 (11 4 5) 11.6 6.9 8.6 83 7.4 85 72 11.3 11.7 12.5 17.6 14.4 17.4 21.8 12.5 57 46 

1 97 1 (1/ 4 6) 13.5 8.6 9.9 8.3 7β8.5 8.3 11.3 13.9 1 3.4 1 9B 18.3 20.0 25.3 14.3 57 45 

1972 (11 47) 15.0 10.8 11.6 92 7.4 10.0 8B 13.2 15.7 14.7 21.2 22.0 22.5 30.6 16.2 57 45 

1973 (." 4 8) 15B 11.2 13D 10.1 8.9 10.8 10.3 14.3 17.0 16.0 23.9 23.9 23.7 32.6 17.7 55 43 

1974 (" 49) 19B 15.6 152 12.1 10.0 11.510.815.7 18.917825.8 27.924B 35.2 19.9 57 44 

1975 (1150) 21.4 17.7 16β13.7 11.9 13.3 112 18.7 21.4 20.0 282 32.0 27.7 40.1 22.4 56 43 

1976 (" 5 1) 23.219.9 17.7 17.2 12.5 13.9 12.220.0 24.021.331.3 34.030.7 44.2 24.7 56 43 

1977 (11 52) 252 22.1 19.7 21.1 15.5 16B 15.0 23β26β23.7 34.3 36.7 33.7 47J 27B 55 43 

1 978 (11 5 3) 27.1 24.1 21.3 22.9 15.6 17.0 16.7 24.9 29.2 27.0 37.4 39.6 352 51.9 30.4 54 43 

1979 (11 5 4) 28.6 25.3 22.9 23.3 16.7 18.1 19.6 27B 31.9 29.3 40.6 42.1 372 55.4 32.8 54 43 

1980 (11 5 5) 29.8 27.5 24.9 23.8 17.4 18.6 24.1 28.5 34.6 31.4 44.0 43β40.0 56.9 35.1 54 43 

1981 (11 5 6) 315 29.6 26.9 25.6 20.2 21.3 24.3 30.4 37.8 34.4 45.9 472 42B 60.9 382 54 43 

1982 (11 5 7) 32J 30J 28B .27.4 20.3 23.1 24.6.31.7 40.535.3 47.6 48.642.6 61B 40.2 54 43 

1983 (11 5 8) 316 317 30J 30.2 20.7 25β26.l 34.0 43.3 36.8 49.4 50.9 50β632 42.5 55 44 

1984 (11 5 9) 35.l 365 32~ 30B 20.6 25.2 28.3 36.4 45.7 38B 50.4 53.0 52.4 65.2 44.4 54 45 

1985 (11 6 0) 35.3 37.9 33.9 33.0 22.2 26.4 30.0 40B 472 40.6 52.6 54.3 53.9 68.0 46.4 54 4'3 

注:畜産関係統計資料1)より作表，

専業草地酪農経営用地の確立を目指して実施され

たパイロ‘ソトファーム建設以後である。

期北海道総合開発計画の目玉として，パイロット

ファームの行きづまりを打開するための，いわゆ

る「新酪事業」が昭和48年(1973)に策定され，

国営事業として着工された。翌年乙1974)には

農用地開発公団に引継がれ，昭和58年(1983) 

までの11年間で事業は完了した。計画による完成

時の戸別酪農経営規模は一戸当り草地50ha，経

産牛50頭，育成牛18頭，施設・装備はフリースト

ーノレタイフ，スタンチョンタイフ。，ノマイフ。ライン

ミノレカー， ミノレキンク、ノマーラー， ノカレククーラ，

この事業は，その後の本道酪農の進展に大きな

役割りを果したが，経営耕地14凶前後という規

模では昭和30年代後半から急速に進展した規模拡

大による生産性向上への対応が困難となり，パイ

ロットファーム自体も経営構造が悪化して入植者

の約60%が離農した口離農跡地は残存農家の規模

拡大用地として配分されたが，飛地利用の拡大に

よって営農効率の低下，用水不足，畜舎不備など

が深刻化し，地域全体が大きな転換期に直面して

しif;こo

昭和40年代に入り，関道百年と乙れに次ぐ第3

気密サイロ，スラリーストア一等が導入された。

対象農家戸数448戸(うち，新規移転入植94戸，

交換分合による施設移転31戸，現留地施設整備97

-8一



補給金等暫定措置法，いわゆる「原料乳不足払制

度」であり，本道の酪農にとって原料乳価の安定

は酪農家の生産意欲を高め，直接・間接的に本道

の牛乳生産量の増加に影響を与えた。昭和52年

( 1977)以後は，図 3に示したとおり乳価は5

t 年間据置かれ，その後も基準価格の上昇に比べて

保証価格は微増に留められたが，生乳・乳製品の

需給バランスに構造的な変化が生じ生産過剰が問

題となった。その対策として前述の生乳計画生産

が昭和54年(1979 )から自主的に実施された。

以後の計画生産の推移と実績を表3に示した白

戸)，農用地造成 15，153ha ，道路374km，農業

用水の受益69，000ha，交換分合28，800ha等に

投入された総事業費は，共同利用施設，機械を含

め935億円の巨額に達した。

乙れら諸費用の農家負債は平均 5.300万円であ

り，昭和59年度から20年間の償還に入ったが，完

済までの厳しい道程が残されているロいずれにし

ても，乙の事業は本道酪農の将来の帰趨をになう

ものとして，今後の展開が内外から大きな注目を

l 各年度Cとに都道府県別に計画量が割当てられ，

計画量の地域配分にあたっては，生産量の拡大を

集めているロ

牛乳の不足払制度と計画生産

本道酪農の発展iと重要な転機となったのは，昭

和41年(1966)に施行された加工原料乳生産者

4) 

100 

ヤ保証価格(制旨率問)I 

90 

80 

;J可基準価格|

70 

60 

一
切
当
り
価
格
(
円
)
50 

40 

30 

20 
1960 
(昭35)

1985 
(60) 

1975 1980 
(50) (55) 

図3 乳価の推移(北海道)

注:畜産関係統計資料1)より作図
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表 3 生乳計画生産の推移と実績
(単位:千トン， %) 

1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 
(昭54 ) (昭55 ) (昭56 ) (U自57) (昭58) (昭59) (昭60)

計画量 (A) 1，9 7 1 2，070 2，1 00 2，149 2，25 6 2.342 2，467 

計画 対前年比. 105.0 1 0 1. 5 1 02.3 1 05.0 1 03.8 1 05.3 

対全国比 30.9 32.1 3 1.8 34.4 34.4 36.2 35.7 
北海道

実績量( B ) 2，1 89 2，000 2，034 2，07 1 2，308 2，398 

実績 差号I(B~A) 29 ... 36 企 29 40 5 2 56 

達成率 (B/A) 1 0 1. 5 98.3 98.5 1 0 1. 9 1 02.3 1 02.4 

計画量 (A) 4，40 1 4，385 4.4 1 7 4，1 06 4，296 4，401 4，450 
計画
対前年比 99.6 10 0.7 93.0 1 0 4.6 1 02.4 1 0 1.1 

都府県 実績量( B ) 4，464 4;464 4.54 2 4.1 40 4，289 4.330 

実績 差ヲI(B-A) 63 7 9 1 25 34 A 7 企 71 

達成率 (B/A) 1 0 1. 4 1 0 1. 8 1 02.8 1 0 0.8 99.8 98.4 

注:北海道酪農の現状と課題5)より作表

めざす原料乳地帯の本道と，乳価の維持をめざす

市乳地帯の都府県との間iζ対立が生じ，いわゆる

「南北戦争」の発端ともなった。

結果的には，本道の割当量は全国計画量i乙対し

て，昭和54年(1979)の31%から昭和60年

( 1986)の36%まで拡大し，計画量の年伸び率

でも各年度とも都府県をかなり上回っているが，

乳牛頭数の約4割を占め，加工原料乳の 8割以上

を供給し，どちらかといえば価格より量を期待す

る本道にとっては，なお不満が残ると乙ろであっ

fこ口

計画量i乙対する本道の実績は昭和55年 (1980~ 

56年(1981 )に若干下回ったが，その後，圏内

産乳製品市場が急i乙不足基調i乙転換し，加工原料

乳市場がひとまず、小康状態を保つようになった乙

ともあり，昭和57年(1982)以後は計画量をl

~2%上回る実績を示している。しかし，現在は

再び過剰基調となり計画生産は恒常化の機運を強

めている。

5) 酪農経営における問題

地域によっては既にEC諸国を越える水準に達

しているといわれる本道酪農は，急速な規模拡大

化，近代化i乙対応するための過剰投資による負債

の増大が内包する大きな経営問題となってい

る。乙うした事態は，特に本道のような大規模酪

農では，生産性向上のため施設化，機械化が要請

され，借入金による対応が償却費，利子負担の増

大となって収益性を低下させ，借入金返済のため

の資金繰りが更に負債を累績させるという悪循環

に基因すると乙ろが大きいと思われる。

昭和56年(1981 )に道が公表した酪農経営実

態調査報告の中で，経営階層別の経営実態を表4

のとおり示している。経営見通しのできるA'B

階層が約80~ぢを占めているが，借入金残高は経産

牛l頭当り55万円， 93万円であるO 当時の負債限

界は全道平均で約85万円という試算(北海道農業

における設備投資と資金調達に関する調査;農林

漁業金融公庫，昭和54年度委託調査報告書)があ

るが， B階層においてすら乙の限界を越えている

4え態である。農業所得に占る年償還金の割合はA

'B階層では余裕がみられるが，酪農家戸数の3

割を占める C'D階層は所得の1.2倍， 2.6倍の

償還金を抱え，経営見通しが全くたたない状況を

示している。

昭和54年(1979)に本道酪農を見聞した米国

の学者や技術者が，一様に 120年遅れている北海

道酪農」と指摘した。その中で1人は「機械的施

設は米国酪農の水準に近づ、いているが， 50頭規模

nu 



表4 経営階層別経営実態〈昭56，北海道〉

階層|戸数割合 1戸当り収支
借入金残高

得
所得・償還金

l戸当り |健牛l頭当り
所

上ヒ キ，.+ーZー

A 44% 172万円 1，449万円| 5 5. 7万円 608万円 28 % 

B 2 5 企 154 2，615 9 3.4 550 7 4 

C 1 8 企 362 3，466 1 2 3..8 394 116 

D 1 3 企 530 3，080 128.3 151 259 

注:1. 酪農経営実態調査の概要6)より作表

2. 階層区分

A:経済余剰で借入元金の支払可能

B:経済余剰で借入元金の l部支払可能

c:経済余剰は(一)で借入利息金の 1部支払可能

D:借入元金，利息も支払不能で家計費も償えない

程度までの経営では過剰投資の傾向がみられ，

酪農としての適正な利益を生む乙とは困難だ。機

械・設備も将来の変化への柔軟な適応性について

の配慮iζ欠けている」と酷評され，道内でも酪農

技術全般に亘って論議が沸騰した。以来，米国酪

農事情の視察，調査が相次ぎ，見聞記や報告書が

各誌上を賑わせた。

乙のように，本道酪農の将来は投資を極力抑え

ながら，如何にして生産性を高め得るかにかかっ

てし唱。本道の環寛条件や経営基盤l乙適合した技

術の開発・改善， とりわけ，直接施設や機械設備

に結びつく管理技術の対応が重要な帰趨を握って

いるものと考えられる。

3 施設及び管理技術の変遷

1 ) 管理労働時間

経営内における管理技術の動向を数量的に示す

ことは困難であるが，飼育管理に要した時間から

その内容を探ってみる。図4は1頭当り年間管理

作業時間の作業別構成を1戸当り飼養頭数と対比

させながら，昭和30年(1955)から現在までの

約30年間の推移を示したもので、ある。

1戸当り頭数が大きくなればl頭当り時間が小

さくなる乙とは当然である杭限られた労働力で、

規模拡大に対応するには牛舎施設はもちろんの乙

と，管理作業の機械化，管理技術の合理化などに

よる省力化が前提となる。

昭和30年代前半は高度経済成長を背景に酪農家

戸数が急増した時代で零細農家が多く，管理作業

も手作業で間に合い，管理時間も 500時間を越え，

搾乳に35%，給飼に25%，糞尿処理に 10~ぢを要し

ていた。昭和30年代後半から酪農家戸数は急速に

減少に転じたが，残存農家は離農跡地を吸収しな

がら徐々に多頭化に進み管理時間は400時間以

下に減少した。作業構成にも変化が生じ始め，給

飼やその他飼育管理の減少が目立つたが，搾乳，

糞尿処理には大きな変化がなく構成率で各々40%，

20%1乙増加した。当時のミルカー普及率は約22~ぢ

で，多くの農家は末だ手搾りが主体であった。昭

和40年代は酪農家戸数の減少が進むと共に多頭化

の速度が早まった。管理時間もそれに伴って急速

に減少し，昭和45年(1970) 1ζは237時間，昭

和50年(1975)には175時聞になった。作業で

は給飼の減少が最も大きく，昭和50年(1975) 

の構成率でも21%1L:減少した、め搾乳が50%を占

めるようになった。昭和5昨代は酪農の専業化が

4
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強まると共i乙飼養規模も直線的に大きくなeった対

管理時間の減少度合いは，施設の近代化，管理作

業の機械化が行き渡ったため，昭和40年代より緩

やかになった。作業構成率も搾乳が52~ぢ iζや、増

加した以外は，給飼22%，糞尿処理12%，その他

飼育管理14%とほぼ安定した状態で推移し現在に

至っている。

2) 牛舎施設

牛舎様式，構造等の変遷を示す統計資料はほと

んど見当らないが，農業基本調査7(r.よれば，本

道の耐寒牛舎(ブロック， レンガ，コンクリート)

と非耐寒牛舎(木造)の割合は，昭和30年(1955)

11.2%， 88;8 %，昭和37年(1 96 2) 182 %， 

81B%，昭和40年(1 9 65) 25.5 % 74.5 %で，
火山灰ブロックを主体にした耐寒構造の牛舎が徐

々に増加していた。しかし，大半は木造牛舎で，

昭和30年代後半からはそれまでの転用牛舎では

頭数の増加に対応できなくなり，構造改善事業な

どの影響もあって，専用牛舎としての新改築が活

発になった。様式，構造は単列式または対尻式ス

トールパーンが多く，搾乳は手搾り，ボロ出しは

一輪車が主体であった。その頃から，共同による

大規模経営にはルースハウジングパーンが導入さ

れ始めた。当初はフリーパーンであったが昭和35
~ 8) 年(1960)末iとは全国で50か所を数え九 。本

道においては，昭和36年 (1961)1と千歳市駒里
回 9)

酪農生産農場，雄武町酪農機械化実験農お ，昭

十人 10)
和37年 (1962)に士幌町新団地区共同宙百

9) 
昭和38年(1963 )に北海道農試 ，昭和40年

出 9)ー( 1965) 1乙帯広畜産大寸寺にフリーパーンが

建てられた。しかし，フリーパーンは多量の敷料

を要し，牛体も汚染するなどの問題が多く，その

後はフリーストーノレバーンに移行した。前述した

雄武町のフリーバーンは昭和39年(1964 )に休

息舎を木造のフリーストーノレに改増したが，道内

ではもちろん，圏内でも最初のフリーストール方

式の採用であった。昭和4咋(1965)に新得畜

試が新設としては国内で最初の搾乳牛用フリース

トーjレノてーンを建設した11Jその後，道内各地の

大規模経営に採用されるようになったが，当初は

各施設が別棟に分離したタイフ。で，多雪地帯では

除雪など冬期の管理作業への支障が問題となり，

昭和40年代後半には各施設を 1棟に納めるワンル

ーフタイプに移行し，それに伴って糞尿処理もス

ラリー(固液混合処理)方式の採用が多くなっfこ。

本道は都府県よりフリーストール方式の導入は早

かったが，これまでに100例程度しか普及してい
9) UTI+ML"A'/.r (1"'7"'¥ ，......~1+1-k1 2) 日昭和54年(1979)の調査によると，

道内490戸の抽出農家のう1ちフリーストーノレバー

ンは4%1乙過ぎ‘なかった。

このように，本道の乳牛舎は現在i乙至るまでも

ストーノレバーンが主体であるが，パイプラインミ

ルカー，パーンクリーナーが定着し始めた昭平日50

年(1975)以後，ストールパーンは給飼の機械

化にも対応し易い対頭式を採用する事例が多くな

った。昭和37年(1962)から 5年聞に建設され

たストーノレバーンの12%が対頭式であったのに対

し，昭和47年(1972)からの5年間では31%に
12 ) 

増加している

3) 搾乳施設.機械

ミルカーは，本道において昭和30年(1955) 

の4台を起点に昭和37年(1962)まで2，959台
，-"13) 

が導入され九 。しかし，昭和26年 (1951)に
ム 11)は既i乙道立種畜場で使用を閲丸している 。一方，

国内においては昭和35年(1960 )後半から普及

し始め，翌年 (1961)には約4，000台，普及率
~ 14) は36%で所有者の96必が1台であった

表5IL.，昭和40年(1965)以後の本道におけ

るパケットミノレカー，パイプラインミルカー普及

状況を示した。パケットミノレカーの普及率は，個

人所有で昭和50年 (1975)の68必をピークに徐

々に低下して現在は48%であるが，昭和48年

円。



表5 搾乳機械及び搾乳施設の推移〈北海道〉

個 人 所 有 共 同 所 有

年 度 ノfケットミ Jレカー ノf イプライン パケミルッカトー ノfイフ。ライン

戸数 台数 普及率 bZ義戸数 基数 ユニ数ット 普及率よど溜戸数 台数 戸数 基数同yト
10，7戸27 11.84i口3 h 22 96 1.1 」EA3 

戸 基 iEA I % A口h P iEA 1 戸 基 4仁~、
1965 (昭40)

1970(1145) 20五9228.256 52 1.4 59 39 

1973(1148) 20.146 32，022 63 1fi 798 2.285 2 2.9 20 23 12 24 

1974(1149) 19，541 33.515 67 11 1.088 3，797 4 3.5 21 16 2 6 

1975(1150) 18，649 33，448 68 1B 1β22 2.161 7 

1976(1151) 16，931 30，792 67 1β 2.455 8.876 3β 22 22 2 6 

1977(1152) 14，996 27，637 63 1B 3.283 4ρ04 14 5 6 11 5 

1978("53) 13.541 25，443 59 1.9 4，348 4.711 19 3 2 17 8 

1979("54) 11，968 22，582 54 1.9 5:4 94 5，579 23，951 25 4.4 14 18 14 7 43 

1980("55) 

1981(1156) 10.159 18.978 50 1.9 7.217 7，314 31，738 36 4.4 4 3 4 2 11 

1982("57) 9β55 18.003 50 1.9 7.553 7.642 33.330 39 4.4 2 2 6 3 15 

1983("58) 9.043 17.107 49 19 7，763 7β78 34.535 42 4.5 7 5 4 2 12 

1984(1159) 6.621 16.146 4ーー8ー一一Lーーーー1ーー9ーー 7，976 18.050 136，068 45 4.5 5 3 
L....____L一一一一一一ー

注: 1. 北海道農業基本調査報告書7)κより作表

2. 普及率は全道酪農家戸数i乙対する戸数の割合

(1973 )頃より多頭化の進展に伴って導入され 示す統計資料は極めて少ないが，図5に示した十

たパイプラインミノレカーに移行したためであり，

ミルカー全体の普及率は現在93~ぢになる。

また，本道の酪農中心地帯で、ある十勝管内の普

及状況を表6I乙示した。パケットミルカーの普及

率がピークに達する昭和51年(1976)までは，

全道平均よりかなり高い普及率を示し，ノマイプラ

インミノレカーに転換する時期も早く，現在ではパ

イプラインミルカーが主体となっている。ミルキ

ンク、、パーラーも昭和46年 (1971)頃から導入さ

れ始め，更に昭和48年 (1973)頃からは回転式

ノマーラーもみられるようになったが，十勝はスト

ーノレバーンが主体であり，現在約60戸だけがミル

キングパーラーを採り入れている。パイプライン

ミルカーの普及と同時にバルククーラーの導入が

進み，搾乳衛生，乳質改善が徹底するようになっ

7こD

4) 給飼及び糞尿処理施設.機械

牛舎施設と同様に，乙れら施設，機械の推移を

勝管内の資料によれば，サイロが先行普及してか

ら他の施設が整備されたことがわかる。サイロは

本道において，昭和10年(1935)まで既に1，542
16) 

基の建設がみられ ，昭和32年(1957)には

26，550基となり塔型が58%， トレンチが41%で
17) 

あった 。昭和40年(1965)にサイロ普及率は

70%IC達してから顕著な上昇はみられないが， 1 

戸当り基数が増加し，昭和50年代には平均1.7基

となり 1戸2基の時代になった。これは頭数規模

の拡大i乙伴い，既設サイロのほかにスティーノレ，

FRPなど新素材のサイロが導入され始めた乙と

によるものである。また， ビ、ニーノレノてキュームサ

イロ，パックサイロが使用され始めたのも乙の頃

18) 
である

本道で最初に導入したスティールサイロは昭和

世 16)40年 (1965)の胃広畜産大学で=ある。。一方，

同年に農林省畜産試験場にハーベス hアサイロが
19L 

始めて導入 されて以来，気密サイロへの関心が

急速に高まり，本道においては昭和47年(1972 ) 

-14 -



表6 十勝支庁管内におりる搾乳機械及び搾乳施設の推移

酪戸農家数
ミ ノレカ ー ノf イプライン ミノレキング・パーラー ノ-( Jレク・クーラー

指持定乳1牛戸頭当数り年 度
戸数台数普及率伝説 戸数基数普及率据量 戸数基数普及率b互選 戸数基数普及率りl戸基説数

9.86戸6 96戸5 974ロf 9.8 ヨ6 1.8 口A 戸 基 % 基戸 基 A〆zノ， 基 戸 基 % 基 頭
1962 (昭37) 2.0 

1963("38) 9，326 1.486 1，506 15.9 1.0 2.4 

1964("39) 9.716 1，975 2β13 20.3 1.0 2.7 

1965("40} 9.188 2.807 2.883 30.6 1.0 3.0 

1966("4i) 8.974 3，138 3.280 35.1 l.l 3.4 

1967("42) 8.676 4.083 4.338 47.1 l.l 3.9 

1968("43) 9398 5ユ39 5.580 54.6 l.l 4.3 

1969("44) 9.172 5.547 6.319 605 1.1 

1970("45) 9.124 6，012 7.366 65.9 1.2 5A 

1971("46) 8.436 6.375 7.834 75.6 12 66 67 0.8 1.0 5 5 。ュ 1.0 99 99 12 1.0 6.3 

1972("47) 7.852 5β33 7.429 74.3 1.3 102 104 1.3 1.01 12 12 0.2 1.0 202 202 2.6 1.0 7.1 

1973("48) 7.490 5.336 7.044 71.2 1.3 130 130 1".7 1.0 1 14 14 0.2 1.0 264 264 3.5 1.0 7.3 

1974("49) 6.760 5.146 7，186 76.1 1.4 341 342 5.0 1.01 28 28 一0.4 1.0 837 838 12.4 1.0 8.3 

1975("50} 6，360 4.747 7，550 74.6 1.6 531 532 8.4 1.0.1 32 32 05 1.0 1.445 1.447 22.7 1.0 92 

1976("51) 5，805 4.627 -1 79.7 -1 710 711 12.2 1.01 40 40 0.7 1.0 2.346 2.349 40.4 1.0 10.3 

1977("52) 5.470 4.134 -1 75.6 957 957 17.5 1.01 40 41 0.7 1.0 2.954 3.006 54.0 1.0 11.4 

1978("53) 5.260 3.781 -1 71.9 -1 1.232 1，353 23.4 1.01 44 44 0.8 1.0 3.431 3.486 65.2 1.0 12.6 

1979("54) 5，150 3.086 -1 59.9 -1 1.587 1.583 30.8 1.01 50 50 1.0 1.0 3，584 3.659 69.8 1.0 13.7 

1980("55) 4.950 2.685 -1 54.2 -1 1.778 1.781 35.9 1.0 511 51 1.0 1.0 3，534 3.649 71.4 1.0 14.9 

1981("56) 4.700 2.365 -1 50.3 -1 1.823 1.826 38.8 1.01 47 47 1.0 1.0 3.393 3.457 72.2 1.0 16.3 

1982("57) 4.450 26.4 -11β98 1，901 42.7 1.01 50 50 1.1 1.0 3269 3，368 73.4 1.0 17.4 

1983("58) 4，150 1，930 1，933 46.5 1.01 61 61 15 1.0 3.154 3，310 76.0 l.l 19.0 

1984("59) 3，960 1.966 1，965 49.7 1.01 54 58 1.4 1.0 3，062 3.229 77.3 1.1 20.6 

注1. 酪農家戸数は畜産関係統計資料 1)より引用

2. 戸数，台数.基数は.十勝畜産統計15)より引用

3. 普及率は，管内酪農家戸数IZ:対する各所有農家戸数の割合

4. 推定 1戸当り搾乳頭数は，表 2の (1戸当り飼養頭数X全道平均搾乳牛率)により算出

には国産品を含めて全国の38%を占める43基19)，

昭和52年(1975)には全国の32%を占める 290

基20)が設置されている。 290基の内訳はスティ

ーノレ67Slづ.FRP22Slづ，コンクリート11%である口昭

和54年(1979)の調査による推定では，本道のサ

イロ設置数は約5万基で， 200 m3以上が52%を占
~21) 

め，気密サイロの割合は7.4%であっ九

昭和56年 (1981)以後の十勝管内におけるサ

イロの種類別設置状況を表7!r.示した。サイロ基

数は酪農家戸数の減少もあって年々減少している

が，気密サイロはスティー)l/~ F R Pを合せて 8

%程度でブ‘ロックが69~ぢと圧倒的に多い。

サイロの大型化，気密化が進むに伴い，その附

属機械としてアンローダが不可欠となり，前掲図

5 I乙示した統計では現在の普及率は40~ぢで引き続

き上昇を示している。

本道においては歴史的に塔型サイロが主流であ

り，パンカーサイロやトレンチサイロが少ない。

ストーノレバーン主体の牛舎様式，サイレージの凍

結及び2次発酵等との関連によるものと考えられ

るが，昭和54fF( 1979)の冬期に塔型サイロで

2次発酵が大量発生し，サイロ型式及び大型サイ

ロによるサイレージ調製に対する技術的問題が生

じた。更に周年9月から10月にかけて十勝，網走

管内でFRPサイロ 5基の倒壊が相次ぎ，酪農家

を始め関係者に大きな衝撃を与えた。道は直ちに

FRPサイロ検討委員会を設け，事故原因の究明

と安全対策等の調査検討を行い，直接の原因とし

てパネル接合部の強度不足を明らかにし，既存サ

イロの補強工事を含めた対策と指導を行った。

その後，乙の種の事故は発生していないが，問

題となっている過剰投資の面からも，パンカーサ

F
h
d
 



，，"、
，.可仁_....~や4二ー・__._ー・--...._- ;'・ー.._..、、/

--.，....〆

|堆目白暴|

。
〆

p 

CI 

。

〆)アンローダ'-1

-1， 
jf¥ 
，‘.. ..、
・'、

I ・ .，、 "・一-
P、"、、，'
，'、‘I
I • . ， 
，・y、、ーーー一一一ーーーーー『

/'一・- ¥堆』腸|
， 
J -

....~I 
、J

50 

10 ・一

1.7 

1.4 

1.3 

1.2 

20 

1.6 

1.5 

一
戸
当
り
基
数
(
基
) 1.1 

1.0 

70 

60 

並
目

40 

及

率
(
%
)

1985 
(60) 

1980 
(55) 

1975 
(50) 

1970 
(45) 

1965 
(40) 

1960 
(35) 

1955 
(昭30)

図5 寸勝支庁管内におけるサイロ及び糞尿処理施設の推移

注:1. 十勝畜産統計15)より作図

2，普及率は、管内酪農家戸数に対する所有農家戸数の割合
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表7 最近の十勝管内におけるサイロの種類別設置状況

サ イ ロ の 種 類
年 度 ~ 言十

ブロック モナリスク スァィーフ F R P スチール その他

1981 (昭56) 3.55長:6 8.5~ 903基(17.4%) 8長1.7~ 161基(3.0% 26兵5.1子 21兵4r 5.190基 (100)必
1982 (昭57) 3，4 5 0 (68.3) 777 (15.4) 95 ( 1.8) 177 ( 3.5) 273 ( 5.4) 276 ( 5.5) 5β48 (100) 
1983 (昭58) 3.416 (69.0) 798 (16.1) 101 ( 2.0) 154、(3.1) 257 ( 5.2) 222 ( 4.5) 4.948 (100) 

1984 (昭59) 3.366 (68.9) 736 (15.1) 110 ( 2.3) 151 ( 3.1) 257 ( 5.3) 265 ( 5.4) 4.885 (100) 

注:十勝畜産統計15)より作表

イロ， トレンチサイロ及びその他簡易サイロの見

直しが必要と思われる。

尿溜.堆肥場は前掲図 5，ζ示したとおりサイロ

より整備が遅れている。昭和40年代後半から統計

に現れたノてーンクリーナーはその後着実に増加し，

現在の普及率は55%で引き続き上昇している。前

掲図4，と示した昭和51年(1976)以後の糞尿処

理作業時間の減少は，パーンクリーナーの普及に

基因したものと考えられる。

多頭化が進展し糞尿処理量が増大するに伴い，

労働面からは処理作業の単純化，環境保全の面か

らは衛生的な処理利用方式の必要性が高まり，従

来から本道iと定着している固液分離万式に代って

糞尿を混合処理する，いわゆる「スラリ一方式」

の採用事例が増加するようになった。まず，昭和

40年(1965)頃から十勝地方に導入され，次い

で根釧地方に，更にその他の地方に広まった口昭

和48年(1973)までの事例数は95例で，その82

多いが，昭和46年 (1971)までは強制流下式が

先行している口十勝，根室，釧路の3支庁管内i乙

F 艮ってみれば，昭和48年(1973)の6事例から

昭和51年(1976)は139事例に増加し，その内

訳はストーノレバーンが86%，フリーストーノレバー

ンが14労，ストールパーンでは57%が自然流下式
23) 

であった

その他牛舎の附属設備の状況をみると，飼槽は

ストーノレバーンでは一般的にコンクリート固定飼

槽が利用され，その型は高飼槽から掃き込みが容

易な低飼槽i乙変り，更に近年は給飼の機械化に伴

い通路にも兼用できる平飼槽が多くなり，ますま

す省力性が高められる構造に変ってきた。しかし

給飼については現在でも自動給飼機を有するもの

が7.4%ある反面，手押し一輪車によるものが34

必もある24L自動給飼機は，近年コンプリートフ

ィードシステムや個体識別給飼システムなど，新

しい飼養方式が採用されるようになって導入され

タぢが根室，十勝，網走l乙集中し，更にその45必が 始めた。コンプリートフィードに対してはミキサ

別海町，紋別市iζ集中しているように局地的に広 一(混合飼科撹伴機) ，オートフィーダー(混合

22) ー
がった 。表81<:::不した処理方式別建設年次によ 飼料給飼機)及び両者を兼ねたミキサーフィーダ

ると，ストールパーンでは全体的に自然流下式が ーがある25}個体給飼に対してはマグネソト方式，

表8 スラリー処理施設の方式別建設年次〈ストール.パーン)

い々 1968(昭43)
1969(昭44) 1970 (昭45) 197 1 (昭46) 1972(昭47) 1973昭48) 'EコL 

以 前

強制流下式 3 2 8 1 0 4 5 3 2 

自然流下式 4 9 1 6 1 5 4 5 

直接落下式 1 1 2 3 8 

機械搬出式 1 l 

注:北海道酪農lとおける液状きゅう肥処理利用方式の実態と問題点22)より引用
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電子扉方式，トランスポンダ一方式，コンビュー

ター制御方式なと、がある261ミキサーフィーダー
は昭和56年 (1981)に十勝管内農家に最初に導

入され，昭和58年(1983) 9月現在同管内i乙79

台が導入されている27}また，最近ファームコン

ピューターの普及が目ざましく，十勝管内では昭

和59年 (1984)12月現在160台が使用されてい

る28~ 表 9 に道内農業者のコンピュータ一利用状
況を示したが，酪農家の利用が58.9%を占め，特

に十勝，宗谷i乙集中している。その利用目的は飼

ンチョンが主流であるo本道は都府県よりその普

及率が高いといわれてきたが，放牧型酪農i乙適し

たためと思われる。しかし，繋留中の牛の行動が

強く規制されるため，一部ではタイストールやコ

ンフオートストーノレも使用されていたが，近年通

年舎飼が多くなるに従いその使用が増加している。

また，ストーノレバーンにおける牛体の汚れ対策と

して，昭和37年 (1962)頃からカウトレーナー

が普及し始め，現在ではスタンチョン式ストール

パーンのはとんどに利用されている。フリースト

料計算が51.6%で圧倒的に多い。-)レバーンにおいてもカウトレーナと同じ目的で

ストーノレバーンの繋留装置は着脱が容易なスタ ヘッドノてーやブリスケボードが利用されている。

表9 酪農家のコンビュータ一利用状況 (1985年10月，北海道)

石空上後桧渡日
狩知川志山島高

計 (比率)胆
振
十網
勝走

宗
谷
留釧
萌路

根
室

農業者I2 22 5 3 
o.t: 

154 22 57 8 9 27 1314 (100)ρ 

うち酪農 I1 2 5 5 8 1 8 57 5 9 27 I 1 85 (58.9) 

注:農業関係分野lとおけるコンピュータ一利用実態調査結果29)より引用

4 施設及び管理技術の調査.研究

1 ) 牛舎施設

牛舎施設には多額の投資を要するため，試験研

究機関で改良・開発する乙とが極めて困難な分野

であるだけに，従来から現地施設の追跡調査が主

体となり，なかなか決め手が得られないま、現在

一 30-33)に至っている白しかし， フリーノイーノ ，フリー

ストノレパン34-37) ウ ムスー トP ノ ー:/ ，ワオームλ フットノ可ーン

38，39) 
に関する調査報告は，各々の機関で先行的

i乙建設した施設を対象としたものだけに貴重な指

針を与えると共に，それらの施設は広く展示的な

効果を果した。現地施設を対象にした調査では，

ストーノレバーン， フリーノてーン， フリーストーノレ

ム 己 40)
ノイーンの 3様式の実感と開通点のお摘 ， 新酪事

;;.:it，-41) 
業による牛舎施設の概要，諸克 などが報告さ

れた。

飼養規模が拡大し牛舎が大型化，鉄骨化するに

従い，換気設計の不備による結露などが問題とな

り舎内環境iこ対する関心が高まった。前述のウォ

ームスラットノてーンの建設は環境問題とストレー

トに取り組んだ試みであり，関係者の大きな関心

を集めた。寒地における畜舎環境のあり方4R)断

熱換気牛舎の舎内環境4心，牛舎内環境のアンケー

ト調査44)スラリーの蹴と舎内環境45)などが

報告され，改善すべき問題点が次第に明らかにな

り，現地においても実際的な環境改善事例46--51)

が示された。基礎的な研究としては畜舎内NH3

濃度52，53)も検討され，換気の重要性がより一層

認識されるようになった口

畜舎の換気システムは自然換気と強制換気i乙大

別されるが，冬期の寒冷環境下においても簡易開

放牛舎で牛乳生産効率を高め得る乙とが示唆され

54) 
，実用規模の実験牛舎において換気方式の牛乳

生産性に及ぼす影響が検討された結果，自然換気

1，牛舎は断熱強制換気牛舎より飼料を増給する必要

はあるカえ乳量は換気方式で影響を受けない乙と

が示唆された55iまた，牛舎棟部を一定間隔で連
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56) J...~' n 'T''I1'11 .~ ，.>， -> 57) 続開放する棟換気方式 かPT型ノ¥ウス に

採り入れられてから道内各地に採用され，その効

.~ 58，59) 
果も報告され九

牛舎施設に対する乙れらの調査・研究結果が寒

冷地の牛舎システムに体系づけられることが最も

望ましいが，そのためには今後更に調査・研究の

累積が必要であろう。

75) 
も調べられた 。更に，最近新たに導入されたツ

インバキューム方式はライナーのクリーピングア

76) 
ップ防止に効果があり ，真空配管，牛乳配管の

77， 78) 
内径，配管勾配も真空度の安定iと影響する

などが明らかにされた。乙れらの研究は，主とし

て農業工学サイドの検討であり，今後コンピュー

ターによる搾乳の自動制御化の方向に研究が展開

こうした中で，昭和43年(1968)に北海道家 すると考えられるが，乳牛の泌乳生理との関連が

畜管理研究会が道の委託により，専門委員会を構 重要であり，畜産学サイドとの共同研究の進展が

成して作成した酪農経営施設設計図・設計指針り 期待される。

及び十勝農協連が酪農施設基準設定委員会を構成 機械搾乳装置を実際に導入する場合，飼育方式

して作成した十勝地方の酪農施設設計の手引き

61-64) 
は，その後の牛舎建設に多くの指針を与え

fこo

2) 搾乳施設.機械及び搾乳

ミルカー導入の当初，その使用にあたって器材

~ 65) 
の滅菌洗浄は不可欠である乙とが実証され九

しかし，一般農家の使用実態は洗浄，消毒，取扱

66) ー
いで正しいものが少く ，乳房炎発生との関連も

~67) 
指摘され九 。また パイプラインミルカーの衛

生状態も調べられ，パケットミルカー農家に比べ

て， ライナー， クロー， ミルクパイプの汚れと共

i乙生乳も汚染している乙とが指摘され，自動洗浄

のみでは清潔を保つことは不十分であり，定期的

~ 68，69) 
分解洗浄の必要性が強調された 。しかし，

搾乳方式と乳房炎の関係について， ミノレキングパ

ーラーでの搾乳はパケットミルカーの搾乳より新

70) 
たな乳房炎感染が少いことも報告されている

ミルカーの作動機能については，昭和35年

( 1960)頃から 2PSより 3PSが推奨され，

樽動数も従来のP77より P871C::高めたノ¥イドロパ

71-73) 
ルスミルカーも検討された 。パイプライン

ミノレカーの普及に伴い機種も多様化し，その仕様

特性を明らかにするため市販12機種(ハイライン

ず=..J.-...~ J._ 74) 
方式)の適正基準値か不された 。近年，ハイラ

イン方式より乳中体細胞数が少いといわれるロー

ライン方式が普及し，特定機種の性能と利用実態

や搾乳頭数i乙応じた選択が必要である。乙の場合，

乳牛管理労働の大半を占める搾乳作業D能率向上が

優先条件になるロそのため，作動台数と搾乳作業，

搾乳時間の関係79)，現地における搾乳作業能率の実

態と問題点80.81)及び搾乳能率に及ぼす要因82)，

じ十 83，84) ミルキンクツマーラーの搾乳育也半 ，回転式パ

85) 
ーラーでの搾乳所要時間 などが検討された。

1日の搾乳回数は乳量i乙影響を与えるが， ミル

カーが普及し始めた頃は通常3回搾乳が多く，そ

の後飼育規模が大きくなるに従い2回搾乳に移行

した。 2回搾乳と 3回搾乳の景獲について泌乳段

階ごとに同一個体の左右乳区で体系的に調べられ

86-89) 
，搾乳回数は泌乳後期より初期において影

90) 
響の大きいことが明らかiこされた 。同時に搾乳

ョ...91-95) 
間隔，搾乳時刻の影響も検討された 。搾乳

96) 
は乳牛の泌乳リズム の面からも毎日定回数，

定間隔，定時刻iと行われることが望ましい杭搾

乳省力化の観点から週 1-----2回程度の搾乳休止の

可能性も検討され， 10--15kgの低乳量の場合は休

止による経済的損失がない乙とも報告されている
97-99) 

泌乳生理の面からは搾乳刺戟及び搾乳環境と泌

乳反応 100， lolj 乳房の乳汁貯溜構造102-104)~ ，
105) 

それが乳汁分泌i乙及す影響 等が検討されて

いる。また近年では乳量どとの標準搾乳時間設

106) 
定 ，機械探乳後の後搾り有無及び搾乳時間短
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107) 
縮の影響 など，搾乳作業改善のための指針が

示されている。これらは乳牛の搾乳性とも関連し，

これらの日内・日間変動108)，産次間変動 109)， 

乳期の影響110)の検討と共に搾乳性を表す指標が

検討された III-114Lこれらの搾乳性指標は既述

の標準搾乳時開設定106，115)に採り入れられて

いる。また，日常作業下の生群における搾乳性の

検討116)真空圧，博動数等の作動条件が異なる

場合の影響 117~J ど，実際の場に即じた研究も行
われた。

昭和47年(1972)から 5年間，農林水産技術

会議の特別研究として搾乳作業の省力化に関する

研究が実施され，本道からは北海道農試が加わり，

乳房清拭作業合理化として乳房洗停事Ij戟タ果とそ

の判定法及び.高圧水噴射式乳房洗浄刺戟機の試作

とその適合性試験カ巧子われ，研究成果として報告

118) 
さ才Lている 。

3) 給飼施設.機械及び給飼法

サイロに関する研究は帯広畜産大学，十勝農試

を中心に施設型サイロの側圧，排汁，沈下，断熱

rm 119) 
など工学サイドによる基礎的な研九 と共i乙，

畜産サイドではヒ、ニール水蓋による密封加重法121)
121， 122) ビニーノレバキュームサイロ など，ヒニー

ルを活用した研究が行われた。サイロとサイレー

ジ調製及び品質の関係については，塔型，スタッ

ク， ピ、ニールバキュームの比較123J 現地の大型

サイロによるコンクリートブロック，スチーノレ，

F R P，パンカーの比較 124)，が行われた。特

i乙後者はサイロ型式と発酵品質l乙差はないが，

どのようなサイロでも外気温が高い夏期i乙品質が

劣化して2次発酵を起す条件をもっている， と指

摘している。また，気密サイロの気相状態，サイ

レージ品質に及す詰込み，取出し条件の影響も検

~ 125) 
討され九

本道においてはどのようなサイロでも冬期のサ

126) 
イレージ漸吉の問題がある • 0 そのため，サイ

119) 
ロ構造の面からは断熱サイロ ， 飼養管理の面

からは凍結サイレージを給与した場合の影響127，128)

も検討された。

給飼装置，機械に関する面では，多頭化が進展

し始めた昭和40年代1<:，自動給飼が乳量，乳質及
129-131) 

び作業時聞に及す影響 が報告された。そ

の後乙の種の報告は途絶えるが，混合飼料給与が

採り入れられるようになった昭和50年代後半から，
包~1+17K" 132) 自走式給飼車の性色調査 ， とうもろ乙しサイ

133) 
レージの自動給飼機利用方式の実態調査 が行

われ，更に、電子制御式個体識別給与装置に対す

る乳牛の行動及び産乳に及す影響134，135)，最近でミ

はマイクロコンピューター制御による自動給飼装

136) 
置 などが検討させるようになった。

給水装置については，産乳効果はなかったが既

設のウォーターカップを活用した恒温給湯装置の

137) 
利用効果 ，省エネルギ一対策として今後の活

用が期待できる太陽熱給湯システムの搾乳施設へ

138) 
の利用 が検討されている。

給飼法については，近年コンプリードフィード

139-142) 
対する関心が高まり，全飼料配合給与法 ， 

とうもろ乙しサイレージを主体とした混合飼料給

143-145) 7' J.I--，.，.. ，1，-_j.--I-"7 tl=tÚ!'I.~El L'，.CT-rl.6. 146) 与法 ，子牛i乙対する飼料混合割合

どが検討されている。乙れらは高生産を得るに必

要な飼料を選り好みなく大量に摂取させるための

自由採食飼養が技術の前提になっているが，給飼

147-152) -'lAtl=tI3E1I7E 153) I，Atl=tn+.I3E1 154) 
回数 ，給飼間隔 ，給飼時間 ， 飼

料性状と採食速度155-157)など，乙れまでに積み

重ねられた多くの知見がその基礎にある乙とはし 1

うまでもない。特に，牛の摂食行動iζ関する一連

内 140，158-167)，-1- A~. ー
の研九 は，寸伎の乳牛高位生産技術

i乙対する効率的な給飼方式及び給飼施設を検討す

る上で有力な情報となる。

4) 糞尿処理

牛舎内における糞尿処理作業はパーンクリーナ

ーの導入により著るしく軽減されたが，乙れに関

nu 
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する研究は極めて少ない。しかし，近年になって

168) 
市販23機種の仕様，構造，強度が検定され ， 

選択導入上の参考となるデータが示された。その

169) 
ほか，スタンチョン繋留時の糞尿落下位置

ノてーンクリーナーと自然流下式の糞尿処理時間の

六 170) -1-U-:lIJI."*， F?.E!. /T".+R-e::r 171) 比恥 ，排准糞尿量の推定 なども糞尿取扱

い作業の軽減に役立つた。カウトレーナーの使用

1 72) -h n __，. _ _ k IT¥ iIîi-r~1 :f.-~ EB 173， 174) 効果 ，カウマットの敷料効果 ， は糞

尿による牛体汚染防止と敷料の節約を目的とした

ものでありp 特にs カウトレーナーの成果はその

普及に大きく貢献した。

スラリー式糞尿処理施設の導入に伴って，その

22 実態調査が昭和48年(1973)から実施され

175) 
，利用実態と問題点が明らかにされると共に，

自然流下式糞尿溝は，耐寒構造の牛舎で糞尿溝を

深くし，使用水量を少くすれば本道にも適用でき

る乙とが示された。また スラリーストアーの利

176) 
用実態と問題点も調査され ，凍結iζ対しては

1回の投入量が30cm以上で、あれば少く，スカムの

発生に対しては1日1時間の曝気撹持(昼間〉で

防止できることが示された。なお，近年はスラリ

ーの送り込みを底部から圧送する方式が採り入れ

られるようになり，その問題もほY解消されてい

る。

5) 育成

( 1) 育成慣行技術の実態調査

農林水産技術会議は，昭和37年度(1962)指

定研究課題として乳用子牛育成の慣行技術調査を

採り上げ，本道においても全国統一様式により十

勝，根室，釘11路を対象i乙新得畜試，道立農試根室

177-179) 
支場が調査を実施した。 。それまで全く

明らかでなかった実態と問題点が浮きぼりにされ，

その後の育成技術改善に大きな指針となった。特

i乙，改善を指摘された主な技術は，早期離乳の普

及定着，濃厚飼料及び良質粗飼料の早期給与，晴

乳器の使用指導と晴乳回数の改善，寒冷期飼養法

の改善等であったo i 

その10年後の育成技術の実態について@道内酪
180k 、'.=++/'-1'-=;;1+1"*181) 

農家の意識調査 匁ひ慣行技術調査 が北海

道農試によって行われ，早期離乳方式は基本技術

としては確立されているが，現地では10年前より

や、改善された程度で，普及の段階で末だ多くの

問題がある，と指摘した。

更にその 5年後，十勝農協連においても前2回

の実態調査後の技術の進歩と浸透状況を調査した

182) 
。その結果，全般的i乙15年前と大きな変化は

なく，代用乳を脱脂乳の代替物と誤認し，人工乳

の正しい利用カ羽〉く，衛生環境対策もなおざりで

大きな危倶を感じる，等が指摘された。そのほか

にも紋別市における育成牛の飼養実態が調査され

183) 
ている 。

(2) 晴育技術

代用乳(全乳)，人工乳を用いた早期離乳育成

法は，前述の育成慣行技術調査 177-179)を受

けて，昭和38年(1963)頃から国・公立試験研

究機関で全国的に開始された。本道ではそれ以前

iと北大，帯畜大で子牛の消化能力や反拐胃発達及

び栄養素の利用性など子牛の栄養に関する基礎的
百 ノー 184) 

な研究が長年にわたりh広く汀われ ，晴育飼
酔 185-187)

料についてもカーフミールによる晴育試仰験i

187 189) 
リプレサー，スターターによる育成試験

190 191) 
放牧による早期離乳試験 も行われており，

それらの知見・技術を基礎に早期離乳による晴育

192) 
技術の実用化が検討され， 7週令離乳法 ，晴
、193-196) l--T-I+Jiltl 1T\_~:--C.i!!!! ÆF1977 198) 育飼料の比転 ，代用乳の適正濃度

199) 
晴育方法と増体効果 ，全乳による早期離乳方

200) 
式 など多くの成果が報告された。その後暗

育飼料，離乳飼料の品質向上及び給与方法の改善

等により 6週令離乳が可能となり，更に 3""'4週
~ 184) 

令離乳も試みられるようになっ九

晴乳回数は一般的i乙1日2回が定着している均え
.201-203) 

1日1回晴乳 ，更には， 1日1回の低温

204) 
・定量晴乳及びl週1日晴乳休止 について
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も検討された。しかし， 1回晴乳は離乳日令を45

日令から35日令への短縮は若干支障がありそうで
201) 

ある 。

晴乳器具，晴乳方法の研究も古くから行われfこ。

ニッフ。ル式晴乳ノてケツは昭和27年(1952)頃か

ら使われているが，帯畜大ではその頃ストロ一式

晴乳器を開発し，更に昭和37年(1962)には試
205) 

験用の自動晴乳器も試作し ， いずれもバケツ

206) 
晴乳より飼料効率を高めたと報告している

一方，ニップル式，ストロ一式，バケツ式ガブ飲

みについて吸飲時間，下痢発生回数を比較した結

~ 207) 果，ガブ飲みでも支障ない乙とが報告さが九

また， 自動晴乳装置を用いた集団晴育時の子牛の

古 209) L'>..n11 -tEr=J:Irt;l?;-;:6; 210) 
行動と発円 ，全乳集団晴育 ， 乳母牛晴育
211) 
など晴乳を省力化するための検討も行われたD

昭和40年代後半から大規模集団晴育施設が道内

各地に出現すると共に，呼吸器や消化器疾患によ

る子牛の損粍が大きな問題となり，初生子牛の母

子免疫に対する関心が高まり，初乳による子牛の

免疫グロプリン受動機構に関する多くの研究が行

.. 212-220) 
われ九 日その結果，初乳給与は不可欠で

あり，出生後 l 回目を 2~4 時間以内i乙， 2回目

を8時間以内iζ各々 1kg程度給与しなければなら

ない乙とが明らかになった。出生直後の子牛の晴

221，222) 
乳行動観察 も初乳の摂取状況を知る上で

貴重な情報となった。

また，初乳を貯蔵し晴育飼料として有効に利用

するための研究も集中的に行われ223-229J 夏期

でも約2週間，他の時期で、も40日間は貯蔵可能で，

常乳より栄養価も高く経済的であり，子牛への障

害もなく，有効な晴乳飼料として使用できること

が確かめられた。

晴乳期の子牛をより健康的に育成する方法とし

子牛は冬期寒冷環境下においても屋外の新鮮な空

気のもとで個別に飼育されることにより，発育iと

も支障なく，呼吸器疾患等の疾病発生を大幅に軽

減し，育成率の向上に役立つ乙とが認められ，昭

249) 
和57年度(1982)に普及奨励技術となり ， 

農林水産技術会議における昭和58年度(1983) 
:: 230) ー

の実用化技術 にも採択されたロカーフハッチ

250) 
の現地における利用状況調査 によると，試験

研究とは別に農家の自主的導入もあり，早くは昭

和52年(1977)の導入も見られる。その後， ホ

クレン等による指導もあり，現地で急速に普及し

っ、あるが冬期の管理作業に難点も見られ，より

一層の普及定着にはなお改善の余地が残されてい

る。なお，カーフハッチ後の育成施設としてスー

ノマーハッチの検討も進められている 2500

(3) 離乳後の育成技術

子牛は生後日令が進むに従い，液状飼料の摂取

速度が早まると共に人工乳摂取量も増加し252)，

2日)
反弱行動も高まり ，更に離乳によって濃厚飼

料の採食速度が早くなり 2印刷料の採食活動

も活発になるO そのため，離乳後の粗飼料品質

194) *R ，ll3*~I/T..，.l:~cP:Tl. 7 1:'.ìlllÌlEî.;:)=rú<， 1 ~~，，^"'d. FR 195 ，粗飼料の構成及び濃厚飼料の補給効果
196， 255-257) 

など粗飼料主体をねらいとした育成

法が検討された。また，早期放牧育成法も検討さ

れ，子牛の消化生理面の基礎的研究258-260)と共

に 1 ~ 2か月令の早期離乳後からの放牧開ぽ61)
ム 262，263)60~70日令からの昼夜放牧 が可能となっ

た。乙の場合，濃厚飼料の補給，避難舎が必要で
263) 
あり あえて濃厚飼料無給与とする場合は集約

的輪換放牧が必要とされた264)。

昭和40年(1965)より，酪農経営の育成部門

の省力化，低コスト化を目的とした公共草地によ

る乳用牛預託集団育成事業が発足し，昭和60年

て， 1973年頃から米国やカナダで実用化されて ( 1985)には道内に382か所の公共育成牧場及

いるカーフハッチが昭和52年 (1977)，ζ本道に び‘大規模草地が設置されているD 昭利45年(1970)
へ230)
紹介 されたのを機に，その適用性の検討が各 から道内試験研究機関によって実態調査が行わ科

研究機関で集中的に実施された 231-248)その結果t 草地利用管理技術，育成牛飼養管理技術が体系的
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に整理され，大規模草地の利用管理技術指針が示

265) 
された 。その後，預託育成牛の発育状況も調

べられ，発育の遅れ，草地の維持管理，越冬飼料

の確保，育成コストの低減等，今後改善を要する

266) 
問題が示されている 。

その対応策の 1つとして，飼養条件が不利な冬

期に越冬飼料を節約して発育を多少抑制し，放牧

期i乙発育の遅れをとり戻すという，いわゆる「代

償性成長」を活用した経済的育成法が検討された

267-276Lこのように成長期の低栄養による発育

抑制が，その後の生産性にどのような影響がある

のか検討の余地は残っているが，既に，北海道農

試において双子20組を用いて育成期の成長を変え，

15か月令同時交配，体重300kg同時交配により受

胎させた場合の生産性を比較検討した結果，成長

を抑制した育成方式でも特に影響なく飼料費を節

約できる乙とを報告し 277-282)最近における乳

牛育成飼養述を再検討する必要がある，と提起し

ている 283)。

6) 繁 殖

これまでに，酪農の生産性向上i乙最も貢献した

技術要因の1つは，乳牛改良・増殖を支えた人工

授精と精液の凍結保存であろう。本道における人

工授精の本格的な普及は戦後であり(昭和25年の

普及率44%)，昭和40年(1965)に液体窒素に

よる凍結保存が旭川で実用化されてから全道的に

使用されるようになり，人工授精率を急速に向上

させた。昭和47年(1972)には凍結精液利用率
28心

は100%IC達している 。更に，近年は受精卵

移殖に発展しているが，本道では昭和53年(1978)

i乙農水省日高種畜牧場で、実用に着手して以来，急

速に実用化が進展している。

しかし，乙れら技術の基本として発情発見，分

娩管理等，日常の繁殖管理技術がその成否に大き

く関わっていることに変わりはなし'0そのため，

一砕 286) 
を始めとし，発情期の行動様式 ，ァー

287) 呈

ンティンゲ法 ， などが検刊され，また，分娩

管理では分娩時刻を予察するためオキシ卜シンの

288) 、一~\'Ii-h289， 290) 
応用 ，分娩日及ひその前後の体位主動

が検討された。更に，より的確な分娩予察法とし

てワイヤレス分娩報矢暗号も試作され，実用性が確

かめられた。2911最近では，分娩時刻を昼間i乙片

寄らせるため，牛群の分娩時刻とその変動要因

292，293) 
をもとに，給飼時刻と分娩時刻の関係が

調べられ，給飼時刻の操作によってそれがある程

294，295) 度可能になる乙とが示唆されている 。

7) 行動及び群管理

頭数樹莫が拡大するに伴い飼育管理の省力化は

着実に進展したが，近年，生産の高位化，効率化

i乙対する要求が一段と強まり，群管理方式i乙対す

る関心が高まってきた。北海道家畜管理研究会に

おいても昭和59年(1984) 12月，これに関する

研究会が開催され，群管理i乙対する認識がより新

たになった。

効果的な群管理技術を確立するためには，群と

しての社会構造と，それを形成する牛の群行動の

反応機序を把握した上で生産効率との関係を検討

296) 
する必要がある ，という。従来，乙の分野の

検討はかなり遅れてはいるが，乳牛の行動に関し

=~297) 
ては既i乙総説 され，牛全般についても舎飼時

298) +J..Ji.J-.. n+ /T'>/'=~ 299) 
の行動 ，放牧時のイ丁動 が解説されている。

また，放し飼し1施設におかれた乳牛の行動及び序

列300-3叫休息施設と横臥姿勢307-3叫搾乳

ムゼ311-313)
室内への侵入順位及び待機場内の動ι

314 316) 
搾乳室内の排世行動 ，牛舎移転時の行動

317) 
反応 ，フリーストールパーンにおける各施設の

35) --7 1 ，. .~ 'aa-l-mu' 36) 利用状況 ，ストーノレの選択d性 及びボス牛行

37) 、ι318，
動の影響 ，牛床構氾及び宅敷料の・汚れと行動，

319) "..d..<l:=1 --. ~O --. L -Io;;;~-=~ 320) ，給飼スペースと玩食行動 ，発情時の乗

駕高と最低許容天井高32th:ど，実際面での行動

適確な発情発見の方法として発情時の体温変動 285) 調査が数多く行われてきた。一方，昭和50年

-23-'--



( 1975)頃からは群行動，群管理i乙関する基礎

的な面の研究も始められ，運動場における群行動

の形成322.323)群飼ロット及び放牧における l頭

324-327) 
当り適正面積の検討 ，群の社会構造と群

飼密度328ーおり更には放牧管理技術の行動学的

検討331)などが既に報告されている。今後，乙の

分野の研究が生産性向上に結びつく施設や管理技

術に直接生かされる方向に展開する乙とを期待し

?こいロ

おわりに

本道の酪農技術水準が乙乙までに至った.のは，

直接的には酪農家及び関係指導機関の努力に負う

と乙ろが多いと思われるが，大学及び研究機関等

による技術情報の蓄積，提供も高く評価されよう。

しかし，その中には経営の場i乙生かされていない

知見や技術カ激多くある乙とも否定できない。特

i乙，管理技術は施設・機械と密接な関係があり，

文

従来，ともすれば追証的又は部分的な研究i乙留っ

ていた分野であるだけに，最近強調されている産

.学・官共同或いは畜・工共同による体系的な技

術開発研究の推進が望まれる。

今回取り上げた乳牛管理技術には，飼料調製，

飼養，衛生等の関連まで触れるに至らなかった。

また，当初ねらいとした現地の施設や技術の実態

と研究とのつなぎ方も不十分であり，各々の部門

の研究業績の検索にも多くの逸脱があるなど，関

係者には不満が残るまとめ方になったことをお詫

びする。

なお，施設・装備の現地における実態を示す統

計資料が之しく，部分的資料の引用i乙留まった。

今後乙れらの情報も農林統計，畜産統計等iと盛り

乙まれる必要性のある乙とが痛感させられた。乙

うした中で，今回貴重な資料を提供していただい

た十勝農協連畜産経営課，西部潤氏，道・農業改

良課，土屋馨氏i乙謝意を表する。
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北海道における家畜管理技術の発展

第 2章 肉牛の管理技術

清水良彦
(新得畜試)

はじめに 頭数も期待した程増加せず長い間 1"-'2万頭で低

肉牛の管理に関する試験研究が、近年少しづつ 迷していた。

増えてきたのは、本道の肉牛経営の発展と深い関 昭和40年代に入ると、昭和30年代から続いた全

係があると考えられる。そこで、本道におげる肉 国的な肉専用種頭数の激減による牛肉不足が動機

牛経営の動向をふり返ってみると次のとおりであ になって乳用種の肉利用が急速に普及じていった。

る。 これに対応して、昭和41年より肉用牛共同飼育施

本道における肉牛飼養が積極的に行われたのは、 設として乳用雄子牛の晴育育成施設が各地に建設

昭和25年から開拓農家や沿岸漁家の経済厚生とし されるに至った。一方、本道における肉専用種の

ての貸付牛制度による和牛の導入が始まりであっ 定着化をめざして昭和42年より家畜導入事業によ

た口しかし、副業的肉牛経営の域を脱せず、飼養 り主産県および外国から繁殖雌牛の導入が進めら

義 1 家畜導入事業による府県等別導入頭数 (42"-'59年度累計)

よそ島根 広島 岡山 鳥取 秋田 熊本 カガナリカダ・その他 計

導入頭数 2.831 2，536 1.173 903 853 800 2，460 1.895 13.451 

|構成比(労) 1 21.0 18.9 8.7 6.7 6.3 6.0 18.3 14.1 1 00.0 
ι 一一

資料:道農業開発公社調

表2 家畜導入事業による品種別貸付頭数 (42"-'59年度累計)

よごて 黒毛和種 日本短角種 褐毛和種 ヘレフォード アンガス 言十

貸付頭数 18.336 3，298 1，954 1，840 2.968 
L 

28.396 

l構成比(%) 64.5 11.6 6.9 6.5 10.5 100.0 

資料:道農業開発公社調

れてきた。

乙うして肉牛増殖の行政施策によって、本道に

おける肉牛頭数も着実に増加し、昭和60年 2月現

在における本道肉用牛の現状をみると次のとおり

である。総飼養頭数は昭和40年の 17.5倍の約24万

5千頭に達し、全国lと占める本道のシェアは約10

第と向上し、全国で2位の位置を占めている。乙

のうち、乳用種頭数は本道肉用牛頭数の約70%、

全国乳用種頭数の約18%を占めている。また、牛

枝肉生産量も漸次増加し、全国の約10必を占め飼

養頭数とほぼ同じシェアとなっている。飼養戸数

は5，340戸で近年は減少傾向であるが、戸当たり

円。円。



表3 肉用牛飼養頭数と全国シェアの推移
(単位:千頭)

よ〈 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0 6 5目標

全 飼養頭数 1.886 1.789 1，857 2，031 2.857 3，920 

国 |うち乳用種 476 623 941 1，466 

北海道
飼養頭数 14 35 126 190 245 505 

87 135 172 351 

手シの北道海
飼養頭数 0.7% 1.9% 6.8.$ぢ 9.4% 9.5% 12.9% 

|うち乳用種 18.3 21.6 18.3 23.9 

資料:農水省「畜産統計J (各年2月1日). 6 5目標は、国の基本方針、道の酪肉近代化計画

の飼養頭数は急速に増加し、 45.9買である。繁殖

雌牛頭数規模別戸数では10頭未満の階層が64%を

占め、戸当たり平均繁殖雌牛頭数は12.2頭と小規

表4 飼養頭数規模別戸数、頭数

模で大半が複合経営となっている。乳用種頭数規

模別戸数では、 50頭以上の階層が27.4%を占め、

戸当たり飼養頭数は 71.7頭と比較的大規模となっ

区 分 10頭未満 10"'-'49頭 50"'-'99頭 100頭以上 計

総頭数規模別戸数(戸) 2.4 6 0 1.960 410 510 5，340 

l構 成 比(労) 46.1 36.7 7.7 9.5 100.0 

総頭数規模別頭数(頭) 1 0.360 43.4 00 30，800 160.400 245.000 

|構 成 比(%) 4.2 1 7.7 12.6 65.5 100.0 

子取用雌特競技尉期l戸数(戸) 1，900 920 140 2，970 

l構 成 比(労) 64.0 31.0 5.0 100.0 

乳用種頭数規模別戸数(戸) 1，030 720 200 460 2.400 

成 比(%) 42.7 29.9 8.3 1 9.1 100.0 

資料:農水省「畜産統計J(6 0年 2月1日現在)

表5 飼養形態別肉用牛飼養戸数

区\分~戸\養\形\態主として高育成》経て主主円して主と旺主て 計
繁殖経営 円邑 肥経営一貫営

飼養戸数戸) 2.744 
¥¥ζ¥二¥ 446 377 3.567 

肉専用種

11構成胸 76.9 12.5 10.6 -100.0 

一三三 1，416 554 188 2，158 

乳用種 11構成上阪) 65.6 25.7 8.7 100.0 

資料:農務部「肉畜等に関する調査J(5 9年2月1日現在)

可
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ている。また、飼養形態別では、肉専用種では繁 の道内肥育仕向率は乳用種・専用種とも低く、府

殖経営で76.9%を占め、乳用種経営では65.65ぢが 県の肥育素牛供給基地となっているといえよう。

晴育育成経営を占めている。その結果、出生子牛し

表6 道内生産子牛の道内仕向けの推移

5 8 年 度 5 9 年 度

区分
頭子牛①生産数

生産子牛の仕向け
子頭牛①生産数

生産子牛の仕向け

道内②仕向道外仕向②/①><100 道内仕向道外仕向②ベDx 100 
② 

肉 雄
頭 頭

10，00頭0 
% 頭 頭 頭 % 

1 7，p.o.o 7，600 43 17，500 6.900 10，600 40 
専

繁殖向 繁殖向

用
雌 16，300 11，900 4，400・ 73 16，200 11，700 4，500 72 

種 計 33.900 19，500 14，400 58 33，700 18，600 15.1 00 55 

手L雄 175，000 77，400 97.600 44 176.200 77.400 98，800 44 

用 雌
肥育向

肥1育7向200 17.1 00 2.1 00 15.000 12 2.200 15，000 13 

種 5十 192.100 79，500 112，600 41 193.400 79，600 113，800 41 

合計 226，000 99，000 127，000 44 227.100 98，200 128，900 43 

1. 日甫 -:b:: 
同

肉専用種の暗育期では、子牛は通常生後6--7

か月齢まで母親と同居して晴乳しているためあま

り関心がもたれなかった。しかし、子牛の発育促

.，......l. FR 1 -3) ..J.._，' ---1..-~ ， ，，，.. '...J.._.' 進のため別飼いの効果 が大きい乙とから

とくに乳量が少ない品種では別飼いの必要性がい

われている。 別飼い施設については、簡易なもの

4) 
から本格的なものが紹介 されているが、一般

的には肉牛飼養規摸に応じた経済的で省力的なも

その後の発育に及ぼす影響は大きく、農家におけ

る経済的損失は大きい。下痢症発生は、病原微生

物要因と子牛の飼養環境要因とが複雑に関与しあ

って起乙るので、後の下痢症の予防法に当たって

は今後、両者の面から総合的に解決する必要があ

ろう。なお、子牛下痢症に対する治療法としては

電解質溶液の経口投与が有効で、そのために考案

された投薬器5)は、初乳を飲めない衰弱した新

生子牛の初乳給与にも有効である。

晴育期の管理として、個体標識(入墨・耳標・

のであればどんな施設でもよいであろう。ただし、 鼻紋)除角・去勢(無血去勢)等の管理部門があ

冬期の舎飼時における別飼し、施設は子牛の休息所 るが、必要な器具も改良されて使い易くなってい

を兼用させるのが効率的で、そのためには子牛に

適した環境をも配慮する必要がある。

肉牛繁殖経営における子牛の下痢症は依然、発病・

死亡率がかなり高したとえ死亡に至らなくても

るので、現場での適切な普及が必要である。

乳用種雄子牛の肉利用は、当初ホマイトヴィ-

6 -14) 
ルの生産がはじまりで、種々の試験 が行

われたが、代用乳・全乳等の飼料部門と発育・肉

Q
O
 円。



質iζ関するものがほとんどで管理部門の検討は少

なかった。

ホワイトヴ、ィール生産は産業として軌道にのら

なかったが、肉専用種による牛肉不足から乳用雄

子牛の若令肥育が急速に普及していった。当初各

地に建設された集団晴育施設は、省力的管理が主

体で家畜側の環境に対する配慮が少なく、子牛の

事故も多発した。しかし、乙れら子牛の事故は、

施設より代用乳の質に起因するものと考えられて

いた。その後、乳用種雄子牛の肉仕向率の向上lζ

伴い初生子牛価格が高騰するなかで、子牛の損耗

が晴育育成農家に与える経済的損失を益々大きく

した。こうした背景の下で、初生子牛の初乳摂取

15-21)古
の重要性 とともに晴円施設の環境改善が

大きな問題となった。

畜舎はいろいろな基準によって分類されるが、

畜舎内環境を基準とするとウォームパーンとコー

ルドパーンに分類される。乙れは、単lζ暖かし、か

寒いかの違いではなく、畜舎内空気の事胤手さを保

つための換気方法が異なるためと考えるべきであ

る。すなわち、ウォームパーンは換気扇による強

制換気であり、換気をしても適温を保つため十分

な断熱構造が必要である。一方、コールドパーン

の畜舎は開放型の自然換気で、一般には断熱は必

要としないといわれている。前述した集団晴育牛

舎は、ほとんどがウォームパーンであったが、断

熱が不十分なため、十分な換気が行えなかった例

が多かった。また、初生子牛も種々の酪農家から

導入され、すでに細菌感染された牛も同居する等

衛生対策も十分でない場合も多かった。新生子牛

の事故を減少するには、新鮮な空気・清浄な環境

および伝染性疾病の予防等が重要視され、それを

解決する手段としてコールドパーンのカーフハッ

チを利用した屋外隔離晴育法がクローズアップさ

れた。

もともと、カーフハッチによる晴育法は、酪農

サイドの後継雌牛育成法として、ミネソタ大学の

D.W・Bates 教授によって我が固に紹介され

たものである。本道においてもカーフハッチの利

22-29) 
用と新生子牛の生理・生態についての試験

が集中的に行われ、カーフハッチによる屋外飼育

が有効である乙とが確認された。乙うして乳牛試

験で得られた成果は乳用種雄子牛の集団晴育に

いち早く導入された。しかし、雄牛の集団晴育で

は早期離乳が徹底していて、カーフハッチにおけ

る収容期間が短かいため、カーフハッチの大きさ
、30)

は標準サイズより一回り小さいサイズ が一般

的である。次にカーフハッチから次の育成舎に子

牛を移すと単飼より群飼移行に伴うストレス・接

触感染等発病の機会が急増し、子牛の損耗が大き

い乙とが問題となった。乙の対策として晴育期と

育成期の緩衡期としてスーパーカーフハッチの効

31， 32) 用 が認められている。スーパーカーフハッ

チの普及もカーフハッチの普及とあわせて乳用種

雄子牛に急速に進みつつある。肉牛サイドでは、

乙乙でもまた収容頭数および収容期間が異なる乙

とから、スーパーカーフハッチの大きさは標準よ

り一回り小さくしているのが一般的である。なお、

乙れら施設の手引書は北海道木質材料需要拡大協

33) 
議会 から発刊されている。

乙のように、乳用種雄子牛の晴育ではカーフハ

ッチおよびスーパーカーフハッチの導入lとより、

晴育期の事故率の減少に大きな貢献をした。しか

し、いずれも多頭数晴育では、配置場所が移動を

含め相当広く必要なことや、寒冷地や多雪地帯で

は、晴乳や除雪lと多大な労力がかかる等今後解決

してし 1かなければならない問題が残されている。

また、雄子牛の晴育技術は乳牛雌牛で開発され

た技術(早期離乳・屋外個別晴育等)がそのまま、

あるいはそれをアレンジして利用される場合が多

い現状である。一方、雄子牛の集団晴育では、種

々の酪農家から初生子牛が導入され飼養方法も乳

牛雌牛とは異なる場面が多いので、今後肉牛用施

設としてのきめの細い検討も必要であろう。その

n
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，)+.34，35) 
他、乳用雄子牛のうば牛による暗育法 'や

発酵初乳による晴育法36-38)も検討され、技術

としては確立されたが、広く普及されるには至っ

ていない。

2. 育成・肥育

本道における本格的な育成肥育の歴史は浅く、

その施設も他県あるいは海外の知識を導入し、試

行錯誤を繰返していた傾向があった。当初、ウォ

ームパーンの育成牛舎が各地に建設されたが、良

い舎内環境を得ている例39，40) は、少なかった。

また、それらの中にはウォームパーンとゴールド

ノてーンの中間的な畜舎もあり、換気が不十分な場

合が多かった。

畜舎の建設に関して重要な乙ととして、舎内環

境(事故率の低下・出生効率の向上)、建設費

(維持管理費も含む)の低コストおよび管理労働

の効率化等がいわれている。一方、コールドパー

ンの晴育施設(カーフハッチ・カーフスーパーハ

ッチ)による成功は、家畜にとって新鮮な空気が

何よりも必要であることが再確認された。乙れに

対応して育成牛舎および肥育牛舎もウォームパー

ンは、建築費と維持費がかかる上にコールドパー

ンと比較してもさほど有利でないため、最近では

ウォームパーンの畜舎を建設するものは少なくな

っfこ。

十人30，41，42 ) コールドパーンとして種々の宙百

が紹介され、各地K建設されている。また、カラ

マツ間伐材を有効利用し、低コストでかつ環境を

考慮した自然換気の牛舎43)も普及しつつある。

乙れら畜舎における舎内環境の調査44-47)でも、

良好な成果が得られてきている。自然換気牛舎で

は、ほとんどが棟換気方式を採用しているが、現
48) 

場lとおげる問題点 も少なくない。とくに、棟

開放部および入気口の形状など地域の気象条件に

応じた対策が今後望まれるであろう。また、寒さ

に強いといわれている肉牛でも寒冷による影響は

無視できないので、今後低温環境下での産肉性に

及ぼす生理反応の基礎的研究が必要であろう。

牛床構造は、スラット床・平床およびカウンタ

ースロープ床など種々の構造があるが、その多く

は敷料の入手難を補う方法として考えられている。

スラット床は敷料を使用せずふん尿処理作業を省

力化するためであるが、長期間飼養したり、体重

が大きくなると祉蹄や関節炎症などの損傷が多い
39) 
といわれている。また、カウンタースロープ

床は牛によるセルフクリーニングによる敷料の節

約が大きなねらいであるが、駈蹄事故の報告39) 

もあるので、牛房の広さと牛群の大きさなど更に

検討する問題も残されている。

牛舎施設は、地域の気象条件、産肉性および経

済性等種々の要因の考慮カ泌、要で、今後広い分野

の専門家の密接な協力が必要である。

放牧を主体とした肥育方法として、冬期育成中

に屋外飼養の可能性を検討じた報告49-54)も多

く、地域の条件下ではその可能性も示唆されてい

る。

3. 繁殖牛の施設

繁殖牛舎としては、単房式・追込式・けい留式

および開放式などの牛舎があり、一般に少頭数規

模の肉牛経営では単房式やげい留式の牛舎が多い。

少頭数規模の牛舎は、どんな形式でもわずかな改

良と管理の応用で、肉牛の生産性に大きな影響は

及ぼさない。しかし、多頭数規模応なると省力管

理や経済性からみて開放式牛舎にならざるを得な t

いであろう。開放式牛舎による肉牛繁殖経営の試

55，56 ) 
験 では、越冬施設やふん尿処理などの管

理技術の総合化が検討されてし略。さらに、施設

とその利用、あるいは飼養方式と生理・生態との

止 56-58)
関係の報ロ もあり、肉牛に対する防風対

策の必要性がいわれている。

冬期無畜舎飼養の試験例56，59-61 )も多く、・

品種の耐寒性比較や屋外飼養の可能'性が検討され
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62-64 ) 
ている。また、放牧期間の延長 や野草地

65-71 ) 
放牧の試験 も多く、乙れらの技術の確立

は今後の低コスト肉牛生産にとって必須な技術と

なろう。

越冬施設での雪と風の制御に関しては、風洞実

験とあわせた検討56，72)も行われてきているが、

今後残された大きな問題である。いずれにしても、

越冬施設は地域の気象条件や立地条件と密接な関

わりがあり、それに応じたきめの細かい指標の作

成が必要となろう。そのためには、放牧延長の技

術・屋外無畜舎飼養技術および簡易牛舎による飼

養技術などの家畜の飼養と結び、ついた総合した管

理技術の体系が要求される。

肉牛の集団飼養にとっては、畜舎施設とあわせ

てコラルやシュー卜などの牛群取扱施設の設置も

ヨ 柑73
重要な問題である。乙れり施設についての研九

-75) ーへ76-78) 並
や，沼71 もあるが、その普及は十分

でなく集団飼養が即に組放管理となり、個体管理

がおろそかになっている例が多し、。牧柵の維持管

止79-84)
理も大きな問題で、牧柵lζ関する報ロ

あり、最近では電気牧柵85)についてもその効果

が調査されている。しかし牧柵は耐久性や維持管

理費などの経済性が問題となるので、地域の気象

条件をも考慮した継続した調査研究が必要とされ

る白

4. 飼料給与ほか

乾草の大量調製lとおりる労働力を軽減するため

に導入されたロール型のビッグベーラが果した役・

割は画期的であった。ビッグベーラlとよる乾草の

柑 86-92)
調製・貯蔵・給与施設などの一連の研九

56，90， も多く、 ビ、ッグベーノレサイレージの実用化

93， 94) 
も行われ、肉牛農家よりむしろ酪農家に

急速に普及していった。しかし、乾草のくん炭化、

強風地帯におけるビ¥ソク"ベールサイレージの調製、

貯蔵施設および給与方法など残されている問題も

多く、今後牧草の刈取りから家畜の給与まで施設

を含めた総合的な研究が必要である。

肉牛の放牧管理上にとって、外部寄生虫に起因

するピンクアイの治療対策に大きな管理労力を要

している。外部寄生虫の防除方法として一般的に

95， 96) 
はダストパックや薬剤の牛体散布 が検討

されている。近年より実用的な方法として駆虫剤

97， 98) 
を浸透した耳タッグの駆虫効果 が検討さ

れており、その実用化が期待される。

5. 行動

放牧形態、家畜の品種、草種および気象等の種々

条件下における肉用牛の放牧行動についての報告

56， 99 -105)は多く、採食や反拐の習性が明らか

とと106ー
になってきている。施肥と採食行動との報口

108) 
では、燐酸追肥による増体効果が大きいとさ

れている。野草地放牧における放牧行動について

止と69，85，109-111) の報口 も多く、混牧林利用lζ関

112， 113) 
する指針 もできた。しかし混牧林利用

における繁殖J性や子牛の発育等今後に残された問

題も多い。肉牛とめん羊の組合せ放牧における発

育および行動lζ関する報告114-117)は、放放地

の維持管理および肉牛経営の低収益性を補完する

上でも、今後必要となる技術であろう。

肉牛の繁殖経営において最も重要なことは受胎

，主ノー 118， 119) 
率の向上である。雌牛の発!日行動 や発

情発見の方法に関する報告120)もみられるが、

受胎率向止に関する調査研究は少ない現状である。

本道では、繁殖雌牛は夏期間放牧するのが一般的

で、交配方法もまき牛による自然交配が多い。そ

のため、人工授精の普及率が低く、改良のテンポ

を遅くしている。放牧期における人工受精の普及

にあたっては、牛の繁殖生理のほかに管理施設の

改善が必要となろう。また、まき牛交配による場

合でも、雄牛の能力、牛群構成、牧区の大きさ、

地形、採食草の植生、および放牧行動等の幅広い

調査研究が必要であるロいずれにしても、受精卵

移殖などの新しい技術を実用化するためにも、乙
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うした繁殖の分野に関する調査研究は、管理を含

めた総合的な技術として発展が期待される。

肉牛の施設と行動に関する研究は、近年多くな

っている。乳用雄子牛のカーフハッチにおげる気

象環境と子牛の行動についての研究 121一123) 

が行われ、カーフハッチによる晴育法の有利性を

実証している。肉専用種の晴乳子牛については、・

止 123) 
別飼いの施設と子牛の行動との調査報口 が

あり、別飼いによる発育の向上を明らかにしてい

124 ) 
る。肥育牛の採食行動 や肥育施設におげる

行動調査 125)の報告もあるが、乙の分野の研究

報告は少ない。今後、肥育施設における環境と肉

牛の行動については、環境の評価のみならず環境

を通じた肉牛の生産効率および適応性等の研究が

必要であろう。繁殖牛施設と肉牛の行動について

ι56， 126 -130) 
の調査報口 も多い。施設の利用と

ι56，129) 
冬期の気象条件との関係を調査した報口

では肉牛の行動は、外気温という単一の環境条件

ではなく、酷寒指数という気温と風速との相互作

用の影響を強く受けているので、何らかの防風対

策の必要性を認めている。

近年、肉牛の経営規模が拡大するにつれて、個

体管理から群管理の飼養方式に変ってきている。

一方、群管理が進むにつれて従来みられなかった

種々の問題も生じてきており、群行動に関する研

出 131-134)
も積極的に行われてきている。こ

のようにして現在は、従来行われていた単純な行

動研究から脱皮して、生産性や具体的な管理方式

と結び、ついた行動研究に一歩踏みだ、した段階とい

えよう。

文

まとめ

肉牛管理について、現在までの報告を整理して

みたが、乳用部門と共通しているものについては

乙こでは取り上げ、なかった。しかし、取り上げ、た

報告のなかには、乳牛を目的としているが誌験畜

として肉牛を用いているものもあり、乳牛管理と

重複する部門も多い。

本道における肉牛経営の歴史が浅いため、肉牛

管理に関する研究も当初は、特定の研究機関が限

られた対象(家畜、地域等)での報告が多い傾向

があった。最近は大型の肉牛経営が定着するに従

い、研究の範囲も広くなり現場に密着してきた。

しかし、畜舎施設の実験的な研究は、多額な経費

が必要なため難しく、既設牛舎の調査が主となら

ざるを得ない側面がある。本道は、広大で気象条

が大幅に異なるため、調査結果の上陸交検討が難か

しい場合も多いが、調査例数を増やして対応する

必要があろう。また、模型実験や風洞実験などと

連動した調査研究も必要となろうD

肉牛施設にとっては、生産活動にとって好適な

生活環境、省力的で機能的および低コストである

ことが要求される。特lと、低収益性とされている

肉牛経営にあっては、低コストは最優先であるが、

一方、低コストは生産効率や省力化と相反する矛

盾も多い。また、機能的施設であるためには、家

畜の機能を知る乙とも必要である。したかつて、

今後の肉牛施設の研究を進めるには、家畜の生理

や行動の研究は益々重要で、さらに畜産系と工学

系の専門家の密接な協力の下で地域に即した研究

が求められると考えられる。
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北海道における家畜管理技術の発展

第 3章北海道における乳牛飼養管理機械の普及

はじめに

家畜管理技術を大別すれば，労働生産性の向上

を追求する省力管理技術と，家畜自体の生産性を

高めるための環境の利用および制御の技術とに分

ける乙とができ，乙れら技術を向上させるために

多くの機器，設備が使用されているが，乙の機器

設備を総称して家畜管理機械という。 ζ乙では，

主として酪農の飼養管理機械について述べるが，

乙れは搾乳関係，給餌関係，糞尿処理関係が主た

るものである。乙れら機械が出現したのは非常に

新しく，北海道の統計上に示されてまだ20年ほど

にすぎない。

500 

時

間

300 

③ 

400 

①牛乳運搬

② 搾乳関係作業

③ その他管理業務

③ 糞尿処理関係作業

⑤給飼関係作業

200 

100 

⑤ 

35 40 45 

松田従三
(北大農学部)

酪農における作業別労働時間は，図11こ示すよ

うに，昭和35年から59年まで、の2咋聞に 1/3以

下に短縮され， 59年では 129.6時間/年・頭すな

わち21分/日・頭に減少している。飼養管理機

械の発達に伴って労働は軽減され時間は政bして

てきたが，乙れをどまで短縮できるか興味あると

乙ろである。労働時間が10分/日・頭に短縮でき

るならは 12時間労働であれば72頭まで飼養可能

となるが，多頭化l乙伴う機械化自動化によらなけ

れば，労働時間は短縮できないし，さらなる規模拡

大も機械化なしには考えられない。表 11<:昭和59

年の飼養頭数規模別の作業別労働時間を示してい

50 55 59 

年度

図1 酪農の作業別労働時間の変化
G窄乳牛通年換算 1頭当たり)
35--59畜産物生産費調査報告
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表1 昭和59年酪農の作業別労働時間(搾乳牛通年換算 1頭当たり〉

単位時間

合計時間 給餌関係 糞尿処理 搾乳関係 牛乳運搬 その他管理

全国平均 1 5 6.1 39.1 2 1. 2 7 4.4 2.2 19.2 

北海道平均 1 2 9.1 28.9 1 4.9 6 7.5 。 14.9 

4頭 1 97.3 5 6.2 24.8 9 0.2 一 24.8 

道 5-- 9 1 8 8.0 3 7.6 2 4.2 102.8 0.1 2 4.2 

10--14 173.6 3 6.2 24.2 89.0 2 4.2 

内15 --1 9 157.3 3 3.6 2 1. 2 82.2 0.2 2 1. 2 

20--29 1 3 7. 7 2 7.7 1 6.2 7 5.4 一 1 6.2 

30--49 125.4 2 8.8 1 4.1 6 4.1 1 4.1 

50-- 9 1. 3 2 2.2 9.3 4 7.1 9.3 

59年畜産物生費調査報告

る。乙れによれば明らかに，多頭化に伴って労働

時間は短縮化されており， 50頭以上の飼養では， 表2 昭和43年北海道における頭数規模別ミル

91.3時間/年・頭(15分/日・頭〉と昭和35年 力一，牛乳冷却機の普及台数

当時lζ比べて 1/5以下になっている。

機械化の功罪は，種々論議されると乙ろである

が9 以下機械別に普及状況，作動原理，種類，構

造など、について概説する。

搾乳および牛乳処理機械

北海道における統計資料では，昭和32年に全道

で57台のパケット型ミルカが使われ， 37年に 959

台に増えたとされている。ミノレカはその後着実に

増加を続け，表2，表 3r乙示すように，昭和43年

には19，000台， 50%の普及率，59年には飼養戸数

の減少で 15，500台と減少しているものの87<;ぢの

普及率と全国平均の63%を，大きく上まわってわ

る。乙れは北海道でも10頭未満の酪農家では手搾

りはみられるものの， 10頭以上ではほぼ 100%の

普及となっているためである。

しかしミノレカーとくにパイプライン形ミノレカー

の普及とともに増加したのが，乳牛の職業病とい

われる乳房炎である。乳房炎の発生原因は多岐に

亘り，それが相互に関与するので未解決の面も多

飼養戸数 ミノレカー 牛乳冷却機

1-4頭 12.520 1，890 170 

5-- 9 11，910 7，540 500 

1 0--14 5，370 5，070 560 

1 5--19 3.080 2.980 390 

20--29 1.550 1，540 170 

30--49 190 190 30 

50以上 。 。 。
計 34，62.0 1 9，2 10 1，800 

子畜のみ 4.240 80 。
-@iコ 言十 38，850 19，290 1.800 

全国合計 300，400 102.1 0 0， 31，2 00 

43年畜産統計

る。図2f乙乳牛の死廃事故中の乳房炎牛率とミノレ

カーの出荷台数との変化を経時的に示した。手搾

りが主流だった昭和30年代前半までは，手頃炎の

発生率は少なかったが，それ以後多頭化に伴うパ

イプライン形ミノレカーの普及にほぼ比例して乳房

炎は増加した。乙のためミルカーはより早く搾る

いが， 1つの要因としてミルカーがあげられてい と同時に，乳房に障害を与えないことを主眼に改
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表3 昭和59年北海道における頭数規模別ミル力一，バルククーラの普及台数 (59.2 ) 

飼養戸数 ミノレカー

1-- 4頭 970 230 

5-- 9 1.140 920 

1 0--1 4 1，260 1，230 

1 5--1 9 1.340 1，290 

20--29 3，600 3.570 

30--49 6，260 6，260 

5 0 以上 1.990 1，990 

計 16.500 15，500 

子畜のみ 1.240 41 

A Eヨ 言十 1 7.800 15.500 

全国合計 86.900 74.000 

良が進められてきた。 ミノレカーが乳房炎発生の要

因の 1っとすれば， ミノレカーの構造，機能そのも

のに由来するものとミルカーの使い方とが考えら

れる。パイプライン形ミノレカーの場合，搾乳中の

圧力変動が大きく，とれが乳房に悪い影響を与え

る結果として乳房炎になりやすい乙とが指摘され

ている。しかし， ミノレカーの改良とともに， ミル

カーの正しい使用法，保守管理技術についての指

導効果も現われ， ミノレカー使用に起因する乳房炎

の発生率は年々減少しつつあるといわれている。

パイプライン形

乳 パケット1:yqLJ 房炎率 15 ミルカ / ，r' -ー~ 

30 33 36 39 42 45 48 51 

年度

図2 乳牛の死廃事故中の乳房炎
とミルカーの出荷台数

ぷロ晶、

(2000) 、

Jレ

15000 ヵ

(1500) I 

tU 
10000 荷
(1000)台

数

5000 
( 500) 

( () :パイプライン台数) 参考文献7

パケット形 ノマイプライン形 ノわレククーラ

230 2 200 

910 10 870 

1，200 24 1.210 

1，180 180 1.260 

2.500 1.310 3.570 

1，9 10 5.360 6，250 

700 1.920 1.990 

8.620 8.810 15，300 

41 15 29 

8，660 8.830 15，4 00 

54，900 23，200 59，700 

59年畜産統計

表41と十勝における搾乳関係機械の普及率と原

料乳の落等率の推移を示した。十勝においては，

昭和341F頃から各地に散在していた集乳所の整理

統合をすすめ，クーラーステーションによる集乳

体系が，昭和41年頃に確立されたが，乙れに応じ

て落等率は急激に減少した。さらに乳質改善に関

する指導が徹底し始め，畜舎環境，飼養管理櫛町，

ミルカーや牛乳容器の洗浄，牛乳冷却などの技術

指導効果が現われ，落等率は益々-抜かしていった口

昭和46年頃からパイプラインミノレカー，パノレクク

ーラーの導入と集乳路線の整備， ミルクローりに

よる集乳体系化が急速にすすめられるに伴って，

49年頃からは，バルククーラ使用者には，落等乳

は皆無になったとされている。

乙のように搾乳関係機械の普及によって，乳質

は向上し，搾乳に関連する飼養時間も北海道の50

頭以上飼養農家では， 47.1時間/年・頭と減少

した。しかし乙の搾乳，牛乳処理に関する作業時

間は，いまだ総作業時間の50%以上を占めており，

今後さらなる研究開発が望まれると乙ろである。

ミルカーはすでに自動離脱装置も実用化され，

異常乳の検知装置をも内蔵したミルカーも実用化
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表4 十勝の搾乳関係機械の普及の推移

パケットミノレ ノマイフ。ライン ミノレキング ノ可 ノレ ク 原料乳の l

年度 酪農家戸数
カ普及率 普及率 落 等 半一』ノマーラー クーラー

3 4 9，194 5.7 9 

3 5 9，744 4.9 3 

3 6 9，659 4. 7 0 

3 7 9，205 10.5 4.0 3 

3 8 9，1 39 1 6.3 3.72 

3 9 9，084 2 1. 7 3.3 0 

4 0 8.839 3 1. 8 2.50 

4 1 8，661 36.2 1. 8 5 

4 2 8.763 4 6.6 1.40 

4 3 9，320 5 5.1 0.8 1 

4 4 9，17 2 6 0.5 0.65 

4 5 8，482 7 0.9 0.5 9 

4 6 7，797 81.8 0.9 o. 1 1.3 0.4 5 

4 7 7，034 82.9 1.5 0.2 2.9 0.3 9 

4 8 6，363 83.9 2.0 0.2 4.1 0.2 8 

4 9 6，105 84:3 5. 6 0.5 13.7 o. 1 7 

5 0 5.654 8，4.0 9.4 0.6 2 5.6 0.0 7 

5 1 5，377 86.1 13.2 0.7 43.6 0.02 

5 2 5，1 3 1 8 0.5 1 8.7 0.8 57.6 0.006 

5 3 5，057 74.7 24.4 0.9 6 7.8 

5 4 4，72 3 6 5.4 33.6 1.0 7 7.5 一

5 5 4，514 59.5 3 9.4 1.1 80.8 一

5 6 4，135 5 5.9 43.0 1.1 8 1. 6 

5 7 4.022 29.2 69.6 1.2 8 3. 7 一

参考文献6

されようとしている。今後ミルカーはますます自 るであろう口

動化をめざし最終目標は無人搾乳機の開発とな

ろう。乙の面で残された問題は，乳頭へのライナ

ーの装着である。現在，乳牛の管理の内で管理者 原

ル力一

理

が介在しなければならない作業は，乳牛の健康管 搾乳機の主要部は，図3に示すように，真空ポ

理と搾乳のみである。乙の最も難しい乳頭へのラ ンプ， ミノレカユニット，パイプ類から成り， ミル

イナーの装着が実用された時には，管理者は牛を カユニットは，ティートカップ， ミルククロー，

見まわるだけが飼養管理の大部分という乙とにな 二連チューブ， ミルクチューブ，ノカレセータ，搾
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図3 搾乳機の原理図
参考文献 11

乳缶からできている。

図3において，ティートカップのライナーとシ

エノレの聞の空間(拍動室〉には， ミルククローを

へてパノレセータからの真空圧と大気圧とが交互に

導入される。図中①の場合は，真空圧が導入され

ライナーが外側に膨らみ，ライナー内の負圧によ

って乳頭から乳汁が流出し級引期または搾乳期1)，

②の場合は，拍動室は大気圧となってライナーは

乳頭を包み乙むようにして圧迫し，乳汁はほとん

ど流れない(休止期またはマッサージ期という〕。

この場合乳汁の流れは，つぶれたライナーによっ

て妨げられて止まり，乳頭には乙の時も真空圧は

かかっている。搾乳は乙の吸引と休止の繰り返し

動作によって行われる口

図4t乙，拍動室の真空圧波形を示しているO 拍

動室の真空度が高くなり， ライナーが聞くと搾乳

が始まり，真空度が低くなりライナーが閉じて休

止期に入ることを示している。乙叫窄乳(tm)と

休止(t r )との比を脈動比といい， 50: 50， 

60:40，75:25などがある。搾乳と休止を合

わせた(T )のが:， 1サイクルの時間であり，

分間のサイクル回数を脈動数という。脈動比，脈

動数，真空度の3つは， ミjレカーの搾乳性能にお

よぼす影響が大きく， ミノレカーの搾乳性を表現す

る重要な値である。

図4 参考文献11

ノマイプラインミルカーの搾乳真空圧仕様を表5

l乙示す。アメリカでは，クラスタの4つのティー

トカップは，吸引・休止をほとんど同時に制御(

同時脈動)しているが，ヨーロッパで多く採用さ

れているのは，ライナー2つが1組になって脈動

する交互脈動である。

2 ミル力ーの種類

ミルカーは種類も多く分類法も多いが.一般的

には表6のように分類される。

1 )バケット形ミル力一

北海道ではすでにパイプラインミルカーが多く

なっているが，都府県ではもっとも一般的に用い

られているもので，パケットまたはペイルと呼ぶ

搾乳缶に集乳するミルカーであって， ミルククロ

ーをもっクロー型(フロアー型〕と，クローがな

くて搾乳した牛乳が直接パケットに入るサスペン

ド型とがある。パケット形ミルカーは真空ポンプ

と真空パイプとから成る真空発生装置と，ティー

トカップ，ノてケット，ノマノレセータなどからなるミ

ノレカーユニットの2つの部分で、構成されている。

クロー型は，パケットを床の上におくもので，ティ

ートカップ。を乳頭に装着しやすい特徴がある。しかし

搾乳が終りに近づくとティートカップが手頃基部

にはいあがっていき，乳頭のつけ根をしめつけて

乳汁の通路を遮断してしまうクリーピングアップ

現象がおきやすい。乙のためティートカップユニ

ットは， 3 kg程度の重量を有しているが，乙れだ

けではクリーピングアッフ。は防げないので，搾乳

終了まぎわにティートカップを下に引き下げ?なが

k
u
 



表5 名銘柄の搾乳真空仕様〔ただレマイプラインミノレカハイライン方式)

心ぞと
調圧器設定真空圧 脈動回数 脈 動 比

搾乳方式
mmHg 回/分 (吸:マ)

アノレファラノてブレ 380 左右交互 (気圧式) 60 2.5: 1 

ダ 1) クーノレ 361(140凹 Hg) 前後交互 (電磁式) 50 50: 50 

フノレウ ツ ド 380 1挙動 /1 50 66: 34 

ガスコイ ン 380 // /1 55 2: 1 

ホ ン 夕、 380 前後交互 /1 前50:50 後60: 40 

メ ロ ツ ト ( 3 3 0--42 0 ) 1挙動 (気圧式)50--60 55: 45 

サ 一 ジ // /1 (電磁式)55--66 55: 45 

オ オ ン 380 前後交互 (気圧式)48::t 3 前53:47 後60:40 

S. A. C 380 左右交互 /1 ) 50--55 50: 50 

シンプレックス 381 1挙動 /ノ 60 3 : 

ステ ライ ト 380 前後交互 (電磁式) 50 55: 45 

ウエストフアリア 380 左右交互 (気圧式) 60 60: 40 

ス ト フ ンコ 360 前後交互 (気圧式)47.5--52.5 50: 50まfこは60:40 

ユニバーサル 1挙動 (電磁式) 60 60: 40 

参考文献 12 

表6 ミルカーの種類

搾乳の場所 乳を集める方法 搾乳部と乳房との関係
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乳
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搾

(

らマッサージする機械による後しぼり， しぼりき

り(マシーンストリッピング〉を行う必要があるロ

サスペンド型は.牛の背中にかけた腹帯に肩平

底の缶を懸吊じて搾乳するもので， ミルククロー

がなく，ライナーを通った牛乳は直接缶に入る。

乙の形は搾乳缶の重さと中にたまった牛乳の重さ

参考文献 10

で，ティートカップを下に引っぱるのでクリーピ

ングアップを生ずるおそれがない。またパノレセー

タの脈動作用による搾乳缶の揺動運動がいわゆる

タッグアンドフ。ルを行い，乳汁流下をなめらかに

するため，ほとんど後しぼりする必要がないとド

われる。サスペンド型は，搾乳の逆流が少なく，

円
〆
“KU
 



である。これにはカウシエイド方式(牛舎方式)

とミルキンクーパーラ方式(搾乳室方式〕とがある。

パイプライン方式は，搾乳部，送乳部，貯乳部

に分けられる。搾乳部はクロー形のティートカッ

プまたはブリーカカッフ。の搾乳ユニットが用いら

れ，搾乳缶はなく， ミルクチューブをミルクパイ

プのミルクタップに直結するととによって集乳す

る。ブリーカカップは，サスペンド型ミルカーの

特殊型とみることができ，クローの内容積を大き

くしたもので，クローとパケットの機能をかね備

えている。乙れはサスペンド式にして用いたり，

参考文献11 スプリンクーマット式にしてとりつけて使用する。

ミルクチューブ，クローなどがないので牛乳の汚

染が少ないといわれる。しかしサスペンド型は，

作業の繁雑さから好まれず使用例は少ない。

ティートカッ7
0

図5 バケット形ミル力

2 ) パイプライン方式ミル力一

パイプライン方式は，搾乳した牛乳を、ノレクパ

イフ。で直接集乳缶またはパノレククーラに送る方式

一般にはクロー型が多く使われている。

送乳部は，真空調圧器をもった直径32--38皿の

ミノレクパイプと真空パイプ，送られてきた牛乳を

真空と分離するレリーザが主要部分である。

⑬ 

①真空発生装置、②消音器、③ミルクパイプ、④真空パイプ、⑤真空計、
@切換えコッ夕、⑦三方コック、⑥レリーザ、@サニタリトラップ、
⑩真空調整器、@バキュームコントローラ、⑫ミルクタップ、
⑬ティートカップユニット、⑭バルククーラ、⑮ティートカップウオッシャ、
⑮ブリードホールオートシール

図6 パイプラインミル力の構造 参考文献11
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パイプライン方式は，搾乳から貯留まで牛乳を

外気に触れさせないで処理するため，品質を保持

する乙とができるが，逆に牛乳に直接接触する部

分が多いので，洗浄殺菌はより重要である。

3 構 造

1 ) ティートカップ ティートカップは，

シェル(外筒〉とライナー(内筒〉とからなり，

シエノレには側管があり， ライナー外側の拍動室と

ミノレククローを介してパルセータに通じている。

ライナーの形状はメーカーにより異るが，大き

さは乳頭に応じたものを選ぶ必要がある。

2 ) ミルクク口ー ミルククローは， 4本

のティートカップから牛乳を集め， ミルクチュー

ブを経てパケットまたはミルクパイプに流し込む

中継ぎをすると共に，パルセータからの通気を乙

表7 パルセータの種類

こでさらに分岐してティートカップに伝える中継

点でもある。ミノレククローは，クロ一本体とクロ

ーノカレブ、とから成っており，クロ一本体にはライ

ナーニッフ。jレ(4本).脈動ニップル(4本)， 

二連ニップノレ(2本)， ミルクニップル(1本〉

がついている。

クローの容量は90--600mtで、あってメーカーに

よって差がある。

3 ) パルセータ パノレセータは搾乳機の心

臓部ともいうべき部分で，ティートカップの脈動

をお乙す装置であるD 表71ζ示すように作動動力源

により空気圧式と電気式に分けられる。空気圧式

には，真空圧と大気圧を交互に切り換えるバルブ

の形式によって多くの種類がある。一般に空気圧

式の方が多く用いられているが，電気式では電磁

パルフー式の使用例が多い。
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4 ) バケット搾られた牛乳はティートカ

ップからクローに集まり， ミルクチューブを通っ

て乙乙に入る。耐酸性金属で、つくられ，容量は約

22.e入りであるが，普通は2頭搾乳位で移しかえ

られるD

5 ) パイプ類 ミルクパイプと真空パイプ

は，高い位置(ハイライン:プラットホーム上約

18缶m)でも低い位置(ローライン)でも設置で

きる。ローラインは，真空度を27--3X1nHgとハ

参考文献 7

イラインの33--38C711.HgI乙比べて低くできる D

真空パイプラインは，末端をなくすループ管の

方が，圧力変動を少なくできる。

6 ) 真空発生装置 主な構成要素は，真空

ポンプ，モータ，真空圧調整器およびトラップで

ある。ミルカーに用いられる真空ポンプは，ほと

んどロータリ式のベーンポンプで湿式(給油式〉

が多いが一部排気量の小さいものには乾式(無給

油式)がある。搾乳用のポンプでは，到達真空度

λ
斗
a
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表8 ミルクベイプと真空パイプ仕様

ミルクノfイプ 2 ユニット/スロープ 38m田

直 径 4 5 1 

6 64 

9 7 6 

ミノレクノfイプ ステンレス 1/120 

勾 配 ガラス 1/ 80 

真空パイプ 2-4 ユニット 32-5 1 

直 径 5-7 38-64 

8-12 5 1-76 

参考文献 3 

が高い乙とよりも設定真空度(30--38cηlHg) に

おいて排気量の多いことが要求される。真空ポン

フ。の排気能力は，搾乳中にパルセータ，ティート

カップその他から入る空気を排除し，配管ロスさ

らに余裕量をみたものでなければ圧力変動が大き

くなる。乙の能力は同時使用搾乳ユニット数によ

って決められる杭我国のパイプライン方式では

1ユニットあたり 120--200 f./ minが多い。パ

表9 乳量計の種類

ケットタイプのミルカーではこれより小さくなっ

ているのが多い。

7 ) 搾乳ユニット自動離脱装置 乙れは搾

乳が終了したら，自動的にティートカッフ。をはず

し，搾乳ユニットを引きあげるものである。機種

によって異るが多くは乳量を感知し一定量(200

ms/miJi{.呈度〉以下になってある時間経過すると，

搾乳のため真空を遮断しユニットを引きあげるも

のである。また単に真空だけ遮断して搾乳を止め

るものもある。

8 ) 乳量計今後の酪農経営においては，

個体の能力を高めて生産性の向上とコストの低減，

飼料の合理的給与など科学的な飼養管理於必要と

なる白乙のためには体重とともに，搾乳量の把握

が必須の条件となる。パケットタイプミルカーで

は問題ないが，パイプライン特にカウシエイド型

の場合には，表91乙分類したような乳量計が使わ

れるようになってきている。
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E ミルキングパーラ

搾乳を能率的かっ衛生的に行うために，専用の

搾乳室を設け，牛をそ乙へ移動させて搾乳する方

法があり，乙の専用搾乳室の乙とをミノレキングパ

ーラと呼ぶ。これはフリーパーンやフリーストー

ルパーンなどの群飼方式には欠く乙とができない。

昭和46年から始まった第二次構造改善事業が契

機となって，それまで公共牧場でしか見られなか

った欧米の大型な最新技術，施設，機械が一般酪

農家にも導入されはじめ，表4，乙示したように十

勝においても昭和43'年にミルキングパーラ 0.1% 

の普及を記録している。

表10に昭和59年2月現在のミルキングパーラと

ノレーズ、パーンの普及状況を示している。表から明

らかなように， ミルキングパーラ普及率は北海道

が大きく，多頭化するに従いその占める割合も大

きい。また表からノレーズパーン以外の牛舎でも，

ミルキンク。パーラ方式をとっている場合が相当数

ある乙ともわかる。

表10 昭和59年における頭数規模別のルーズ

パーン・ミルキングパーラの普及数

Jレーズノイーン ミjレキングノfーラー

全 国 北海道 全 国 北海道

1 ~ 4 43 1'4 

5~ 9 '72 1 20 

1 0 -1 4 84 1 20 38 

1 5 -1 9 1 20 1 10 25 

20-29 220 52 3 50 1 1 0 

30-49 260 1 30 390 250 

5 0 以上 220 1 50 300 2 1 0 

~ 1，020 330 1，400 630 

59年畜産統計

1分類

作業者がいる床面と牛の入るストール面の関係

から高床式と平床式とに分けられ，前者は作業者

の床面がストール面より低く，立ったまま作業が

できるので搾乳が非常に楽になる。我国では大部

分が高床式を採用している。

ストールの配列によって，縦列式(タンデム〉

並列式(アブレスト)，ヘリングボーン式とに分

けられる。またストールの出入りの方法lとより，

側通路式(サイドオープン)，通り抜け式(ウオ

ークスノレー)，後退式(パックアウト) に分けら

れ，ストール列の数や形状から，単列式，複列式

ポリゴン式， トリゴン式， ロータリ式に分けられ

る。

2 各種ミルキングパーラの特徴

1 ) アブレスト型 スタンチョン式牛舎の

パイプラインミルカ一方式を独立させたものとみ

る乙とができるD 乙れは平床式であり，構造が簡

単で設備費も安い杭作業能率が低く小規模むき

といえるD 牛の出入り方向によりウオークスルー

式，パックアウト式がある。

ミjレキングノマーラ

牛入口

図7 アブレスト型 参考文献11

2 ) タンデム型牛を縦に並べて搾乳する

ノマーラーで複列が多く，サイドオープンとウオー

クスルー型がある。前者は 1頭ごとに横へ出入口

を設けてある形式で，搾乳の終った牛から順次新

しい牛と交代できる。一方後者は，ストール自体

が牛の通路となり，ストール数の牛が一斉に入り

搾乳が終ると一斉に出るという方式であるから，

牛の出入はスムーズであるが，牛を片側ずつのグ

ループとして扱うので，泌乳差のないように牛群

をそろえるのが能率向上の条件である。乙の形は

牛体全体を見渡せるため牛の個体管理はよくでき

るが，へリングボーン型に比べて乳房間隔が大き

くなる。
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lt二圃
入一一-u _ 

II二圃
入ー一一ー
口

図8 タンデム型(ウォークスルー)
参考文献11

3 ) ヘリングボーン型ノマーラー内での牛

の配列が，鯨の骨の形に似ているととから乙の名

前がある。乙れは最も普及しているパーラーで，

4頭複列から10頭複列まである。牛の行動は片側

ずつの群として扱われる。乳房間隔カ:咲くパーラ

ーは短くなるため，作業者はティートカップ脱落

などの問題に対処しやすい。牛群の斉一化が能率

向上の前提条件となる。

ち三!J詮ロ治
II二山口

函9 へリングボーン型
参考文献11

4 ) ポリゴン式 乙の形式は 1970弔ζミ

シガン州立大学で開発されたもので，へリングボ

ーン式やサイドオープン式のいくつかの長所をあ

わせもっている。乳房間隔が短いため，機械化し

図10 ポリゴン型
参考文献3

やすく作業者は問題に対処しやすい。 4面のク守ル

ープに分けられるので，搾乳時間が長くかかる牛

に行動をさまたげられる牛は少なくなるo 1面あ

たりの頭数は， 4， 5， 6， 8， 10頭である。

5 ) トリゴン式 乙れは 1977年に開発さ

れたもので， 3面のポリゴンである。乙のパーラ

ーの利点、は，面積が少なくてすむ乙と，牛の流れ

がスムーズなこと，搾乳時間の長い牛がいても問

題にならない乙と，中央ピットからすべての牛を

十分観察できることだといわれる。乙のパーラー

には， 12， 1 6， 18， 22， 24ストールのものが

ある。

¥ 
4ごミ心-

図 11 トリゴン型
参考文献3

6 ) 口ータリ式 乙れは，パーラー内での

作業者の移動距離を極端に減らすために，搾乳者

の都合のよい位置に牛をターンテーブルで移動さ

せる方式である。牛の配列によって，ロータリタ

図 12 口ータリパーラ
参考文献11
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ンデム型.ロータリへリングボーン型，ロータリ

ターンスタイノレ(アブレスト)型がある。 6--12 

分/回転のターンテーフツレが 1回転する聞に搾乳

が終るという非常に高能率なものであるが，特l乙

泌乳差のない牛をそろえる乙とが必要であり，施

設費も高いので 100頭以上の大規模で搾乳人員の

少ない場合に採用される形といえる。

E 牛乳冷却機

搾乳した牛乳は，なるべく早く 100C以下の低温

に冷却し，細菌類の増殖を防ぐよう完全に低温に

保っておく必要がある。昭和30年代までは，牛乳

の冷却には井戸，湧水，水道水などを利用して，

牛乳缶を乙れに浸漬，貯蔵していたが，夏の高温

時には100C以下に保持する乙とは困難であった。

その後コンクリート水槽の水を， ドロップインク

ーラ(ユニットクーラ)などで冷却し，乙れに牛

乳缶を浸漬する方式が採用された。しかし乙の場

合も，間接的な冷却のため， 100C以下の乳温に下

げるのに 2......3時間を要し，また 5
0

C以下に保持

する乙とは困難であった。

表21乙示す昭和43年2月当時の冷却機は乙の種

のものである。表41ζ示すようにバルククーラは

昭和46年頃から普及しはじめている。昭和46年夏

IC，道立中央農業試験場と北犬農学部が，バルク

クーラの国営検査関係機関となりパノレククーラの

性能試験が実施され筆者も参加した憶えがある。

バルククーラは，従来の輸送缶方式と異なり，

大量の牛乳を搾乳直後K急速冷却し保冷貯蔵する

ので，品質を保持できる。 1頭でも落等乳がある

とパノレククーラ闘の全牛乳を汚染する乙とになり，

特にパイプラインミルカ使用者は，その問題を深

刻に受けとめた。搾乳衛生の徹底など酪農家への

指導が効を奏して落等乳の発生は近年ほとんどな

くなっている。パノレククーラは，三相電源を使用

する乙と，集乳lζ ミノレクローリを使用する関係で，

市町村ぐるみで組織的な導入をしなければ集乳合

理化，乳質改善の効果がでない。現在では，酪農

家，市町村の努力が稔り， 10頭以上の飼養農家で

はほぼ 100労の普及をみている。

1. バルククーラ

1)分類 パノレククーラは，冷却方法によ

って分類すると，直接冷却式(直膨式)と間接冷

却式に分けられ，間接式はアイスパンク式とブラ

イン式とに分けられる。直膨式は冷凍機の蒸発器

で得られる低温を直接牛乳の冷却に利用するもの

であり，アイスパンク式は蒸発器の周囲に作られ

た氷の融解lとより冷却した冷水を二次冷媒として

タンクの周囲に循環させ，間接的に牛乳を冷却す

るものである。またブライン式は，水のかわりに

エチレングリコーノレなどの冷媒を蒸発器で冷却し

アイスパンク式と同じように循環させるものであ

る。ブライン式は，アイスパンク式より直膨式に

近い冷却特性を示す。バルククーラ普及当初は，

アイスパンク式が多く使用されたが，現在はほと

んど直膨式が主体となっている。

パノレククーラからの集乳方式によって，毎日集

荷型と隔日集荷型に分けられる。一般に搾乳は，

朝夕2回行われるが，前日の夕方と当日の朝の搾

乳量を合わせて 1日分を毎日集荷するのが毎日集

荷型といい. 2日分の牛乳を隔日毎に集荷するク

ーラを隔日集荷型としづ。バルククーラは， 300 

4から 5000g程度の容量があるが，隔日型では

タンク容量は毎日集荷型の 2倍を必要とするが，

冷却能力は同じ容量の毎日型に比べて半分でよい

乙とになる口

2)構 造 λノレククーラは，ミノレクタンク

と冷却機および温度制御装置が主要構成部分であ

り，図131<::直膨式ノカレククーラの構造を示す口バ

ルククーラは，食品を取扱うものであるから，と

くに衛生的な構造でなければならない。国際的に

はアメリカの 3A規格や国際酪農連盟の IDF規

格があり，材質・構造・冷却性能についてきびし

Q
O
 

F
h
d
 



ではさんで重ね合わせた構造で，プレートの間隙

の交互に牛乳と冷却水を流し，牛乳を冷却する。

冷却できる温度は，冷却水の温度，流量，牛乳の

研昼，プレート枚数によって異るが，牛乳を200C

程度まで冷却できるので，バルククーラへの負荷

は非常に小さくなる。

給餌機

給餌作業は，表 11<:示したように管理作業に占

める割合が約25%と，搾乳関係作業l乙次いで多い

が，搾乳や糞尿処理に比べて機械化がおくれてお

り，自動給制幾は表111と示す干呈度の普及にすぎな

い。乙れは飼養頭数規模が小さいと過剰投資にな

り易いこと，粗飼料の性状が異なるので機械化が

困難な乙と，各個体毎に給与量を変えるのが難し

直膨形バルククーラ

参考文献11
図 13

〆

いなど技術的な問題が残されているからである。

また給餌作業は，飼料を与えながら牛の採食状況

などから健康状態を診断するという重要な役割を

もっている乙とも，機械化に踏みきれない 1つの

く規定をつくっている。我国では，乙れら規格に

準じて製造され性能を鑑定されている。

また最近，バルククーラの冷凍機の排熱を利用

して温水を作る機械が多く使われている。従来の

冷凍機はほとんど空冷式で，コンデンサーの高熱

はすでられていたが，乙の部分を水冷式lとする乙

とにより， J庁湯タンクlζ600C程度の・温水を作る乙

原因と考えられる。

図14は，飼料別に一般に採用されている飼料の

とができるようになった。いわばヒートポンプの

調理‘給与の手段を示してし唱。また図15は，ア

メリカでの飼料調製場の一例である。

一種とし 1ってよいであろう。

フレートクーラ2. 

従来のスタンチョンやタイストーノレバーンでは，

粗飼料は量を計量せずに自由に採食させ，穀類等

を個体別に適当量を給与している。手押車や人力

での給与システムが，小さい農家にとっては経済

パイプラインで送乳された牛乳を，牛乳缶ま

たはバルククーラに入れる前に，連続的に冷却す

る熱交換器の一種である。波型lとプレス成形され

たステンレスなどのプレートをゴムのガスケット

昭和59年における頭数規模別の自動給餌機の普及台数

全国飼養戸数 北海道飼養戸数 全国台数 北海道台数

4頭 14，600 970 一

5-- 9 1 5， 5 0 0 1，140 70 一

10--14 11，30 0 1，260 45 一

1 5-1 9 8，740 1， 3 4 0 40 一

20--29 1 2，800 3，60 0 110 40 

30--49 1 3，90 0 6，26 0 480 1 7 0 

5 0以上 3，620 1. 9 9 0 630 300 

βE1 h 言十 8 0，5 0 0 1 6.50 0 1，380 510 

表 11 

畜産統計59年
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飼 料 貯蔵空間一般出し一一一調 理一一一一一運搬・配餌手段

飼料タンク斗仁L人(オ 力
配餌車(手押・自走式)

濃 配合飼料
厚 ーガー) 自動給餌機 飼
自司 単体飼料
料
乾燥粕類

飼料置場(庫)一人力

生粕類 サイロ等一一一人力

切 断

七九草刈機ー(カッター)
圃
場 ハーベスター(刈取・切断)

粗|
(草地)……倣牧利用)

飼|ヰム 一仁人力、、:
サイロ

アンローダ

料|乾
草-0-*Jl飼料庫一人 力一一I(カッター) い子押車， トラック

稲わら

図14 飼料調整方法
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図 15 飼料調整場の→91J
参考文献3

的であるのはいうまでもない。動力付給餌車は省

力，時間節約にもなるし，隣接して飼養される乾

回牛や未経産牛の給与には適している。パンクフ

ィーダ，コンベアなどで，給与体系を機械化でき

るし，フィーデングワゴンやミキサーフィーターな

どによっても，通路幅が確保され，対頭式であれ

ば容易に機械化が可能である。

ノレーズハウジングの場合は，コンベアや自動給

餌ワゴン， ミキサーで飼槽lと運ばれるのが普通で

ある。乙の場合，搾乳牛と乾固牛，未経産牛へ給

参考文献7

与するシステムは別に考えなければならない。搾

乳牛は，普通粗飼料あるいはコンプリー卜フィー

ドを自由採食させ，濃厚飼料を何らかの方法で個

体給与している。

パーラーでの濃厚飼料給与は，高泌乳牛i乙対し

ては，飼料を採食するイづ?な時間が得られず問題

を生ずる乙とがある。したがってパーラーでの給

与は，牛の移動をスムースにするためだけの濃厚

飼料給与とし，すべての牛にー率に 1---1. 5 kgず、

つ給与する方式がょいと考えられる。

1. 混合・撹持

現在導入されている機械の機構を分類すると

図16に示すようになる口すなわち 1)1本オーガ式，

2)2本オーガ式. 3)3本オーガ式. 4)垂直オーガ

式. 5)スラットコンベア式. 6)回転撹伴棒式であ

る。乙れらには，定置式， トラクター牽引式， ト

ラック搭載式あるいは給餌機能をもつもの.もたな

いものなどがある。古くから用いられた単一飼料

から配合飼料への調製用のフィードミキサーは4)

のタイプである。
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1) 1本オーガ式 2) 2本オーガ式 3) 3本オーガ式

4)垂直オーガ式

-・-ー~

5)スラットコンペヤ式

参考文献9

6)回転撹枠棒式

図 16 飼料混合機の構造模式図

2. 切断・粉砕

飼料細断機としては，古くからフライホイー

ノレ型カ‘ソター， シリンダー型カッターが.牧草.

デントコーン用として用いられ，根菜類にはノレー

トカッター，チョッパー，穀類用としてはフィー

ドグラインダー，乾牧草や芯っきとうもろ乙し用

としてハンマーミノレが使われていた。しかし近年

は，サイレージ，配合飼料給与となり，カッター

ブロア以外の使用は少なくなってきている。

一方，いわゆるコンプリートフィードやビッグ

ベーjレの普及とともに，混合飼料調製のための切

断機，混合機も使われてきている。コンパクトベ

ール，麦稗，豆がらの切断・粉砕用としては，フ

レール型ノ¥ンマーで砕断してスクリーンを通すもの，

ブロアのフライホイーノレにスイングするハンマー

が取りつけられ，ケーシングにスクリーンがとり

つけてあるもの，高速回転する固定歯式のシュレ

ッダーなどがある。乙れらはいずれも能力が大き

く.60馬力以上のトラクタ駆動のものが多い白

ビッグベール用の砕断機としては，タブグライ

ンダと呼ばれる直径2.5m程度のタブ(桶)をも

ち，底部にハンマーを取付けたロータによって打

砕するものがあるロ乙れも60----90馬力以上のトラ

クターによって駆動される。

3. 給餌車

サイレージや細断乾草の給餌装置付運搬車を.

フィーデングワゴンと呼び，とくにバッテリ電源

による自走式のものをフィーデングカートと呼ん

でいる。乙の他同様な機能をもつもので，交流電

源で駆動するものや，トラクタで牽引するものな

どがある。従来のワゴンは混合装置を有しておら

ず，給餌装置はフォレジクロップ。キャリアと同じ

であったが，コンプリートフィード用としたもの

には，混合装置さらには計量装置を取り付けたも

のもある。

従来の小型のフィードカートは，スタンチョン

牛舎でも走行できるように車幅を狭くし，回転半

径も小さく設計した容量 1m3程度のものが多い。

混合機能をもったものは一般にフィーダミキサー

と呼ばれているが，3 ----5m3の容量をもち ，3軸

オーガで混合され，飼槽lζ排出するようになって

いる。乙のタイプの自走式は乳牛用にも用いられ

るが， トラクタ牽引式やトラック搭載式は肉牛用

として使われる場合が多い。

po 



4. バンクフィーダ

乳肉牛に，サイレージ，細断乾草，配合飼料

を自動給与するために，飼槽に配分していく機械

を総称して，パンクフィーダという。形式はいろ

いろあるが，オーガコンベアを使ったものと，チ

ェーンまたはベルトコンベアを使ったものに大別

できる。

1)チェーンコンベア方式我国では，飼槽

上部に設置された乙のタイプのコンベア式が最も

多く使用されている。レーノレが懸吊されたフィー

ダに，サイロから搬送されるサイレージが移され，

飼槽に配飼しながら進行して，飼槽の末端に到達

すると自動的に逆転して反対方向に進み，乙の動

作を繰り返して配餌する機構である。乙のフィー

ダは飼槽の半分の長さですむので， 80 ~ 100 m 

~Æ1支の長さの飼槽にも取り付け可能である。図17

は対頭式牛舎の設置例である。

'~ ~ 
z::25:l ) 

図 17 ベルトフィーダの設置例

参考文献7

2) オーガコンベア式 チューブ形，スリー

ウェイ形，フィードフロー形など各種のタイプが

ある。

スリーウェイ形は，図18~と示すように，オーガ

下部の皿板を左右に動かして，両側の飼槽に配分

したり，全閉のまま次の飼槽まで運べるようにな

っている。

フィードフロー形は，オーガと鉄板またはオ裂

~o) 
|I  I 

図 18 スリーウェイ形バンクフィーダ

参考文献10

の側板からなる簡単なもので，飼槽の端から給飼

していくもので，量の調節は，オーガ部分の上下

による。

ノてンクフィーダは，乙のイ也ノイイブラフィーダ，

ラウンドザサイロフィーダ等各種あるが，寸受lと

穀類などが混ざった飼料の場合，オーガタイプで

は，サイレージ，乾牧草などと粉粒体が分離して

しまうため，ベルトコンベア式の方が適している

といえる。

5. 個体別給餌機

従来から濃厚飼料に関しては，ストールにお

いて個体別に適正量を給与したり， ミノレキングパ

ーラで自動定量給餌装置によって給与されていた。

しかレマーラ内での給与は，泌乳量の多い牛lζ対

しては，食べきる十分な時聞がなかったり，何ら

かの原因で一時的に手l墨が減少すると給餌量も ζ

れに応じて少なくなるので，さらに乳量が減少す

るなど必ずしもよい結果が得られない時があった口

乳牛の多頭飼養化，高泌乳牛の育成あるいはマ

イクロコンピュータなど自動制御機器の普及と相

まって，合理的な個体別給餌機が普及されつつあ

る。乙れらは，各個体にとりつけられた識別する

ための発信機(周波数の異なる発信装置っき首輪

など)と，乙れに同調する受信装置とフィーダか

らなっている。

1) マグネット方式 マグネ γ ト付首輪をつ

けた牛が飼槽に，首を入れると感知装置が働いて

濃厚飼料が給与され，感知装置にマク。ネットが近

づいている聞は給与され続ける方式である。した
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がって採食量を把握する乙とは難しいし，優勢上

位の牛が下位の牛を追い出して残飼を採食できる

ので，個体の栄養管理装置としては実用価値が低

し、。

2) 電子扉方式特定の牛が近づいた時だけ，

特定の扉が開いて採食できる飼槽であって，採食

競合はほとんど防止できる。牛の首lζ取り付けら

れた発信機とそれに同調する受信機をもった扉だ

けが聞くもので，粗飼料，濃厚飼料どちらにも適

用可能である。

3) トランスポンダ方式 牛側に発信機，飼

槽側に受信装置を備えてあり，各個体の能力に応

じた給与量(給与時間)を設定できる。 1基の給

餌ステーションで20----30頭の牛に対応でき，各個

体の必要な分だけ， 1日2----10回以上に分けて採

食できるようになっている。群全体の採食量は推

定できるが，各個体の採食量の把握は難しい。

4) コンビュータ制御方式 牛lζ個体識別の

発信機，飼槽側K受信装置があり，乙れらはコン

ビュータと連動している。体重，泌乳量，妊娠な

どによって計算し牛ごとに設定された飼料が，何

回(1回 500----10009)にも分かれて給与され，

採食状況も24時間ごとあるいは任意の時間ごとに

記録できるようになっている。ソフト，ハードの

面とも機種によって若干の相違はあるが大まかに

は類似した装置であって，個体別給餌機としては，

現在最も進んだものである。

ふん尿処理機械

ふん尿処理に要する作業時間は，表1'1と示すよ

うに11%程度と少ないが，不快作業である乙と，

作業強度がきつい乙と，直接牛乳の生産には結び

つかないなどにより，きらわれる作業である。従

って機械化をより一層進めて，その余力を他の作

業に向ける必要がある。

乳牛における糞尿の最終処理は表12H:示すよう

に，北海道と都府県とでは，ハウス乾燥や浄化処

理では若干比率が異なるが，あまり大きな差はな

表 1.2 昭和59年糞尿の処理方法別農家数

全 国 北海道

ふ ん

実 戸 数 54，000 1 3.80 0 

/" ウ ス乾燥 2，920 12 

堆 積 発 酵 51.000 1 3，70 0 

強 告リ 発 酵 750 11 0 

尿(スラリーを含)

実 戸 数 63，400 1 3.700 

液肥 (尿溜) 62，0 00 1 3，70 0 

浄 イじ 1，4 60 44 

その他未処理 37，700 5，940 

59年畜産統計

い。乙れは酪農においては，原則的に還元する土

地を持っているからであり，養豚・養鶏と異なる

点である。

ふん尿処理機械といえば，すぐにいわゆるパー

ンクリーナがあげられるが，乙れも昭和46年頃か

ら統計にあらわれている。表13は十勝の普及率で

あるが，昭和57年には飼養頭数31頭以上では，約

87%1乙設置されている。大規模酪農では，パーン

クリーナを利用しないで，自然流下式糞尿溝，ス

ラッテッドフロア牛舎， トラクタ用スクレーパな

どを使用しているケースもあり，ノてーンクリーナ

の普及はほぼ頭うちlとなっている。表141<=昭和59

年の畜舎内除糞機の利用戸数を示しているが，乙

れでも同じζとがいえる。

糞尿を最終的に利用するか，廃棄するかによっ

て処理方式は異なるが，牛糞の処理方式の分類の

l例を表151<=示す。
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表 13 

年度

4 0 

4 1 

42 

4 3 

4 4 

4 5 

4 6 

4 7 

4 8 

4 9 

5 0 

5 1 

5 2 

5 3 

5 4 

5 5 

5 6 

5 7 

牛舎一

十勝におけるバーンクリーナ普及率 表 14 昭和59年畜舎内除糞機の普及数

の推移

戸数普及率

一%

1.2 

1.9 

3.0 

5.8 

1 1. 2 

1 6.8 

22.0 

29.8 

39.8 

46.3 

52.0 

55.1 

全国利用戸数 北海道利用戸数

3 0頭以上農家での普及率 4頭 27 7 

% 5- 9 100 49 

1 0-1 4 270 1 2 0 

1 5-1 9 590 190 

2 0-2 9 3，580 1. 8 1 0 

30-49 8，350 5.1 60 

5 0以上 2，350 1，520 

1 3.9 メEヨ入 計 1 5， 3 0 0 8，860 

1 7.2 59年畜産統計

2 1. 4 

26.3 

40.0 

52.4 

53.0 

6 5.4 

7 5.6 

82.2 

85.8 

86.7 

参考文献 6 

表 15 牛舎構造別のふん尿処理利用方式

「乾燥処理一マニアスプレッター

卜液肥利用ーインジェクター
「自然流下方式-せき板一貯溜槽--j
| 卜液化濃縮装置-圧送ポンプーレインガン

己主主イ L曝気発酵処理一スラリースフ。V'Yター

I ~ .~._ .1  ...... • _..  r--尿汚水-水稀釈ースラリースプレッダー
L 悶液分離方式-1

しふん敷料一堆肥舎一切返しーマニアスプレッター

ふん尿混合方式寸ー分離貯溜槽一液化濃縮処理一曝気発酵処理一三子リ二ス
I /ーツアー

I r固形分一曝気発酵ーマニアスプレッター

フリースト」 し固液分離機斗 「液化濃縮処理寸 ョ::;11ーール方式 1 ~._-，. ..-.". L 液分斗 トス。j
L曝気発酵処理」 スフレッター

「尿汚水-水稀釈ースラリースプレッター

固液分離方式寸 「乾 燥寸
L ふん寸 トマニアスプレッター

L 曝気発酵乾燥」

参考文献 1 
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1. 牛糞尿の性質

乳牛糞尿の排、准量は，体重，飼料などによっ

て異なるが， 1例を示すと表16のごとくであって，

肥料価値が多く含まれている乙とも明らかである。

糞尿の物理的性質を，流れ特性から分類すると，

半固体，半液体，液体の 3種になる口

表16 乳牛の糞尿排池量

体重日排池量 N P K 
kg kg/日 一一-9/日一一一

68 

11 3 

228 

454 

635 

5.4 

9.1 

18.6 

37.2 

52.2 

27 

45 

9 1 

186 

259 

4.5 

9.1 

1 6.3 

33.1 

46.3 

18 

32 

64 

122 

172 

参考文献 3 

1)半固体糞尿何らかの機械的助けを借り

なければ¥自に見える程度の動きでは流れず，安

息角が非常に大きいもので，一般的には大部分の

新鮮糞は乙乙に分類される。

2) 半液体糞尿水による稀釈，バクテリア

による自然の水分増加のいずれか，又は両方で稀

釈された糞で，外力iζよらなくても自に見える速

度で流れ，一般に 5.......15労の全固形分を含み，い

わゆるスラリーとして分類されるものである口

3) 液体糞尿 乙れはかなり稀釈が進んだ糞

で，寸受lと5労以下の固形分を含み，流れ特性は

水や牛乳のようなニュートン流体の特性を持つD

ソーベルによれば，牛糞，鶏糞の流れJ侍性は，水

分(71<1乙よる稀釈倍率)によって図19のように変

わるとしている。

2. 集糞

集糞lとは，掻き出し，自由落下および流れ式

洗浄という 3つの基本形が考えられる。

1)掻き出し方式

(1) コンベア式パーンクリーナ エンドレ

スチェーン式ともいわれ，いわゆるパーンクリー

6 

75 85 9597.5 85 9597.5 

CHICKEN， DAIRY COW， 

% MOISTURE % MOISTURE 

図 19 糞尿を稀釈した時の流れ特性の変化

参考文献8

ナといえばζのタイプを指すほど普及じており，

乙れは集糞と搬送の役目を果たす。このクリーナ

は，図201L示すように，アングノレパドルを45.......60

cm間隔にとりつけたエンドレスチェーンが，尿溝

を走って糞尿を集収，運搬し，屋外のエレベータシ

ュー卜で糞を放てきするものである。チェーンの

走行速度は， 5.......6 m/:分のものが多く，所要動

力はチェーン長さ70mまでが1.5 kW， 120 mま

でが2.2kW， 180mまで 3.7kW， 220 mまで

5.5 kW程度である。エレベータ部分は，固定式と

可動式があり，傾斜角度は20度前後で，可動式は

45"'-'55度の範囲内での旋回が可能となっている。

図20 コンベア式パーンクリーナ

参考文献11
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(2) 往復動式クリーナ シャトノレストロー て糞尿を洗い流すもので，多量の水を流すための

ク式ともいわれ，パドルのついたガッターパーが 溝と糞を洗い流す早い流速が必要である。 1960

往復運動を行い，糞尿を順次一定方向へ集糞，搬 年代に考案されたものであるが，作動部分がなく

送する方式である。搬送方式は，ガッターバーが 維持が簡単な乙ともあって， '7メリカ太平洋岸で

前進する時は，パドノレがノてーに対し直角に聞き， は増加している。しかし乙の方法には，大量の排

戻る時は15--16度にたたみこまれるために，糞は 水を処理する広い土地が必要となるので，我国で

そのままの位置にとどまり，次の工程で 1段階進 はほとんど行われていない。

む。ガッターパーは， 7--8ストローク/分で，

搬送速度は10m/分前後である。 3. 搬 送

収集された糞尿は，処理施設・闘場へまたは

廃棄のために移送される。その搬送方法は，糞尿

の流れ特性すなわち半固体，半液体または液体か

によって異なる。コンベア，オーガ，ピストンポ

ンプによって搬送されるのが普通である。

1) オーガ(スクリェーコンベア) 粉体状

(3) デルタスクレーパ フリーストーノレ牛

舎の通路，豚舎などの床面全体が糞尿で汚れるよ

うな場所に向くクリーナである。図22'乙示すよう

に往復動に伴なって開閉するスクレーパが，チェ

ーンによって号|かれ，約80度に開いて糞尿を畜舎

の端まで排出する。

乙れらの方式の他に，ウインチでパドノレまたは

ショベノレのついたケープ、jレをヲ|いて集糞するドラ

ッグライン式，ショベル式など、もある。

図22 デルタスクレーパ

参考文献12

2) 自然流下式 この方式は，中小動物のケ

ージ，パタリー飼育，大動物におけるスラッテッ

ドフロアで行われる収集方式であって，動物の住

む部屋の床下ピットに集糞するものである。

3) 流水式洗浄 この方法は多量の水によっ

のものから，粘りつく材料まで固体，スラリーで

も搬送できる。へリコイド型とリボン型f{2ちるが，

粘性のあるものにはリボン型が適している。我国

では糞尿の移動iζオーガを利用する例は比較的少

ない。

2) ピストンポンプ図23に示すように，固

体搬送用と液体搬送用とがある。 液体用ピストン

は先端にパノレブがついており，ピヌ卜ンの民りの

時にそれは関心乙のタイプでも国体は搬送でき

るが液状に近いものに適している。固体用ピスト

ンは，搬送用パイプとピストンとが同一面上にあ

り，これにはピストンバルフやはついていない。い

ずれのポンプにも逆流防止用のチ』ツクパルフーが

取付けられている。ホッパーへの投入は，パーン

クリーナやトラクタの排土板によって行われる。

ピストンポンプは， 1970年代後半からアメリカ

で普及しはじめたが，我国での設置例はまだ少な

し、。

3) マニュアキャリア 畜舎内部から舎外の

堆肥場まで，モノレールが架設され，乙のレール

にチェーンブロックでパケットがつり下げてある。

乙のパケットをおろし，糞尿を積み乙み堆肥場ま

n
h
u
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Collection Hopper 

Piston Valve 
Open 

Return Stroke 

(固体〉Q夜体)
図23 ピストンポンプ 参考文献3

で運び半転して排出するものである。 1固に約 S:貯留日数

300 kg程度搬送で、きるといわれる。チェーンブ

ロックのかわりに，電動ホイストをつけて遠隔操

作可能なオートポ←タと呼ばれるものも市販され

ている。

4. 固液分離

回液分離には重力を利用するもの，すなわ

ち沈澱池などにおける固液分離と機械分離とがあ

る口養豚では，水処理の負荷を軽減し固体分の堆

肥化を良好におし進めるために，固液分離機の使

用例は多いが，酪農とくに北海道においては少な

い。固液分離機の分離方式別処理能力の例を表17

に示す。

5. 貯蔵およびポンプング

貯蔵には，短期と長期とがあり，液状糞尿の

場合，畜舎の床下ピット，地下タンク，地上部タ

ンクK状況に応じて貯蔵される。タンク容量は次

式によって決める。

V二 (N)(P)(S)+ (D)十附

V:タンク容量 m3 

N:家畜頭数

p:排、准量 m3/day.頭

D:稀釈水 m3 

W:雑排水や雨雪水 m3 

排水量はアメリカ農業工学会の推奨値を表181乙

示している。貯留日数も同学会では，寒冷地で地

表が凍る地域では 180日程度をすすめている。

ポンプには大きく分けて，遠心型，口ータリ型.

往復動型がある。

1) うず巻ポンプ最も一般的なポンプで，

ピットの外側に設置する形式と排水中に埋没させ

る液中ポンフ。とがある。動力は，モータあるいは

トラクタ PTO軸を{吏用し，ポンプはスラリーの

汲みあげばかりでなく，パルプ、の切りかえによっ

て槽内の撹持も行う。液中ポンプの吸込口には，

カッティングエッジが取り付けられており，多少

の爽雑物は細断される。

2) ネジポンプ(スネークポンプ) ロータ

リポンフ。の一種で，うず巻ポンプとピストンポン

プの中間特性を持ち，高粘度の液体(半固体，半 t

液体)を高圧で輸送するととができる。

6. 発酵処理‘

発酵処理には，好気性と嫌気性とがあり，酸

素と水を利用していわゆる堆肥のように発熱する
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表 17 分離方式別処理能力仕様等

糞尿の適 分離固形物

全物率( 回労固)収形

所要

分離方式 正水分含量
処理能力

の水分含量 電力 備 考

(含水比%) (kg/ hr)， (含水比%) (kw) 

豚 650~2，500 牛 100~ 1，000 牛.z40~330 31~43 

神合力り奈研算は川生究出所県糞し換農報た告業算(能総よ) 
スクリュ 3.7 
フ。レス ~1l 

牛 400~2 ，500 豚 300~ 7，000 豚21O ~240 45--.:.51 

牛 900~2 ， 500 牛 200~ 500 牛350~380 66~78 
遠( 心
横型) 豚 20ð~

7.5 同 上
豚 700~2，500 500 豚240~260 52~73 

牛1，000~2 ， 500 牛最大 18，000 牛士三370
// 

(縦型) 2.2 カタログによる
豚 900~2 ， 500 豚最大 18，000 豚与300

牛1，900の場合弓 牛今430 M 分離機 (完全自動可、

ローフ
HP フイノロレタグマにッよト)

加圧~1
コンフ。レッサ カタ る
7iHP 

豚 920の場合司 豚今 230 ポンフ。5HP

主議
// 

牛 900~2 ， 000 3.500~' 1O.000 440 ~ 560 30~60 1.5 ンレ 板械) 
~2 

草地 化3研

// 

牛 900~2 ， 000 2'000----5，000 500 ----560 35~55 
0.75 // 

----3 ----1.5 // 

多板----1 牛 500----2，000 700----2.000 330 ----450 40----60 2.2 // 

牛 500----2，000 1，pOO----3，000 330 ----450 40----60 // 

// ----2 2.2 豚よはるカタロクーに
豚 300~2，000 1，000----3，000 200 ----270 55----75 

ものが好気性発酵であり，酸素を遮断しメタンガ

スを発生させるのが嫌気性発酵である口

国体の好気性発酵のためには，発酵を促進させ

るのに必要な60----70%の水分と切り返しあるいは

強制通風による酸素の供給が必要である。これを

施設化したものに，ロータリキルン型発酵槽，ハ

ウス利用のローター撹枠型発酵槽などがある。

参考文献 12 

液状糞尿の好気性発酵装置であるが，約30m3の発

酵槽lと牛糞尿を投入し，エジェクタで曝気し最高

670Cの昇温を確認し， 40----50
o
Cの温水も取得でき

液体糞尿の好気性発酵には，モータ直結の液中

ポンプとエジェクタの組合せで曝気するものや表

面曝気するものなどがある。乙れらは，スカム発

生防止，援持混合には大きな効果をあげるが，十

分な断熱が施された発酵槽でなければ，良好な発

酵状態を作るのは難しい。図25は筆者らが行った

た。

槽内の撹持のみを目的としたプロペラ型のミキ

サーも近年用いられるようになっている。

嫌気性発酵は，各地で実用化実験が進められて

いるが，寒冷地においてはまだ解決されなければ

ならない問題点が多い。

おわりに

北海道の酪農における飼養管理機械は，たかだ

かe5年程度の歴史しか持っていないが，その普及，
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表 18 家畜の糞尿排池量

体重 日排池量
. (kg) (仰o (必

乳牛 450 0.042 
500 0.046 
600 0.054 
700 0.062 

去勢牛 200 0.012 
350 0.022 
450 0.028 

馬 450 0.021 

豚 20 0.0016 
45 0.0038 
70 0.0066 
90 0.0075 
110 0.0096 

45 0.0014 

2.3 0.00014 

羊

鶏

つ臼
F
D
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H
-
つ
臼
つ
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つ
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Q

U

1

i

4
4
5
6
1
2
2
2
 

水分
勝)

85 
85 
85 
85 

80-90 
80-90 
80-90 

65 

1.6 85 
3.8 85 
6.6 85 
7.5 85 
9.6 85 

1.4 70 

0.14 75 
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立堆積式(下取出式)

図24 堆肥化装置の例

参考文献2

仕上り

版料
温水

給水

図25 液状糞尿好気性発酵槽

機械の発達は目覚しいものがある。現在の酪農の

隆盛を築いた要因の 1つとして，飼養管理機械の

普及をあげ、られるで、あろう。しかし昨今の酪農情

勢は，厳しさを増すばかりであり，酪農経営も予

断を許さない。酪農経営は，小数精鋭的になって，

酪農家戸数は減って飼養頭数を増加している。乙

ういう中で，管理機械の普及は，ほぼ頭打ちとな

り，更新による機械の大型化，高性能化がやや進

んでいる程度と見受けられる。

今後の飼養管理機械の進展は，搾乳関係におい

ては，ティートカッフ。自動南倒見装置がで、き，異常

乳検知装置が実用化されれば，当面は更に真空度

変動の少ない，低真空度ミノレカーの開発であり，

最終的にはティートカッフ。自動装着装置をもった

全自動ミルカーの開発であろう。給餌関係におい

ては，飼料分析システムと結びうけた個体別給餌

システムの開発とその低コスト化が，緊急の課題

となろう。しかし乙れにはコンプリートフィード

を含めた飼料そのものの試験研究も併せてなされ

なければならないであろう。

また糞尿処理関係では，単に省力化するだけの

機械だけでなく，糞尿からのエネルギ一回収や，

農地への効果的な還元を含めた処理機械，システ

ムの開発が望まれる。
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北海道における家畜管理技術の発展

第 4章

1 はじめに

乙の10数年間における飼料生産技術、特に圃場

収穫関連の機械化は目ざましく、各種作業機がほ

とんと、出つくした感がある。このような状況下で、

農業試験場に持込まれた性能試験も多数にのぼり、

モーア、テッダレーキを始めとしてベーラ、フォ

レージノ¥ーベスタに至る多機種に及んでいる。

ロードワゴンはワンマンオペレーションが可能

飼料生産技術

島田実幸
(根釧農試)

からの搬出作業を省力化するために各種ハンドリ

ンク棋の機械化が行われた。フォレージハーベスタ

については高性能な自走式が導入され、根室新酪

区域では大型気密サイロに連動して、収穫作業の

高能率化を目的としてかなりの台数が普及した。

中でもビッグベーラは新しい飼料生産方法とし

て急激に普及した。ビッグベーラが道内に最初に

導入されたのは昭和49年であり、それ以来、年毎

である乙とから、規模のあまり大きくない農家に に台数が増加し、昭和58年度までの導入台数は全

普及した。又、タイトベーラの普及に伴い、圃場 道で3，096台を数えている(表 1)。特に、根釧

表 1 ビッグベーラの普及台数

支庁 農家数 5の7導年度入台まで 5導8入年台度数三仁為I 
合 計 所有率

戸! 数i口A i口h % 

根室 2，340 760 358 1.118 
35.7 

釧路 2.140 303. 180 483 22.6 

宗谷 1，250 272 85 357 28.6 

十勝 4，150 250 270 520 12.5 

網走 3，160 20.4 100 304 9.6 

その他 5，440 197 11 7 314 5.8 

合計 18，480 1.986 1，110 3，096 16.8 

地域の導入は高く、その所有率は35.7%となって

いる。しかし、乙のような急速な普及に対して利

用技術や技術の指導が追いつかず、ビッグベーラ

のくん炭化や更には自然発火による火災をも引起

乙し、その対策が迫られた(表2)。 ビッグベ

ーラの普及が最も高い根釧地域ではこの発火も多

く、昭和56-.....58年の3年間で30件発生している。

現地の強い要望もあり、根釧農試では、くん炭化

防止試験として昭和58-.....60年にわたり実施してお

り、自然発火のメカニズムを検討してきた。

(道庁農業改良課)

同じような現象が大型気密サイロについてもみ

られ、発火乙そないが、くん炭化を起乙し、飼料

価値を低下させている事例は少なくない。農家は

くん炭化した飼料をそれと知らずに給与している

乙ともあり、サイロの気密性を保つことは勿論の

乙と、予乾水分の適切な判断 (40-.....30%がファイ

アゾーンとされている)と切断長を短かくする

(米国で、は38mmのものが10~ぢ以上あってはならな

いとしている)等の基本的処理を遂行する必要が

あり、指導の徹底を図らなければならない。
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表2 ビッグベール貯蔵中の発火

地域 56年 57年 58年 計 59年 60年 合計

根甜11 1 3 (11) 8 (6) 13(13) 34 (30) 1 5 40 G6 

天北 2 (2) 2 (2) o (0) 4 (4) 

北見 4 (4) 1 (1) 6 

十勝 o (0) o (0) 

合計 19 (1司 11 (9) 15 45 

( )内はビッグベーノレ (道庁農業改良課)

ビッグベーノレの普及はビッグベーノレを使ったサ は全道で5.1必の農家がサイレージ調製を行い、

イレージ調製へと利用拡大が進み、昭和57年度で 58年度には 17.~あと急激に増加している(表 3)。

表3 ビッグベールサイレージ調製状況

調 製 農 家

支庁 57年 58年

戸数 割合% 戸数 割合第

根室 503 2 1. 5 1.198 5 1. 2 

釧路 224 1 0.5 829 3 8. 7 

宗谷 4 4 

網走 8 7 

十勝 5 3 

その他 2 6 

合計 937 

Lかし、このピックーベールサイレージ技術につい

ても研究の立遅れがみられ、刈取時期や水分調製

など調製貯蔵条件と品質の関係については不明な

点が多く、更には、ビッグベーjレサイレージの効

率的な給与方法、経営上の評価などについても検

討を要するところである。なお、ビッグベーノレサ

イレージの調製利用体系に関する研究は、昭和61

'"'-'62年の2年聞にわたり、飼養、機械、経営の各

部門の共同で実施する予定であるo

2 圃場収穫技術体系の概要

収穫工程は昔も今もそれ程大きな違いはないが、

収穫の機械化は著しく進歩した。飼料の主体作物

の違いにより、十勝地域と根釧地域にみるように、

機械化の方向は異なる。乙れは気象条件の違いが

3.5 276 2 2.1 

2.8 364 1 1. 5 

1.3 441 1 0.6 

0.5 105 1.9 

5.1 3，213 1 7.4 

(道庁農業改良課)

もたらすものであり、十勝地域ではとうもろこし

は5--6 t /10 aとれるが、根釧地域では収量は

低くく、 58年度の如く、収量が皆無に等しし、年も

あり、 59年度は危険回避から作付面積が1/3程に

減少している。従って、根釧|では牧草は主体には

なるが、とうもろこしが飼料の主体になることは

あり得ない。このよウは根釧地域は草地型酪農で

あり、十勝地域は畑地型酪農と言われる通り、そ

の地域により主体作物の違いはあるが、牧草、と

うもろ乙しのそれぞれの作物に対する作業体系は

類似している。

予乾サイレージ(中低水分)、とうもろ乙しサ

イレージ及び乾草収穫作業体系を表4にまとめて

みたが、実際の利用は多種多様である。

予乾サイレージはサイレージ品質の向上を図り、
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現在広く利用されている。特に、草地型酪農の粗 飼料調整体系は良質化志向など、から高水分サイレ

表4 飼料収穫作業体系

① 予乾牧草サイレージ(中低水分)
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③ 乾草収穫作業体系

匹目→巨司→|反転・集草卜圃→|収集・積込固

予乾サイレージに同じ

タイトベーラ ベーノレスワロ
Qレースベーラ) ベールスレッジ
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ージから予乾による中低水分サイレージに移行し

ている。

水分調製作業ではへイコンデ、ィショナの併用が

多いが、現地の予乾牧草の水分を調査してみると、

意外と低い場合が多い。中水分サイレージは75"'-

60%、低水分サイレージは60%以下とされていた

が、サイロ内のくん炭化を防止するには40%以上

は必要である。従って、中水分を目標とするなら

ば、朝に刈取り、へイコンディショナを掛け、テ

ッダを 1"'-2目掛ければ、一日で十分に到達し得

る筈である。しかし、実際には、フォレージハー

ベスタの作業能力以上の面積をモーア刈りするた

めに、 2日以上放置することになり、牧草の品質

を低下させるのみならず、サイロ貯蔵中にくん炭

化を生ぜしめ、飼料価値を減少させることになる。

低水分サイレージを目標とする場合には、是非と

も、ファイアゾーンを避けて60"'-50~ぢの範囲で水

分調製を行う必要がある。

予乾サイレージ調製収穫には中心となる機械に

より幾つかの作業体系に分けられる。

( 1) ピックアップハーベスタ体系

予乾サイレージでは最も一般的な体系であり、

刈取り、圧砕作業を経て、反転集草を繰返し、

牽引式又は自走式フォレージハーベスタで収穫し、

キャリヤ、ファームワゴン、ダンプトラック等で

搬送する。

(2) ロードワゴン体系

予乾調製後、拾上げ、細断、運搬を行うロード

ワゴンを使用することによって 1人作業が行える

点が、他の体系と大きく異なる。しかし、運搬中

は収穫作業を中断するので大きな面積を処理する

には適さない。又、切断長が、ハーベスタに比較

するとかなり長いので(110 "'-300 mm)、大型気

密サイロには不適であり、他のサイロにおいても

取出しなどサイレージの取扱いに困難をきたす場

合がある。しかし、最近では細断ロードワゴン
D 

( 130 "'-140 mm)、或は微細断ロードワゴン (80

"'-9伽rm)が市販されており、普通形ブロワに対す

る適用性も強まっている。

(3) ビッグベーラ体系

ビッグベーラには角形と円形があるが、道内に

一般に普及しているのは円形ベーラである。ビッ

グベーラはベーノレの成形方式により幾つかのタイ

プに分類されるが、作られたベーノレの性状からみ

ると、芯をつくり、ベーノレを成形していくものと、

芯をつくらず、外側から締付けて大きくするもの

に大別でき、それぞれ芯巻き、外巻の呼名で使い

分けている。ビッグベーノレはタイトベールに比較

すると、個数が少ないので、後作業としての積込

み、運搬に省力が可能となり、フロントローダを

使用する乙とにより、人力作業が必要でない。ワ

ンマンオペレーションで処理出来ることが大きな

利点である。

とうもろこしサイレージ収穫体系はダイレクト

収穫が主体となるため、予乾調製工程がなくなり、

作業体系は単純化される。刈取り収穫には直装式・

牽引式又は自走式フォレージハーベスタが利用

され、直装式はとうもろζし専用が多いが、牽引

式はピックアップユニットが装着できる。自走式

はユニット方式をとっており、とうもろ乙し、予

乾牧草、直接収穫何れの作業もユニット交換で行

う乙とが出来る。又、最近、一部のトラクタに前

後逆にして作業が出来るリパースキット装備のも

のが市販されており、乙れに合せた直装式ハーベ

スタは自走式ハーベスタに近い形態をなし、とう

もろこしのような畦作業には見通しが良く、操作

が楽になる。

乾草調製収穫体系は刈取りから反転、集草まで

の水分調製工程は予乾サイレージの場合と流れは

ほぼ同じである口梱包作業は従来はタイトベーラ

が一般的であったが、最近はビッグベーラの普及

が著しく、組飼料生産に新たな方向が出てきた。

タイトベーラは梱包後の後処理に手聞がかかりL

雨を気にしながら収納まで行わねばならず、梱包
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作業にブレーキをかける乙ととなる。つまり、タ

イトベーラは収集積込がネックであり、これらの

後処理が問題になるだけに各種のハンドリング機

械が市販されている。

乙のハンドリングには地面に落さずにベーノレス

ロワ等で直接ワゴンに積込む「直接積載方式」と

ベーラを地上に落していく「地上放置方式」とが

ある。地上放置方式には、ある程度まとめて圃場

に放置する方法があり、積込み時の省力化を図っ

ている。又、ワゴンの積み方で整形積込みとばら

積込みがある。

3 予乾水分調製作業

牧草の予乾処理によりサイレージの化学的品質

が改善され、香味、触感にも優れ、乾物回収率、

各成分の消化率、乾物摂取量が高く品質及びし好

性に効果的である乙とが明らかになり、現在牧草

サイレージ生産の主流となっている。

(1 ) モーア

刈取作業にはレシプロモーア、ディスクモーア、

ドラムモーア、フレーノレモーアが使われており、

それぞれの特徴がある。古くはレシプロモーアが

主流であったが、近年ではディスクモーア、ドラ

ムモーアなどロータリ型が普及している。レシプ

ロモーアは所要馬力は少ないが、構造が複雑であ

り、適切な調整をしなければ良好な切断が行われ

ず、下草のある圃場では困難をきたい取扱いが

難しい。乙の点、ロータリモーアは構造が簡単で

あり、取扱いも容易である。所要動力はレシプロ

に比較すると、 2"'5倍要するが、作業墓度が速

〈、それだけ作業量は大きいので、今日のように

トラクタ馬力が大きくなった状況下では、レシプ

ロモーアの草づまりなどのわずらわしさから解放

されることを考えると有利となる。利用経費の面

でも、ロータリモーアとレシプロモーアでは殆ん
5) 

ど差がない。フレーノレモーアは購入価格が高く、

所要動力は最も大きく、利用経費も高いが、フレ

ーノレによる牧草の屈折があり、コンディショニン

グ作用を考慮する必要がある。

(2) モーアコンディショナ

モーアコンディショナは刈取りと圧砕作業を 1

工程で行い得る乙とから、 50年代に入って急速に

普及し、農試で実施した性能試験も50年代の前半

に集中している。モーアコンディショナの圧砕効

果は天候等に影響されて調査に困難が伴うが、表

5は調査結果の一例をまとめたものであるo モー

表5 モアコンテ、ィショナの性能

装着方式 モアの種類 コンテ:ィショナ 刈 。面 作業速度 作業能率 屈折数 水分低下 モアとの
の種類 水分労 差

m m/s 必今/h 男づ

直装式 ディスク フレーノレ 2.1 2.2 1.5 14 

牽引式 ディスク
ロ-)レ

1.3"'2.2 2.2"'2.9 1.2'" 1.4 2.8"'3.7 14"'26 3'" 12 (クリンパ)

レシフ。ロ ローノレ
1.8"'2.5 2.3"'2.6 1.2'" 1.8 3.9 1 3'" 1 6 10 (クラッシャ)

ローノレ
1.9"'2.1 2.2"'2.5 1.4'" 1.5 25 10 (クリンパ)

自走式 レシフ。ロ
ロ-)レ

3.2 2.6 3.3 26 (クラッシャ)

(中央、十勝農試 1978'" 1984 ) 
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アコンディショナにより牧草は3--4ケ所折れや

圧傷が生じ、モーア刈りのみに対し、 10労前後の

水分減少効果が期待出来る。中低水分サイレージ

を目標とすれば、早朝刈りによりその日の15時頃

までには607ぢ程度に調製できる。テッ夕、、を掛ける

ことにより、更に乾燥が促進されるので水分経過

には十分に注意じ、過度の低水分 (40%以下)に

ならないようにする。作業能率は各形式で差はみ

られず、作業速度は2.2--2.9 m/ sで、1.2 --

1.5ん/hである。自走式は刈幅が広く、作業速

(3) テッダ・レーキ

テッダ・レーキ専用機と兼用機とがあるo 直円

筒形、斜円筒形サイドレーキに代って、現在では

ジャイロ形テッダレーキ、ロータリレーキが一般

に普及している。ジャイロ形テッ夕、、は拡散力が大

きく、イネ科牧草に適しているが、マメ科には落

葉損失が大きく適当でない。テッダ専用機もある

が、レーキを兼用する機種も多く、作業幅も 7m 

以上のものもあり、圃場の波状地や凹凸を考慮し

て導入する必要がある。

度が高いため能率は 3.3ん/hと高くなっている。 ロータリレーキは集草作用のみで、 1ロ←タで

3m程度、 2ロータでは4m程度の作用幅を有し、所要動力についてはレシフ。ロモーア形式が最も

少なく、ロータリモーア形式はレシプロモータに

比較して10PS程度増大する。プレーノレモーア形

式は更に馬力を要し、モーアと同じような傾向を

示している。

リパース装着モーアコンディショナは自走式に

近い形をとるため、前方を向いた楽な姿勢となる

が、旋回半径が大きい乙とが原因して、作業能率

が自走式の半分程度にとどまっでいるO 乙れはト

ラクタリバース方式の実績がないためで、今後の

改善に待っところである。

モーアコンディショナは牧草の種類に配慮し、

マメ科牧草に対しては落葉損失を最小限にとどめ

るようレシプロモーア形式のクリンパローノレコン

ディショナを使うのが望ましい。

集草性も良好であり、タインの破損も少ない。ワ

ッフラは横軸回転式であり、反転も良く、乾燥効

果も期待できるが、作業幅が狭いので、負担面積

を考慮して選定する。

4 サイレージ収穫

(1 ) フォレージハーベスタ

牽引式フォレージハーベスタは広く利用されて

いるが、昭和44年には共同作業による作業の高能

率化を図り、自走式フォレージハーベスタが始め

て導入された。道立農試においても、 50年に入

ると、自走式及び牽引式ハーベスタの性能試験が

増加した(表 6)。自走式フォレージハーベスタ

の出力は 190--280馬力と高出力であり、ピック

表6， 7ォレージハーベスタの性能

作 物 装着方式 切断機構 の設定範切断長囲 平均切断長 作業幅 作業速度
作、業能率

官w! 官w! m m/s ん/h(t/h) 

牧 草 自走式 シリン夕、 3 --86 13"-20 1.7--2.1 1.7--2.7 1.4--4.3 (35--60) 

牽引式 シリンダ 3 --64 10--17 1.3--1.8 0.7 --1.3 1.3--2.1 (12--21) 

フライホイづレ 4 --12 --20 1.7 1.6 0.7 ( 9.6) 

と乙うもろじ 自走式 シリンダ 3 --46 5 --15 3条 1.5--2.8 0.8--1.6 (33--70) 

牽引式 シリンダ 6 --13 20> 2条 1.7 0.7 (39) 

直装式 シリンダ 4 --17 20> l条 0.9--1.5 0.3--0.4 (3 --10) 

フライやイーヅレ 15> 1条 1.2--1.7 1.2--1.7 (9 --18)' 

(中央、十勝根釧農試 1977'"'" 1985) 
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アップ幅も1.9 '"" 2. 1 mとなっている。自走式で

は各種ユニットが装着出来るように製作されてお

り、ユニットには予乾サイレージ収穫用のピック

アップユニット、牧草でも高水分サイレージとじ

てのダイレクトカットユニットがあり、とうもろ

乙しサイレージ用としてコーンユニットがある。

自走式の切断機構はシリンダタイプで、切断長は

短かい方で3'""6側、長い方で、は13'""86伽で、あり、

切断長調節段数は4'""16段と、中には16段と極端

に多い機種もある。切断長調節は切断刃の枚数と

フィードローラの回転数を変え、i その組合せでい

ろいろな切断長を作る。

切断性能については、予乾牧草の水分により異

なるが、平均切断長でみると、およそ設定切断長

の2倍程度になっている場合が多い。

作業速度は設定切断長10伽前後では1.7'"" 2.7 

m/sであり、牽引式の 0.7'""O. 6 m / s に比較

すると、機動性の大きいことが明らかである。従

って、作業能率も高く、牽引式が0.7'""2.1必今/h

であるのに対して、1.4'""4.3μ，/hであり、高性

能である乙とを示レている。

とうもろこし収穫用フォレージハーベスタは、

近年、自走式が普及しているが、トラクタ直装式

も個人利用として広く使われている。白走式はエ

ンジン出力が高馬力であり、刈取条数は3条が主

流となっている。刈取機構にはバリカン、ロータ

リディスクがあるが、カッタヘッドは自走式がシ

リンダが主流であるのに対して、直装式ではシリ

ンダ形の他にフライホイーノレ、ロータリ式があり、

何れも 1条刈取りとなっている。

コーンハーベスタについては、 51年に農業機械

学会北海道支部会主催で、シンポジウムの一環と
6) 

しで性能調査を実施しており、直装式1条刈取り

が11機種、牽引式で1条刈りがl機種、 2条刈り

が2機種、自走式は3条刈取りが3機種と輸入機、

国産機を含めて17機種に及んでいる。切断性能に

ついては、牧草は設定切断長の 2'""3倍になるの

が普通であるが、とうもろ乙しの場合はほぼ設定

値を満たしている。

作業速度は、直装式が0.9'""1. 7 m / sであるの

に対して、自走式は1.5'""2.8m/sと高速で作業

が出来る。従って、作業能率も直装式では0.2'""

O.μ今/hであるが、自走式では3条刈取りと作業

幅が広く、かっ、作業速度が高いために作業能率

も0.8'""1.6Jl.ダhと高い値を示している。

直装式は操縦者は斜の横にとうもろ乙しが見え

るので、操縦はし易いが、多条化はサイドドラフ

トがかかるため、トラクタアタッチメント用とし

て、 2条刈取りでは牽引式をとっているo60年度

には、根釧農試では牽引式コーンバーベスタの性

能を調査しているが、作業速度は1.7m/sで、作

業能率は0.7ム/h(3.8 t/h)となり、直装式と自

走式の中聞に位置する。切断長を 9.5mm、12.7 

慨に設定して実施したが、 9.5mmの場合は負荷が

著しく増大し、エンジン低下が大きくなる。切断

長分布が 12.7棚設定では30伽以上が若干多くな

る程度なので、必要馬力数と能率を考えるならば、

1 2，7 mmで十分で、あろう。

同じ直装式でも、トラクタの3点リンクに装着

し、運転席を前後逆にしてパックギヤで作業する

リパース装着フォレージハーベスタが市販されて

いる。この方式は自走式に近い形をとるので、オ

ペレータは見通しが良い。北農試は1984年に乙

の方式のハーベスタの性能を予乾牧草ととうもろ

乙し (2条刈取り)について実施しており、ワゴ

ン牽引で作業能率はそれぞれ1.5必今/h、0.7必今/h

で牽引式に比較して高い能率とは言えないが、前

面刈りであるため、中割り作業が出来、省力効果

は大きい口

(2) ロードワゴン

予乾サイレージータワサイロ体系とロードワゴ

ンを結び、つけるには、充填密度やアンローダによ

る取出しの面から、従来の長切りからより短かく

切断する乙とが要求される。細断形ロードワゴン
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は200棚以下に切断するタイプとしている場合も

あるが、厳密な区分はなく、切断機構も長切り、

細断切りも類似しており、固定刃の聞をクランク

が押上げて切断する。切断長は固定刃の間隔で決

まる。長切り形に比較すると、との細断形は所要

動力が大きく、積荷が増加すると、ロードワゴン

の動力も高くなる傾向がある。

ロードワゴンは切断長の長いことが、!フォレー

ジブ、ロワによる吹上げ能力やトップアンローダに

よる取出し時に問題が生じる。出来る限り、切断

長を短かくして、ブロワの詰まりをなくし、能率

を高めたい。ロードワゴンを導入する際には、サ

イロ形態を考慮じ、特に、タワサイロとの結び、つ

きを考える場合にはブロワには長もの用を使い、

アンローダの性能には注意する。パンカサイロと

の結び、っきはタワサイロと異なり、かかる問題は

なく、一人作業が出来る乙とから省力効果は大き

い。サイレージカッタを使用するなど、品質、取

出し能率の向上を図る必要がある。

ロードワゴンの切断長を更に短かくするため開

発されたのが微細断形ロードワゴンであり、1982

年に北農試が性能を調査している。この機種は切

断刃の間隙が35棚と狭心細断形の1/2となって

いる。生草と予乾牧草で実施した結果では、平均

切断長は8'"10cmであり、細断形ロードワゴンが

12'" 14cmであるのに比較すると、明らかに細断は

短かくなっている。

以上、細断形及び微細断形ロードワゴンの利用

により、従来のロードワゴンより細断は改善され

てはいるが、フォレージハーベスタのように3伽m

以下の細断とは異なるので、フォレージハーベス

タの切断性能を期待するのは切断機構から無理で

ある。従って、ロードワゴンの長い切断を生かし

た貯蔵方式、作業体系を考えて利用することが重

要となる。

ワンマンオペレーションを目的としてフォレー

ジハーベスタとワコーンを一体に製作したワゴン一

体形のハーベスタが開発されているが、共同利用

をとらず、自己実績型を望む場合には有効な収穫

機械となるであろう口

(3) ビッグベーラ

ビッグベーラには成形したベールの形状で‘角形

と円形に分けられ、更に円形ベーノレには不定径と

定径とがある。ビッグベーラの機種は多く、北農
4) 

試がとりまとめた機種でも28機種あり、更に道立

農試が昭和50年以降取扱った性能調査機種は9台

となっている。角形の普及は少なく、ビッグベ

ラの殆んどは円形のラウンドベーラと言われるタ

イプである。

角形ベーラは成形されるベールが四角形で、あり、

表7 ビッグベーラの性能

fミーーノレ ベールの大きさ 重量 作業速度 作業能率
形状 梱包機構 直径 申国 ， 、

cm kg m/s 必今/h

角形 フ。 レス 150x150X230 32(ト400 1.3"'2.3 3 

チェーン 121"'167 167 35Q----460 1.7'" 1.8 2 

円形 (不定径)ベルトローラ 7 庁、~183 152 50か--620 2.4 4.2 

Iく jレ ト 160 120 280"-'370 2.0 1.7 

チェーンローラ 90 120 107""'-163 1.0'" 1.7 0.5"'0.7 

円形 (定径)ロ フ 180 150 570へ-620 1.4"'2.0 1.5"'1.8 

ロ 一 フ 155~167 120 32ひ'-450 1.4"'1.8 1.1'" 1.5 "'124 
(中央、十勝農試 1977'" 1983 ) 
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高さが 1.5m、幅 1.5m、長さが2.1'""'2.4 mで、

1個の重量が400kg程度である。 1個のベールは

トワインを3本掛けて梱包する。乙乙では牧草は

23'""'31%の水分であり、作業速度は1.3 '"'" 2.3 m 

/sで行っており、ベール重量は320'"'"400 kgと

なっている。作業能率は3.1必今/hで、作業効率は

909ぢ程度である。圃場l乙放置されたベーノレはフロ

ントローダによりトラック等に積込み、連搬する。

円形ビアグベーラの定径ベーラは成形室の容積

が一定であり、ベールの直径が一定になる。牧草

が成形室に一杯になると、ベノレトにより草が回転

し、つぎつぎと牧草が巻き取られ、成形室が一定

であるため、巻き取られた牧草は外側から締付け

られてベーノレが出来るO 乙うして出来たベールは

外側が硬くなり、芯なしとも呼ばれている。

不定径ベーラはベールの直径を種々変える乙と

が可能であり、ピックアップした牧草は成形室に

送られて、芯が出来る口この芯の周りに牧草が巻

き取られて肥大し、ベールとなる。乙れは定径ベ

ーノレの芯なしに対して、芯ありと呼ばれている。

ビッグベーラでもいろいろなサイズあり、大型

ベーノレは幅が 150cm、最大直径は 180cm程度、一

段下のサイズになると、幅が120cm、最大直径が

150 cmである。

作業速度は草量、水分で、異なるが、1.2'""'1.8

m〆sであり、作業能率は1.2'""'2必今/hの範囲とな
っているD 乙の能率はタイトベーラと同程度であ

るが、ビッグベールはタイトベールの30倍前後の

重量である乙とから、ベール個数が少なく、トラ

クタのフロントローダでトレーラへの積込みが出

来ることが省力化につながり、急激な普及につな

がっているo

雨の多い我が国では、牧草の乾燥調製には大変

な苦労があり、困難をきわめている。そ乙で天候

の状況をみて、乾草が困難であると判断した場合

には、サイレージに切換える乙とが、ビッグベー

ラを利用する乙とで可能になっており、乾草、サ

イレージの両方の利用をねらって導入する農家が

多い。最近では、他の貯蔵法をとらず、ビッグベ

ーラによるサイレージと乾草のみで冬期間を給餌

する農家も出ているo 乙れは、圃場乾燥による養

分損失を少なくし、カビゃくん炭化の発生をなく

するためには、無理をして乾草を作るよりも、む

しろ、サイレージに切換えた方が、栄養価の高い

粗飼料生産が出来ることと、毎年、ビ、ニール被覆

材の経費は掛かるが、タワサイロにみるように、

トラブ、jレやそれに伴う多大な修理費、維持費、そ

して、そのわずらわしさから開放される等のメリ

ツトが考えられる。

ビッグベールサイレージは被覆材で密封するの

で、排汁処理が出来ない。従って、高水分な原料

草では液汁による損失が生じるため、水分調製は

60'""'50%が適当とされている。

ビッグベーノレの貯蔵法はビニール袋で、 1'"'"数

個を密封するもので、被覆材l乙破損がなければ、

良質なサイレージが出来る。被覆材には袋状、チ

ューブ状などがあり、又、材質では塩化ビ、ニーノレ、

ポリエチレン、ポリエステルターポリン製などが

あるが、冬期間は硬化し、又、凍りつくなどしてサ

イレージ取出し時に破損する場合があり、利用回

数を多くする乙とは難しい。新得畜試では、完全

密封型(袋状)と準密封型(スタック方式)につ

いて各種被覆材と詰込むベーノレ数による費用を算

出しているが、チューブ状又はフィルム状のもの

を用いて、 4'""'5個のベーノレを詰めて貯蔵するも

のが経済的であるとしている。スタック型2段の

大量調製は最も経費は少ないが、反面、被覆材の

破損による損失も大きく、密封が不十分であり、

接地部分の損失もあり、品質は若干劣る。

飼料価値については、水分含量70%以上のサイ

レージより、低水分サイレージが酪酸が少なく、
2) 

発酵品質は良好である(根釧農試 1984)。
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このようにビッグベーラ導入の意図の一つが天

候対策であることは、乾燥が困難な場合が多く、

牧草水分20~ぢ以下でベーノレするよう指導は行われ

ているが、実際には、水分むらも含めて高水分

(30~ぢ以上)でベーノレする場合があり、乙れFらの

被覆密封材の費用

ビッグベーラによる乾草収穫

ビッグベーラを利用する場合には、予乾サイレ

ージ収穫、乾草収穫作業が同じ作業体系で実施出

来ると乙ろに大きな特徴がある。予乾の時点で天

図1

乾草収穫

( 1l 

5 

ベーノレをD型草舎に堆積しておくと、くん炭化を

起乙し、最悪な場合には自然発火して火災になる。

ビッグベール乾草は高水分になる程、ベールの

内部温度は上昇してくん炭化する。水分37%のベ

ーノレを図2のように横積みしたと乙ろ、急激な、温

候が悪化し、乾草が困難であると判断すると、ベ

ーノレサイレージに変更出来る。特に、根釧地域l乙

多く普及したのは、その時の気象条件を乗り越え

て、より良い飼料生産への切り換えが可能である

と乙ろによるのであろう。
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度上昇があり、堆積中心で81.C、ベーノレ接触部で=

は86.Cに達し、ベーノレ中心部は黒褐色になり、く

ん炭化した。乙の対策としては、縦積みlとすると、

温度上昇が回避でき、又、梱包直後に収納せず、

一時屋外に仮置をして、熱や水分を発散させるの

が効果的である。しかし、カビの発生や変敗を少

なくするには降雨時には被覆し、それ以外では取

外すなどの措置が必要となる。ビッグベールは普

及が速かったために、知識の欠如もあったと思わ

れるが、くん炭化防止対策としては、可能な限り、

表8 ビッグベール堆積のくん炭化発生 (DM%)

71<. 分 T田吉1 水 分 低水分

37% 395ぢ 395ぢ 37% .39% 395ぢ 23% I 19 
処 理 即時収納 仮置後収納 即時収納

横積 縦積 縦PA 横積 縦積 縦PA 横積 縦積

品質 色調

廃 棄 18.4 50.6 31. 8 17.6 63.3 51. 0 4.2 0.9 
ーーーーーーーーーー'ーー・--ーー ーー・ーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーー ー・ーーーーーーーーー ーーーーーー・ー.ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーー ーーー・・ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー

くん炭重 黒褐色 16.3 

中 濃褐色 41. 9 

軽 褐色 18.2 45.4 66.4 71. 3 

徴 淡褐色 30.5 39.2 6.0 
-~ ---ーーーーーーーーーーーー・ ーー司ーーーーーー--ーー・ーーーーーーーーー ー・・ーーー圃ーーーーー ーーーーーーーーーー-- ーーーーーーーーーー ーーー--・ーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー・ ーーーーーーーーーーーーー

良 質並 淡黄色 5.2 4.0 1.8 11. 1 6.2 9.8 89.8 

上 淡緑色 99. 1 

廃棄:発カビ、堆肥化などくん炭化以外の原因によるもの
PA:ブロビオン酸アンモニウム 0.7%添加

低水分にし、やむを得ず乾燥が不十分で梱包した

場合には、舎外仮置や縦積みで収納して放熱し、

水分を蒸散させることが必要である。又、制菌剤

を添加することも好温性菌の活動をおさえる乙と

が出来、被害を軽減するのに有効である。

(2) タイトベーラによる乾草収穫とハンドリン

グ

タイトベーラの普及は、昭和30年代の終わり頃

からで、今日では最も一般的な梱包と言えよう。

タイトベーラは国産機を含めて機種は多いが、ベ

ールの大きさは幅は 400"-520 mm、高さは 300"-

410mmで、長さは 750"-800 mmで、水分17"-18%

以下で、 1個のベール重量は13"-20kgで、あるo

タイトベーラもビッグベーノレと同じように、水

分調製は十分に行い、 18%以下に下げてから梱包

する必要がある。乾燥が不十分であると、貯蔵中

(根釧農試、 1985) 

にカビがはえるばかりでなく、くん炭化が発生し、

場合によっては自然発火を引き起乙す恐れがある。

タイトベーラは作業速度1.5m/s前後で行い、

作業能率も 1"-μろ/hと高いが、 ベールの数が

多いため、後処理としての積込み、運搬、収納の

やり方で、全体の作業能率が大きく変ってくる。

直接積込み方式はベールを地上に落さずにベー

ルスロワを使って、直接トレーラに積込む方法で、

ワンマンオペレーションが可能である。しかし、

ベーラ+スロワ十トレーラの連結作業になるので、

後進ができず、あまり大きくない圃場には不適で

ある。傾斜地など連続作業の不可能な場合にはト

レーラが伴走してスロワからのベールを積込む乙

とも考えられ、ベーjレスロワの放榔角度を450 ，乙

曲げ、ワゴンの斜め前方から積込む方法も試みら
3) 

れている(北農試 1985)。
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地上放置法一集積方式は一定量まとめて仮積し、

ベ‘ーjレ作業後、ベーjレスタックキャリヤやベーノレ

ワゴンで運搬し収納する。乙の方式は中規模に利

用されており、道内でもよく利用されている作業

法の一つで、ある。

地上放置法一ばら方式は一旦地上に放置し、ベ

ーノレローダ等によって積込み運搬する。 トレーラ

への積込みはぱーノレローダやベーノレコレクタ等を

使うが、ベールと切り離して行うので、いろいろ

な方法をとる乙とができ、人力からオートマチッ

クワゴンまで多様である。トラクタフロントロ

ーダのアタッチメントとしてベーノレコレクタが開

発されており、縦方向に 2個、横に4個と 8個の

ベールを左右から油圧で、締めつけ、トラックやト

参 考

レーラに積上げる。又、地上に堆積する場合は 5

--6段まで積上げる乙とができる。乙れによる収

穫能率は4トントラックで運搬する場合、 300個

/h前後となっている(北農試 1984)。

各方式による収穫から収納までの作業能率は、

方式によっては人力作業がかなり入り、投下人員

に差が出るため、単なる単位時間当りの処理量よ

りもむしろ投下労働量で比較すべきであろう。組

作業1人当りの労働時間は組人員の少ない方式程

少なくなり、ベーノレアキュムレー夕、ベーノレコレ

ク夕、オートマチックベーノレワゴンのように、一

貫して機械作業が出来る 1--2人の組作業方式が

省力化となっている。
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北海道家畜管理研究会年譜

北海道家畜管理研究会報総目録

(第 1 号~第20号 1965年~1985年)





北海道家畜管理研究会年譜

(昭和40年~昭和60年)

昭和40年度 5月10日 設立総会(酪農センター)

( 1965年度) 一 会則決定，役員選出(会長広瀬可恒，副会長吉田富穂，評議員30

名，監事2名，幹事4名，会費300円)

特別講演「家畜・家禽の近代的管理施設」ジム・太田

8月21日 第 l回研究会(新得畜試)

シンポジウム「ノレース・ハウジングJr畜舎と建築基準法」帯広，芽

室，清水の鶏舎等を見学

3月10日 第2回研究会(北大農〕

シンポジウム「寒地の産卵鶏舎」

昭和41年度 8月26日 第3回研究会(北農試)

( 1966年度)

昭和42年度

( 1967年度)

昭和43年度

( 1968年度)

シンポジウム「ミルカーJr牧草乾燥機」
牧草乾燥機の見学

会誌 第l号 (8)第l回研究会要旨3. 第2回研究会要旨5.

第2号 (8)第3回研究会要旨8.

会員数 (6月1日現在)個人110名，賛助団体24

5月26日 第4回研究会(住友信託ビ〉レ)

シンポジウム「酪農経営施設設計指針」

7月 4日 第5回研究会(住友信託ピソレ)

講演会「養鶏JE. P.シンセン

1 0月27日 第6回研究会(浦河町)

，_ 2 8日 日高種畜牧場，新冠種畜牧場を見学

会誌 第3号(12)第4回研究会要旨6. 第5回研究会要旨1.第6回研究

会要旨1.

会員数 (12月1日現在)個人171名.賛助団体26

6月28日 第7回研究会(美瑛町)

，_ 2 9日 シンポジウム「草地造成と管理の機械体系」

美瑛ポテトプロテイン，白金模範牧場を見学

昭和44年度 1 1月28日

( 1969年度)

第8回研究会(共栄生命ビ〉レ)

シンポジウム「畜舎の管理J

北大第2農場を見学

メミ 号士
Z三 回じ、 第4号 (6)総説，原著6. 文献抄録10

会員数 (6月1日現在)個人223名，賛助団体26

昭和45年度 7月28日 第9回研究会(温根湯ホテノレ)

( 1970年度) ，_ 2 9日 シンポジウム「乾草，サイレージ給与方式とへイレージ給与方式J
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昭和46年度

( 1971年度)

昭和47年度

( 1972年度)

昭和48年度

( 1973年度)

会誌

会員数

7月 7日

--8日

1 2月 9日

メ泳 三土
Z三 回仏、

会員数

9月17日

--1 8日

訓子府模範牧場，ホクレン牧場を見学

第5号 (6)第8回研究会要旨8. 文献抄録10

(6月1日現在)個人236名，賛助団体24

第10回研究会(新得町)

狩勝牧場，日本酪農牧場，小林牧場を見学

第11回研究会(自治会館〕

シンポジウム「畜舎汚水処理」養豚研究会と共催

第6号(10)第9回研究会関係の調査報告5. 調査報文1. 文献抄録

(9月1日現在)個人266名，賛助団体25

第12回研究会(養老牛温泉)

畜産公社牛肉処理施設，標津町育成牧場，中標津町酪農家2戸，俵橋

大規模草地，畜産公社肉牛7~ ードロットを見学

1 2月13日 第13回研究会(自治会館)

シンポジウム「パノレククーラー」

第7号 (7)第11回研究会要旨3. 総説・解説3. 文献抄録2

(7月1日現在)個人265名，賛助団体27.会費500円

第14回研究会(浜頓別町)

天北牧草(株).南沢地区大規模草地，北オホーツク畜産センター.

猿払村酪農家2戸を見学

1 2月11日 第15回研究会(自治会館)

誌

数
口員

会

会

9月17日

--1 8日

ρ、三七
ヱ三 回し、

会員数

昭和49年度 9月17日

( 1974年度) --1 8日

1 2月11日

昭和50年度

( 1975年度〉

昭和51年度

シンポジウム「粗飼料の調製給飼施設」

第8号(11)第13回研究会要旨4. 資料3 第12回研究会参加記1

(12月1日現在)個人302名，賛助団体30

第16回研究会(新得町)

ヌプカウシ牧場，新田牧場，十勝種畜牧場を見学

第17回研究会(水産会館)

シンポジウム「乳牛管理のシステム化」

会誌 第9号(12)第15回研究会要旨4. 第14回研究会参加記，文献抄録4

会員数 (7月1日現在)個人305名，賛助団体31

9月16日

--1 7日

メ斗 圭士= 回し、

会員数

8月31日

第 18回研究会(長万部町)

日新地区模範牧場，八雲町酪農家3戸を見学

第19回研究会(水産会館〕

シンポジウム「酪農の経営規模と管理技術」

第10号(12)第17回研究会要旨5. 文献抄録6

(10月1日現在)個人346名，賛助団体31

第20回研究会(興部町)

( 1976年度) --9月 1日 ，興部町酪農団地を見学

mw 



1 2月14日 第21回研究会(株式会社ムトウビ〉レ)

シンポジウム「スラリーストアをめぐる諸問題」

昭和52年度 9月12日 第22回研究会(弟子屈温泉)

( 1977年度) --1 3日 井出牧場，武藤牧場，石田牧場，斉藤牧場を見学

1 2月13日 第23回研究会(株式会社ムトウピノレ)

シンポジウム「新酪農村について」

特別講演「デンマークの畜産について」朝日田康司

会誌 第11号 (5)第四回研究会要旨4. 研究会年譜，会報総目録(第1号

~第10号)

会員数 (5月1日現在)個人356名，賛助団体33

昭和53年度 9月 6日 第24回研究会(上川町〕

( 1978年度.) --7日 畜産基地「大雪地区」を見学

昭和 54年度

( 1979年度)

1 2月12日 第25回研究会(株式会社ムトウピル)

シンポジウム「畜産基地大雪地区について」

会誌 第12号 (6)第21回研究会要旨2. 文献抄録8

会員数 (5月1日現在)個人366号，賛助団体35

8月23日

--2 4日

1 2月12日

第26回研究会(小平町)

初山別.羽幌，苫前の北海道農業開発公社建設の酪農家を見学

第27回研究会(株式会社ムトウビ、jレ)

シンポジウム「現酪農情勢下における家畜管理のあり方」

総会会則の一部改正(副会長1名を副会長2名に変更〉役員改選

(会長鈴木省三，副会長池内義則.朝日田康司)

会誌 第i3号 (5)第23回研究会要旨3. 第22回研究会参加記 1 文献抄録

5 

会員数 (1月31日現在)個人376名，賛助団体35

昭和55年度 9月21日 第28回研究会(池田町)

( 1980年度) --2 2日 池田町フィードロット，更別町アシタカ牧場，大樹町片岡農場を見学

1 2月10日 第29回研究会(株式会社ムトウピ〉レ)

シンポジウム「肉用牛生産の施設について」

会誌 第14号 (6)第25回研究会要旨3. 第24回研究会討論要旨1.第24回

研究会参加記1. 第23回研究会特別講演要旨1

会員数 (5月31日現在)個人365名，賛助団体37

昭和56年度 9月10日 第30回研究会(函館市)

( 1981年度) --1 1日 沢村農場.大野町営牧野，道南ファーム，山川牧場を見学

1 2月10日 第31回研究会(株式会社ムトウピ、jレ〕

シンポジウム「乳牛の給飼システム」

会誌 第15号 (8)第27回研究会要旨2. 第29回研究会要旨4. 第26回研究
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会参加記1. 第28回研究会参加記1.

第16号(12)第31回研究会要旨4. 第30回研究会参加記1

会員数 (10月30日現在)名誉会員2名.正会員363名.賛助団体35

昭和57年度 9月 1日 第32回研究会仇RJII市)

( 1982年度) --2日 上川生産連白金模範牧場，深川市イチャン農協牧草蛋白生産施設を見
主元主子£弘

1 2月 8日 第33回研究会(株式会社ムトウビ〉レ)

シンポジウム「家畜管理の情報システムとその方向」

メZ三斗 圭日士し、 第17号 (12)第33回研究会要旨4. 第31回研究会討論要旨1. 第32回

研究会参加記1. 文献抄録4

会員数 (11月1日現在)名誉会員2名，正会員357名，賛助団体32

昭和58年度 9月 6日 第34回研究会(芽室町)

( 1983年度) --7日 清水町斉藤牧場，芽室町小川牧場，中札内町岡田牧場.帯広市小出牧

場を見学

1 2月 7日 第35回研究会(株式会社ムトウビ〉レ)

シンポジウム「コンプリートフィード給与システム」

総会役員改選(会長池内義則、副会長朝日田康司・西埜進)

会誌 第18号(12)第35回研究会要旨3: 第33回研究会討論要旨1. 第34回

研究会参加記l

会員数 (11月1日現在)名誉会員2名，正会員366名，賛助団体32

昭和59年度 9月 7日 第36回研究会(札幌市)

( 1984年度〕 札幌市篠路伊藤牧場，北海道農業試験場を見学

1 2.月 5日 第37回研究会(北大農学部)

シンポジウム「乳牛の群管理システム」

ム7s:、 舌四士ひ 第19号 (12)第37回研究会要旨5. 第35回研究会討論要旨1. 第36回

研究会参加記1.

会員数 (11月1日現在)名誉会員2名，正会員361名，賛助団体31

昭和60年度 9月11日 第38回研究会(浜頓別町)農業機械学会と共催

( 1985年度) --1 2日 浜頓別町丹治牧場，猿払村営牧場，宗谷丘陵パイロット牧場，稚内市

営樺岡牧場を見学

1 2月 4日 第39回研究会。じ大農学部)農業機械学会と共催

シンポジウム「宗谷地方における草地開発と肉牛飼養」

ρZ三Z、圭w土u、 第20号(12)第39回研究会要旨5. 第37回研究会討論要旨1. 第38回

研究会参加記1.

会員数 (11月1日現在)名誉会員2名.正会員359名，賛助団体32

no 
n
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北海道家畜管理研究会報総目録

(第l号~第20号. 1 9 6 5年-..1985年)

第 1号 (19 6 6年8月)

l 発刊の乙とば

2 第 1回研究会講演要旨ーノレース・ハウジング

乳牛の多頭飼育の管理方式について

畜舎建築と建築基準法における問題点について

農業建築と電気法規

3 第 2回研究会溝演要旨-寒地の産卵鶏舎

(i) 調査結果の概要

(i j) 調査農家の鶏舎構造図面

道央地区のビニール鶏舎の実態

鶏舎の建築構造及び施設について

産卵率を中心i乙眺めた冬期管理

鶏舎実態調査報告(道東地区)

鶏の衛生管理に必要な基本概念

4 研究会記事

第2号 (19 6 6年8月)

第 3回北海道家畜管理研究会講演要旨

1 ミノレカーに関するシンポジウム

カリフォルニアでの舎内作業

ミルカーと乳房炎

乳質とミルカーに関する調査について

機械搾乳の速度制御と乳量・乳質

ミノレカー・パノレセーターの取扱状態ならびに部品の経年変化

の真空度波形に及ぼす影響

2 牧草乾燥機械に関するシンポジウム

牧草の人工乾燥について

ニューホランド牧草乾燥機の性能及び経済性

ニューホランド牧草乾燥機の性能について

第3号 (19 6 7年 12月)

1 第4回研究会講演要旨一酪農経営施設設計指針

牛舎設計の諸元について(建物施設の設備基準i乙関する諸元表)
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広瀬可恒

河野敬三郎

土田鶴吉・桜井充

池内義則

堂腰純・渡辺寛

池内義則

早川晋八

鈴木省三・他

三浦四郎

渡辺隆

加藤英一

米国重雄

鈴木健二

小野哲也・他

岡村俊民

高倉正臣

高畑英彦・他



設計例について

(i) .16頭ストーノレ・パーン

(j j) 32頭ストーJレ・パーン

(jjil 80頭ストーノレ@パーン

(ivl ノレース・パーン

(Vl フリー・ストーノレ・ノてーン

2 第5回研究会講演要旨

育雛期間中の栄養摂取がその後の産卵能力におよぼす影響

広瀬可恒

西埜進

鈴木省三

河野敬三郎

柏木甲

西埜進

E • P・シンセン

3 第6回研究会講演要旨 新しいWarm Loose -housing Systern について 松川五郎

4 研究会記事

第4号 (19 6 9年6月)

1 総説・原著

家畜管理の領域と方向

ハーベストアによるヘイレージの調製と品質及び栄養価

牧草調製の機械化体系を組むに当つての概算法について

パーンクリーナについて

搾乳機使用状態の診断方法ならびに測官機について

放牧牛の食草行動について

2 文献抄録

鈴木省三

高野信雄

岡村俊民

池内義則

小野哲也・谷口哲司・大友功一

朝日田康司・佐藤忠昭・広瀬可恒

熱量的データと水分関係をもとにした採卵鶏舎の換気と断熱の設計

豚舎の換気装置について

ノてンカーサイロ用サイレージディストリピ、ューター

完全自動型ベールワゴン

アルファノレファ乾燥の作業体制について

機械搾乳の力学 I 乳頭カップ内圧とライナーの動き

機械作業の力学 E 一脈動サイクル内の搾乳速度ノマターン

機械搾乳時の乳房内圧の変化

真空度および脈動比のことなる機械搾乳時の乳頭内真空度の変化

3 研究会記事

第5号 (19 7 0年6月)

1 第8回研究会講演要旨ー畜舎の管理

畜舎換気設計の前提，低温環境と乳牛・豚の反応

畜舎換気の設計について

畜舎換気の具体的例

冬期間の畜舎環境と家畜の生産性について
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朝日田康司

池内義則

堂腰純



一実態調査成績を中心として

2 海外文献抄録

換気設計における周波数アナログ

寒冷地における酪農に対し環境制御技術はどのように利用されているか

乳牛への濃厚飼料の給与

豚の熱および水分損失および体重におよぼす風速増加の影響

豚舎環境の設計.計算における豚の実効温度について

環境温度および給飼回数が豚の産肉性におよぼす影響

肥育豚の増体および飼料効率におよぼす温湿度の影響

初生子豚と体温調節

鶏舎の環境調節がブロイラ一生産に与える影響について

鶏における外因ストレスとその対処機構 ー温度と体温調節-

3 研究会記事

第6号 (19 7 1年 10月)

l 第9回研究会講演要旨-

北海道における乾草・サイレージ給与方式に関する調査報告

龍田勝基・佐藤和男

序 広瀬可匡

各種サイロの形式と給与施設別経済性および作業能率の比較 遠藤清司・平間英夫

サイロ形式とサイレージ品質・栄養価・乾物回収率ならびに乾草調製時に

おける乾物回収率 吉田則人・高野信雄

乾草・サイレージ給与方式とへイレージ給与方式の養分摂取量と補助飼料

の必要性 広瀬可恒・鈴木省三・橋爪徳三

機械利用実態ならびに経済性の比較

2 調査事例報文

液肥処理方式における労働量実態調査

3 海外文献抄録

家畜排せっ物の価値 一栄養成分の回収と利用一

家畜排せっ物の回収と処理の経済

家畜糞尿の特性

スラリー肥料:機械装置ならびに施肥コスト

牛舎用格子床の構造解析

スノコ床による豚の飼養i乙関する試験

サイレージの含水率と側圧との関係式

サイロ内壁に加わる圧力とサイロ内の温度iζ関する研究

コーンおよびグラスサイレージの場合

4 研究会記事
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岡村俊民・高畑英彦

小竹森訓央・広瀬可恒



第7号 (19 7 2年7月)

1 第11回研究会講演要旨-畜舎汚水処理

畜舎汚水処理の実態と今後の対策豚舎排水について

多頭飼育養豚における管理と畜舎施設について

これからの養豚事業に対する豚舎環境対策

2 総説・解説

大規模酪農における乳牛管理上の諸問題

パイプラインミノレカー用の乳量計について

3 海外文献抄録

乳牛用畜舎施設と経済性

集約的な屋内・屋外牛肉生産方式に関する諸問題

4 研究会記事

第8号 (19 7 3年11月)

1 第13回研究会講演要旨ーバルク・クーラー

バルク・クーラーの構造と取扱いについて

パノレクミノレクタンクの性能試験

バルク・クーラーの乳質管理について

酪農経営上のメリットについて

2 パノレク・クーラーに関する資料

牛乳の冷却並びに貯蔵用タンクに関する 3-A規格

IDF規格

パノレク・クーラーの正しい取扱

3 第12回研究会に参加して

4 研究会記事

5 ニュース 北海道家畜ME研究会のお知らせ

第9号 (19 7 4年7月)

l 第15回研究会講演要旨-粗飼料の調製給飼施設について

圧縮成形乾草の製造施設と製造技術上の問題点について

ヘイタワーについて

成形乾草の飼料価値について

組飼料思考

2 第14回研究会参加記

3 海外文献抄録

凍結または加熱乾牧草の細胞壁体中多糖類に対する第1胃微生物および
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米国裕紀

所和暢

堂腰純

広瀬可恒

大久保正彦

池内義則

斉藤亘

大浦義教

鷲田昭

高橋俊行

高畑英彦

岡村俊民

吉田則人

松山龍男

松田従三・拍木甲



かびカーボヒドラーゼ(糖分解酵素)の加水分解作用

機械的手段で、脱水したウエハーの貯蔵および運搬

麦かんウエハーの添加物(パインダ)

粗飼料成形機の静置型と圃場型の比較

4 研究会記事

第10号 (19 7 5年12月)

1 第17回研究会講演要旨ー乳牛管理のシステム化

乳牛舎の環境調節

高能率搾乳設備 ミノレキング・パーラーに関する技術思想の動向について

十勝種畜牧場の新牛舎システム ウォーム・スラット・パーンについて

帯広畜産大学の新牛舎システム

2 第15回研究会討論要旨

3 海外文献抄録

乳牛の自動群飼育システム

南面壁開放式肥育豚舎の冬季改善策

冬期設計温度の再検討と算定

酪農洗じよう用水の水質汚染

圧縮空気を利用した糞尿の運搬

糞尿のリサイクリングシステムを計画する際の解析法

4 研究会記事

第11号 (19 7 7年5月〉

1 北海道家畜管理研究会創立10周年を迎えて

2 第四回研究会講演要旨一酪農における経営規模と管理技術

八雲の乳牛飼養

酪農経営の集約化について

酪農経営における牧草機械・施設の内容

日新地区における家畜管理の現状と問題点

討論要旨

3 北海道家畜管理研究会年譜

4 北海道家畜管理研究会報総目録(第1号~第10-号. 1965 --1975 ) 

5 研究会記事

第12号 (19 7 8年6月)

1 第21回研究会講演要旨ースラリーストアをめぐる諸問題
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堂腰純

築野健司

伊藤亮

浦上清

広瀬可恒

鈴木省三

鷲田昭

松山龍男

伝法卓郎



実用面より見たスラリーストア

スラリーの施用技術

討論要旨

2 砂ト文献抄録

米国におけるフィードロットからの汚物排出i乙対する規制について

有毒ガスと悪臭

フィードロット廃棄物の生物工学的性質について

フィードロット廃棄物の脱水システムについて

家畜排せっ物のラグーンシステム

フィードロット廃棄物の堆肥化

飼料としての家畜排せつ物の利用

家畜排せっ物の処理費

3 研究会記事

第13号 (19 7 9年5月)

1 第23回研究会講演要旨一新酪農村について

新酪事業の牛舎施設について

新酪農村建設の背景と現況

討論要旨

2 第22回研究会i乙参加して

3 海外文献抄録

生草の固液分離:圧搾脱汁アノレファノレフアサイレージの利用性

断熱による結露の除去

フリーストーノレのデザ‘インと工事の基準

連続的キャリプレーション手法による

大型動物の正確な体温測定テレメーターについて

5種類の糞尿槽換気装置のモデル研究

4 研究会記事

第14号 (19 8 0年6月)

1 畜産の転機を迎えて

2 第25回研究会一畜産基地「大雪地区」について

畜産基地建設事業について

大雪地区畜産基地建設事業にかかる経営上の諸問題

北海道におけるデイリービーフの生産施設

討論要旨
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進藤重信

村井信仁

進藤重信

金川直人

川上克己

鈴木省三

狩野徳次

川上隆士

大町一郎



3 第24回研究会現地検討会討論要旨

4 第24回研究会参加記

5 デンマーク酪農で見た2-3の動向

6 研究会記事

第15号 (19 8 1年8月〕

l 第27回研究会講演要旨一計画生産下における酪農民の対応

2 第29回研究会講演要旨-肉用牛生産の施設について

肉用牛生産の現状

肉用牛牛舎様式の変選

肉用牛生産の施設について

討論要旨

3 第27回研究会討論要旨

4 第26因。第28回研究会参加記

留萌管内の公社牧場を訪ねて

十勝の肉牛施設を見学して

5 研究会記事

第16号(19 8 1年12月〕

1 第31回研究会講演要旨-乳牛の給飼システム

乳牛の給飼システム一序説

混合飼料給飼システム

群飼育における給飼システム

飼料の個別給与

2 第30回研究会参加記-渡島地方の肉牛飼養を見学して

3 研究会記事

第17号 (19 8 2年12月)

1 第33回研究会講演要旨一家畜管理の情報システムとその方向

家畜管理の情報システムとその方向

乳牛飼養管理情報システムについて

根釧地方の酪農情報システムの現状とその問題点

酪農情報システムの開発について

2 第31回研究会討論要旨

3 第32回研究会に参加して

4 海外文献抄録
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西埜進

朝日田康司

遠藤清司

小竹森訓央

大町一郎

清水良彦

松岡栄

宮田保彦

鈴木省三

高木功一

大森昭一朗・三島哲夫

上山英一

左久

鈴木省三

佐々木久仁雄

船本末雄

徳田誠

土山英一



コンピューター末端機を利用する飼料代差し引き収入を最大にするための

乳牛への飼料給与モデノレの開発

営農情報サービス

家畜給飼システムのためのプログラムのできる制御機

輸送作業中における肥育用素牛のストレス

5 研究会記事

第18号 (19 8 3年12月)

1 第35回研究会講演要旨ーコンプリートフィード給与システム

乳牛の完全飼料と給飼システム

十勝におけるコンプリートフィードシステムの現状と問題点

コンプリートフィードの調製機械

2 第33回研究会討論要旨

3 第34回研究会に参加して

4 研究会記事

進

三

仁
正

信

埜

藤

井

西

佐

村

干場秀雄

第19号 (19 8 4年12月)

1 第37回研究会講演要旨ー乳牛の群管理システム

乳牛の群行動と管理

乳牛の群管理施設

群管理用試験牛舎の設計上の特徴と使用方法ならびに試験の方法

コンピューターによる牛群管理システム

群管理牛舎と管理システム

2 第35回研究会討論要旨

3 第36回研究会に参加して

4 研究会記事

近藤誠司

干場信司

柏木甲

土谷紀明

梅津典昭

秦寛

第20号 (19 8 5年 12月)

1 第39回研究会講演要旨-宗谷地方における草地開発と肉牛飼養

宗谷地区広域農業開発事業の概要

宗谷丘陵肉用牛経営ノマイロット牧場について

ササ地帯における草地造成工法と機械

ササ地帯における造成後の草地

ササ地帯における草地造成機械

とくにササチョッパーの構造・性能等について

2 第36回研究会討論要旨

吉田信威

清水良彦

橋本久幸司

小倉紀美

黒木健
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3 第37回研究会討論要旨

3 第38回研究会に参加して

4 研究会記事

竹下潔
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編 集 後 記

北海道家畜管理研究会創立20周年にあたって発行を計画しました記念特別号をやっと発刊する乙とに

なりました。すでに記念祝賀会を昭和60年12月4日に行ってから 1年余りが街邑してしまい、ど多忙中

にもかかわらず、早々と原稿執筆をして下さった方々、期待をこめて発刊を待っておられた会員の皆様

方に事務局として心からお詫び、申し上げます。

さて記念特別号は「北海道における家畜管理技術の発展」というテーマで特集を組んでいます。当初

の計画と若干異なってし、ますが、いずれも豊かな内容のもので、会員のみならず、教育、研究、行政、

普及など各方面で活用しうるものといえます。必ず、しも十分な統計などがないなかで、歴史的な発展と

今後の展望を明快にまとめて下さった事館者の方々に改めてお礼を申し上げます。

(1987. 1 M. 0) 
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北海道家畜管理研究会々則

第 1条 本会は北海道家畜管理研究会と言い，その事務局を北海道大学農学部に置く。

第 2条 本会は家畜管理等における機械化，省力化，衛生管理並びにその経済性などに関する

研究の促進及びその健全な普及を図ることを目的とする。

第 3条 本会は目的を達成するために次の事業を行う。

第 4条

第 5条

第 6条

1. 講演会及び研究会の開催。

2. 機関紙の刊行。

3. その他本会の目的を達成するに必要とする事業。

本会は本会の目的に賛同する正会員及び賛助会員をもって構成するo

本会には名誉会員をおく乙とができる。名誉会員は本会に功績のあった会員でs 評議

員会の推薦により総会において決定し終身とする。

本会は役員として会長1名s 副会長2名，評議員若干名，監事2名及び幹事若干名を

おく。役員の任期は2カ年とする。但し再任を妨げない。会長は会務を総理し，本会

を代表する。評議員は講演会，研究会その他本会の目的達成に必要とする事業を企画

し評議する。幹事は庶務，会計，編集その他日常業務を執行する。なお，本会lとは顧

問をおく乙とが出来る口

第 7条 評議員，監事は総会において会員より選任する。会長及び副会長は評議員より互選し

総会において決定する。幹事は会長の委嘱による。

第 8条 正会員の会費は年額2，000円とし，賛助会員の会費は1口以上， 1口の年額は5，000

円とする。

第 9条 総会は毎年l回開催し，会の運営に関する重要な事項を決定する。必要に応じて臨時

総会を開く乙とが出来る。

第 10条 本会の会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする。

第 11条 本会々則の変更は総会の決議によらなければならない。




